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寺添遺跡の調査について

寺添遺跡は佐久市大字三塚に所在します。遺跡の周辺は大規模な圃場整備

が終了し広大な水田地帯となっています。

今回の調査は1500ぽ という狭い範囲の発掘でしたが、家の跡である竪穴住

居址29軒や当時の人々が使っていた食器類が発見され、古墳時代の中頃から

(約 1600年前)こ の寺添遺跡に人々が暮らしはじめていたことが解りました。

その後約300年間この地には生活の跡が刻まれました。

長く一ヶ所に定住できたのは千曲川や片貝川が肥沃な土を上流から運び、

稲作や畑作に適 していたのかもしれません。しかし、なぜか今から約1300年

ぐらい前から人々はここに家を立てなくなってしまいます。その理由は天災

や疫病の流行或いは集落の移動など考えられますが、今回の調査で確かな事

は解りませんでした。

このように今回の調査では色々な発見がありましたが、一番重要なことは、

野沢平の水田下に今でも大切な遺跡が眠っている事が判明したことです。
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例    言

1.本書は、長野県土地開発公社が行う佐久地区職員宿舎建設に伴 う、埋蔵文化財発掘調査の調

:査
報告書である。なお保護協議の結果、開発対象面積の内、児童公園と道路に接する緑地帯

は、発掘対象区から除外 し職員宿合 と駐車場について本調査 をおこなった。

2.調査委託者     長野県土地開発公社

3.調査受託者     佐久市教育委員会

4.遺跡名及び  三千東遺跡群 寺添遺跡  (MMT)

発掘調査所在地籍      佐久市大字三塚字寺添73-9

5。 調査期 FE5 0面積  発掘調査  平成 6年 7月 18日 ～11月 2日

整理期間  平成 6年 12月 6日 ～平成 8年 3月 29日

開発面積  2128m2

調査面積  15871n2

6.調査にあたっては、発掘調査を佐々本が、整理作業を冨沢がそれぞれ担当した。

7.本書の編集は遺構整理に関 してを佐々本が、その他については冨沢が行った。

報告書作成分担  遺物復元 金森治代 橋詰けさよ 堀籠 因 碓氷 健

遺物実汲1 堺 益子 橋詰勝子 橋詰信子

トレース 堺 益子 橋詰信子

8。 自玉等の石材鑑定は羽毛田が行った。

9.遺跡出土遺物の鑑定及び保存処理は以下に依頼 した。

獣骨鑑定       群 `馬
県立大間々高校 宮崎重雄氏

炭化種子 0樹種同定  パ リノ 0サーヴェイ株式会社

本製品保存処理    東都文化財研究所

10。 本書及び寺添遺跡出土遺物等のすべての資料は、佐久市教育委員会の責任下に保管されてい

る。

発掘調査に当たっては、地元の方々に数々のご協力 。ご援助を項 き

記 して感謝の意を表 します。



例

1.遺構の略記号は、住居址 (H)。 掘立柱建物址 (F)。 土坑 (D)である。

2.挿図の縮尺は次の とお りである。

竪穴住居址 0掘立柱建物址1/80  土坑。井戸址 0カマド1/60

土器 0石器1/4  木製品1/8  日玉1/2  鉄製品1/3

上記以外の物については挿図中にスケールを示す。

2.遺構の海抜標高は各遺構ごとに統一 し、水糸標高を「標高」 として示 した。

3.土層 0遺物胎上の色調は、1988年版『新版 標準土色調』に基づいた。

4。 遺物挿図番号 と遺物写真番号及び遺物観察表番号は一致する。

5。 挿図中の方位は真北を示す。

6。 調査区グ リットは公共座標に従い、間隔は 4× 4mに設定 した。

7.住居址の面積は床面積 (住居址下端範囲)を 濃1定 し、カマ ド部分は浪1定値 より除外 してある。

8.遺構規模の数値は以下の例によって測定 した。

9.挿図中におけるスクリーン

〈遺 構〉

颯 地山断面

焼けた地山

トーンは以下のことを示す。

|||:lil:||||::|カ マド範囲

華禁資:焼上範囲
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〈遺 物〉

黒色処理 石器の研磨痕 。使用面
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②H5号住居址内土渡

③H5号住居址カマド掘り方

④H5号住居址出土遺物

⑤H5号住居址掘り方全景

図版 六 ①H6号住居址全景

②H6号住居址出土獣骨

図版 七 ①H7号住居址全景

②H7号住居址炉全景

③H5・ H6号住居址調査風景

図版 八 ①H8号住居址全景

②H8号住居址カマド全景

③H8号住居l■ 出土遺物

図版 九 ①H9号住居址全景

②H9号住居址カマ ド全景

③H9号住居址カマ ド掘り方

図版 十 ①Hll号住居址全景

②Hll号住居址掘り方全景

図版 十一①Hll号住居址カマド全景

②Hll号住居址カマ ド掘り方

図版 十二①H12号住居址全景

②H13号住居址全景

図版 十四

図版 十五

図版 十六

図版 十七

図版 十八

図版 十九

図版 二十 ①H22号住居J■全景

②H22号住居址掘り方全景

図版 二一 ①H22号住居址出土遺物

②H23号住居址カマド掘り方

③H23号住居址企景

図版 二二 ①H24号住居址全景

②H25号住居lll全景

図版 二三 ①H24号住居址焼土範囲

②H25号住居址カマド全景

③H25号住居址カマド掘り方

図版 二四 ①H26号住居址企景

②H27号住居址掘り方全景

①H14号住居址全景

②H14号住居址カマド全景

①H16号住居址全景

②H17号住居址全景及びH14号 住居址掘り方

①H16号住居址出土遺物

②Hll・ H17号住居ll「_調査風景

③H17号住居社L出土遺物

①H18号住居址全景

②H18号住居址掘り方全景

③H18号住居JILカ マド全景

①H19号住居址全景

②H19号住居址掘り方全景

③H19号住居址カマド全景

①H20号住居址全景

②H21号住居址全景

①H21号住居址カマド全景

②H21号住居址カマド掘り方

③H21号住居址炭化材出土状況



図版 二五

図版 二六

図版 二七

図版 二八

図版 二九

図版 三十

図版 三一

図版 三二

①H28号住居址全景

②H29号住居址全景

①H28号住居址炉全景

②H30号住居址カマド全景

③H30号住居址全景

①Fl号掘立柱建物址全景

②F2号掘立柱建物址全景

①F3号掘立柱建物址全景

②F4号掘立柱建物址全景

①F5号掘立柱建物址全景

②F6号掘立柱建物址全景

① l号井戸址全景

② 3号井戸址全景

① 3号井戸址本製品出土状況

② 3号井戸址調査風景

③ 4号井戸址木製品出土状況

① 4号井戸址全景

②Ml号溝状遺構全景

図版 三二

図版 三四

図版 二五

図版 三六

図版 三七

図版 三八

図版 二九

図版 四十

図版 四一

図版  四二

図版 四三

図版  四四

図版 四五

図版 四六

①Dl号土坑検出状況

②Dl号土坑掘 り方

③D3号土坑全景

①調査区近景 (東 より)

②調査区近景 (南 より)

H2～ H6号住居址出土遺物

H6～ H8号住居址出土遺物

H8～ H ll号住居址出土遺物

H ll～ H16号住居址出土遺物

H17～ H21号住居址出土遺物

H22～ H27号住居址出土遺物

H27～ H30号住居址出土遺物

H30・ H31・ Ml・ Dl出土遺物

Dl・ D3。 遺構外出土遺物

寺添遺跡出土石器・鉄製品

①寺添遺跡出土玉類

② 3号井戸出土木製品

本材の樹
‐
種及び種実の同定



第 菫章 発掘調査の経緯

第 1節 発掘調査の経緯 と経過

寺添遺跡が存在する三千東遺跡群は、佐久市大字三塚地籍に所在 し、千曲川と片貝川に挟まれ

た標高670m内外を浪1る 沖積微高地に位置する。遺跡周辺は、圃場整備が終了した水田が広が り、

佐久平において有数の穀倉地帯を形成 している。

今回、長野県の佐久地区職員宿合建設に伴い長野県土地開発公社が建設用地の造成を計画した。

そのため、長野県土地開発公社より佐久市教育委員会に当地籍においての遺跡有無の照会があっ

た。佐久市教育委員会では三千東遺跡群が所在するため、まず試掘調査を行う事とした。

その結果、今回の開発地籍全体におよんで竪穴住居llL・ ピット及び土師器 。須恵器片が多数検

出された。よって、長野県土地開発公社と佐久市教育委員会において協議をおこなった結果、設

計変更は難しく遺跡の破壊が余儀なくなり、佐久市教育委員会埋蔵文化財課において記録保存を

目的とする本調査が実施されるはこびとなった。

第 1図 寺添遺跡位置図 (1:50,000)



なお当遺跡調査中、昭和49年度に緊急発掘調査 をおこなった三塚遺跡 (佐久市詳細遺跡分布調

査NQ419)が 当遺跡 と重複 していることが半J明 した (第 2図参照 )。 しか し、当時の調査範囲より

も今回の開発対象 としている面積が広 く残存する遺構 もあることから、混乱を防ぐため別遺跡名

を付 し調査 をする事 となった。

第 2節 調査体制

佐久市教育委員会埋蔵文化財課

教  育  長 大井 季夫 (平成 7年 6月 退任)

依田 英夫 (平成 7年 7月 就任)

教 育 次 長 奥原 秀雄 (平成 6年度)

市川 源

埋蔵文化財課長 戸塚 満

管 理 係 長 谷津 恭子

管  理  係 田村 和広

埋蔵文化財係長 草間 芳行 (平成 6年度 )

大塚 達夫

埋 蔵 文 化 財 係 林 幸彦   三石 宗一

羽毛田卓也  冨沢 一明

調 査 主 任 佐々本宗昭

調 査 高J主 任 堺 益子

調  査  員 遠藤 しずか  並本ことみ

橋詰 信子  堀籠 因

岩下 とも子  岩下 文子

堀込 成子  碓氷 健

第 3節

平成 6年度

1994年 7月 12日

7月 18日

調型璧日

試掘調査

重機による表土はぎを開始。

須藤 隆司

上原 学

金森 治代

依田 みち

工藤しず子

小林 員寿

橋詰 勝子

市り||チ イ子

武田 千里

橋言古けさよ

岩下 吉代

武田まつ子

誌

-2-
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第 2図 寺添遺跡 0三塚遺跡位置関係図 (1:800)

遺構確認を行い、調査区全体に竪穴住居址の広が りを確認する。

三塚遺跡 との重複部分を確認する。

調査区西側 より遺構掘 り下げを開始する。

H6号住居址 より獣骨出土。

H ll号住居l■ より管玉 。自玉出土。

井戸址の調査 を開始するが、多量の勇水のため困難な調査 となる。

調査区東側の遺構掘 り下げを行う。

航空測量を行う。

現場での作業 を終了し、機材を撤収する。

室内にて整理作業開始 出土遺物洗浄を行う。

注記 。遺物復元 。遺構図面整理を行う。

本年度分の作業を終了する。

出土遺物実測を開始する。

遺跡出土炭化種子同定 。樹
‐
種同定を依頼する。

遺跡出土獣骨の鑑定を依頼する。

本製品の保存処理を依頼する。

遺構 0遺物の挿図作成を行う。遺物写真撮影を行う。

原稿 を執筆 し、報告書を刊行する。

11月 2日

12月 6日

1995年 1月 9日 ～

3月 31日

平成 7年度

1995年 10月 20日 ～

1996年 3月 28日



第 IⅢ 章 遺跡の環境

第 1節  自然的環境

寺添遺跡が所在する佐久市三塚地籍は佐久平の南西よりに位置 し、西方700mに片貝川が、東

方1300mに千曲川がそれぞれ北流し、周辺は水田地帯となっている。この片貝川は、八ヶ岳山塊

の一つである双子山 (2223m)ょ り源を発する大曲川 0居川 。倉沢り||な どの中小河川を集め、自

田町の勝間地籍 より流れを北に変え、山裾を沿うように北流 し、佐久市下県地籍で千曲川に合流

する河川である。当遺跡周辺に広がるほとんどの水田は、現在この片貝川 より取 り入れた水に

よって稲作を行っている。

遺跡地形は、千曲川 と片貝川によって形成された自然堤防上あるいは沖積微高地の上にあり周

辺の水田面より約 lm程の標高差を測る。この微高地は南北200m。 東西300mほ どの広さで、現

在は三塚集落が集合 している。寺添遺跡は集落の東端にあり、微高地と水田面の接点に位置する。

El

第 3図  寺添遺跡周辺地形図 (1:5,000)



第 2節 歴史的環境

本遺跡が所在する三塚地籍及びその周辺の野沢 。前山 0小宮山 0桜井地区には、東に傾斜する

山地や山裾、また沖積低地に数多くの遺跡が散在する。これらの遺跡を時代別に概観 したい。

まず、先土器時代の遺跡としては、当遺跡南西方向 6 kmの 八ヶ岳北東山麓中に立科 F遺跡①

がある。本遺跡からは211点 からなる石器群が検出され、検出層位より31200年 ±900年前の年代

が与えられている。続 く縄文時代の遺跡としては、前期前半の住居址 6軒が調査された後沢遺跡

②、中期後半の住居址16軒が調査された中村遺跡③、筒村 B・ 山法師 B遺跡④などがある。ま

た、前山地籍の瀧の下遺跡⑤からは、後期の敷石住居址 2軒が検出され、そのうち 1号住居址の

敷石は炉の周辺に菱形に敷かれていた。周辺地域の縄文時代の遺跡は、その多くが山地沿いの谷

間か、水田面に接する山裾周辺に広がっており、沖積低地での集落址は未だ発見されていない。

次に弥生時代の遺跡としては、水田面を見下ろす丘陵上に位置する後沢遺跡で中期栗林期 3軒、

後期箱清水期32軒の住居址、方形周溝墓 3基が調査されている。また、同じ様な地形にある西裏

。竹田峯遺 l17Jr・ ⑥からは中期栗林期 9軒、後期箱清水期 5軒の住居址とともに、後期に比定される

壼棺が検出され、壺内より胎児骨一体と管玉 。ガラス小玉が発見された。また、当遺跡からは、

円形周溝墓と考えられる遺構 も確認されており、後沢遺跡も含め小地域内での墓制の多様性を考

える上で貴重な資料となっている。

古墳時代になると遺跡は沖積低地まで広がり始める。圃場整備などで調査された遺跡も多く、

中道遺跡⑦、市道遺跡③、三塚町田遺跡⑨、跡部町田遺跡⑩、三塚鶴田遺跡⑪、上桜井北遺跡⑫

などが上げられる。これらの遺跡はいずれも自然堤防上や微高地上に立地 しており、中期後半か

ら後期におよぶ集落址である。古墳址は調査されたものは少なく、根岸地籍の榛名平 0坪の内遺

跡⑬で後期から終末期に属する横穴式石室の古墳址が 1基 と坪の内古墳が調査されたにとどまっ

ている。なお、佐久平においては、千曲川西岸の低地や山地には古墳址が少なく、千曲川東岸の

山裾には群集墳が集中して存在する極めて対照的な様相を示 している。

次に、奈良 。平安時代は前代と同様な様相を示 し、低地と山裾に小規模な集落IILが確認されて

いる。 しかし、調査された遺l1/Jll範 囲がいずれも小規模である為、今後、岩村田地籍の聖原遺跡の

ような大規模な集落址が発見される可能性はある。また、中道遺跡からは奈良三彩の蓋が、榛名

平遺跡からは奈良二彩の蓋がそれぞれ出土しており注目される。

鎌倉時代以降になると当地域では伴野氏の活躍が始まる。方形の区画を持つ野沢館跡⑭や山城

として良好な保存状態を保つ前山城跡⑮は伴野氏によって築かれたものとされ、「一遍上人絵

伝」にも当時の伴野氏館の活況な様子が描かれている。また、榛名平遺跡からは中世後期と考え

られる土疲墓 。火葬墓といった墳墓群が検出されている。

-5-



第 4図 周辺遺跡位置図(1)(1:50,000)

周辺遺跡一覧表

遺 跡 名 所 在 地 立  地 糸電 弥 古 歴 中 備 考

1 立科 F遺跡 前山字立科 山地 平成 2年調査

後沢遺跡 小宮山字後沢 丘陵 ○ ○ ○ ○ 昭和51052年 調査

中村遺跡 根岸字 日向 山 地 ○ 昭和57年調査

筒村B・ 山法師B遺跡 根岸字 日向 山地 ○ ○ 平成 304年調査

瀧の下遺跡 前山字滝の下 丘陵 ○ 平成 2年調査

西裏 。竹田峯遺跡 根岸字西裏・竹田峯 丘陵先端 ○ ○ ○ 昭和60年調査

中道遺跡 前山字中道 沖積、微高地 ○ 昭和46年調査

市道遺跡 三塚字市道 ○ ○ 昭和49年調査

三塚町田遺跡 三塚字町田 ○ 昭和50年調査

跡部町田遺跡 跡部字町田 ○ 昭和46年調査

三塚鶴田遺跡 三塚字鶴田 ○ 昭和50年調査

上桜井北遺跡 桜井字橋詰 ○ ○ 昭和52年調査

榛名平 0坪 ノ内遺跡 根岸字榛名平・坪 ノ内 丘陵 ○ ○ ○ ○ ○ 平成 506年調査

野沢館跡 野沢字居屋敷 。北田 沖積、微高地 ○ ○

前山城跡 小宮山字城山 山地 ○ ○



第 5図 周辺遺跡位置図(幼  (1:10,000)



第Ⅲ章 基本層序と概要

第 1節 基本層序

本遺跡における基本層序は7層 に分かれている。 I～ Ⅳ層までは水田の耕作土であり、圃場整

備以前の水圏面 も確認された。Ⅵ oⅦ上面が遺構確認面であるが、沖積低地特有である地山変化

の激 しさに遺構確認は困難を極めた。

―o

- 50cm

避 :輛 I鑓

V

I層  10Y R6/1 近代水田耕作土

H層  2.5Y R4/6 水田床土

Ⅲ層 10Y R6/1 圃場整備前の水田耕作土

Ⅳ層 10Y R5/8 水田床土

V層 10Y R3/1 黒色土の堆積で砂 0小石

を少量ふくむ

Ⅵ層 10Y R4/6 黒褐色上を含む。シルト

化したローム土

Ⅶ層       礫層、人頭大の河原石や

砂を主体とした層

第 6図  基本層序模式図

第 2節

検出遺構

検出遺構 0退 物の概要
)上

竪穴住居址 29軒     古墳時代中期 (5世紀中葉～末) 3軒

古墳時代後期 (6世紀代)    8軒

後期 (7世紀代)    4軒

奈良時代   (8世 紀代)    3軒

時代不明            11軒

掘立柱建物址 6棟

井戸址    4基

溝状遺構   1本

土坑     3基

出土遺物

土師器 0須恵器 。石器 。青磁片 0本製品 。鉄製品

-8-
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第 7図 寺添遺跡全体図 (1:300)
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寺添遺跡航空写真全景計 (株式会社 こうそ く撮影 )

-10-



第Ⅳ章 遺構 と遺物

第 1 節 竪穴住居址

(1)Hl号 住居llL(第 8図 ,写真図版二 )

本住居址はキ・クー10Grに 位置する。規模は南壁 。

西壁 ともに2。 05mを 測 り、ほぼ方形を呈する。住居址

の床面積は5.lm2を 測 り、主軸方位はN-41° 一Wを 示

す。覆土は1層 で焼± 0炭化物が微量混入するのが特   鼻
D

徴である。壁は東コーナーで 4 cmを ,貝1る が、立ち上が

りが確認された部分は東壁のみである。柱穴は確認さ

れていない。

が焼土化 じブ ロック状 に固まっていた。 9   (1:80)   2,m

JLコ ーナーにはPlが検出されている。長軸 は54cm l暗
褐色土 (10Y R3/3)

焼土粒子を少量、鉄分を含む。小石・少量の
床面 よりの深 さ 9 cmを

'員

1る 。覆土は 2層 に分層され、
炭化物混入。

炭化物が少量検出されている。
2 黒褐色土 (10Y R2/3)

炭化物・ロームプロック少量混入。

遺物は少量の土師器甕片が出上しているが、図示可  3暗褐色土(10Y R3/3)
ローム粒子を多量含む。ロームプロック多量

卜

・

669.04111

信[書置Iれ[[:旦[]ITEIFi:Iな。形   :

I鼻][抵総屎「[ri][ilttil[''lli蒼    :り

'''≧

  烏蒻易》%,・

日ヽ

B'

Pl

02
0｀

餞
|

だ

一

能なものはない。
混入。

4 暗褐色土 (7.5Y R3/4)

焼土粒子を多量含む。炭化物 。焼土ブロック

混入。

(2)H2号 住居址 (第 9010011図 ,写真図版二)   
第 8図 Hl号 住居l■実沢1図

本住居址はオ 。カー13Grに 位置 し、H6号住居址 と重複関係にあるが本址の方が新 しい。残存

状態は調査された他の住居址に比べて良好であった。規模は南壁 。東壁 ともに3.3mを 1員1り 、平

面形態はほぼ方形 を呈する。住居址の床面積は10。 9rを 測 り、主軸方位はN-31° ―Wを 示す。

覆土は 1層 である。壁は北東コーナーで1lcmを

'員

1り 、緩やかに立ち上がる。柱穴は確認されてい

-11-
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ない。床面はやや軟弱でカマ ド周辺部のみ

硬化面が観察された。また貼床は確認され

ず地山Ⅵ・Ⅶ層を踏み固めたような状態で

あった。

カマ ドは北壁中央部に検出された。カマ

ド煙道部の主軸方位 はN-17° ―Wを 測 り、

住居址主軸 に比べ 14° ほど北にずれている。

規模は煙道部が長軸1.04m、 火床部径33cm、

右袖長軸1.26m・ 床面よりの高さ 5 cm、 左

袖長軸98cm高 さ 5 cmを 測る。形態は煙道部

が住居址壁外にあまり飛び出さない状態で

緩やかに立ち上1が る。両袖は■1部が削平さ

れていた為、基部のみ しか検出できなかっ

たが、あまり粘性のない構築上を使用して

お り、石などの芯材は確認されなかった。

火床面は床面より7 cmほ ど高い所にある。

このような火床面の位置は当遺跡の他の住居址にも多く観察でき、寺添遺跡における竪穴住居址

カマ ド構築の一つの特徴 といえる。

カマ ド掘 り方の規模は、東西の長軸が1.41m。 南北の短軸が lmで、床面よりの掘 り込みが深

さ4 cmを 測る。焚田部付近にピットが2ヶ 所確認された。Plは径23cm・ 深さ 5 cm、 P2は径15cm

。深さ 4 cmを 測る。これらピットは、検出された位置から袖芯材に使われた石等を立てたものと

考えられる。また掘 り方の検出時に右袖下より焼土がまとまって検出された。これら焼土はカマ

ド作 り換えなどの時に袖内に入ったものとも考えられる。

本址の出土遺物は図示 した物の他に、土師器甕片 0不片、須恵器甕片・不片などがあるが、遺

物の総量は少なかった。

1は須恵器不の底部であり住居l■北西コーナーより出土した。底部はヘラケズリである。 2は土

師器長胴甕で、住居llLの 北コーナーより出上 した。残存部は口縁部から胴部上半部がほぼ完形に

ちかい。胴部は胴部下半方向からの縦のヘラケズリが施され、内部と口縁部はナデが施されてい

る。 3は土師器胴張甕で、住居址南壁より中央部から出上 した。残存状況は胴部のみの出土で

あった。調整は、胴部下方向からの縦ヘラケズリと斜めのヘラケズリで、内部はヘラナデが施さ

れている。 2, 3の甕は何れも良好な焼成で大きさに比して器厚も薄いが、胎土に小石などの不

純物が多く観察できた。

1 黒褐色土 (10Y R3/2)自 色粒子を含み細かい砂層。しまり

粘性弱い。

第 9図 H2号 住居址実測図
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暗褐色土 (10Y R3/4)

焼土 。炭化物・小石を

少量含む。堅くしまり

粘性弱。

暗褐色土 (10Y R3/3)

焼土を多量、炭化物小

石を少量含む。粘性弱。

褐色土  (10Y R4/4)

焼土 。小石を少量含む

粘性なし。

l lan

9       (1 : 4)     109m

第10図  H2号 住居址カマ ド実浪1図

H2号 住居 llL出 土遺物実測図
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(3)H3号 住居址  (第 12013図サ写真図版三 )

本住居址は調査区北西コーナー隅のアー12 0 13Grに 位置する

が、北側が調査区外 となる為に住居址の大部分が検 出されな

かった。

検出された部分の規模は南壁1.2m。 西壁1.04mで、確認面

からの深 さは24cmを ,貝1る 。主軸方位は (西壁 をもとにすると)

N-28° ―Wを 示す。住居址の床面積 は0.61112を 浪1る 。覆土は 2

層に分れ、焼土 。炭化物が混入 していた。床はやや軟質であっ

たが、貼床が厚さ 4 cmほ ど施され焼土が混入 していた。壁溝・

柱穴は確認されなかった。

本址の出土遺物は、図示 した物の他土師器甕片があるが少量

であった。

1は土師器鉢か甑の一部 と考えられる。日縁部から胴部 までの

一部が復元できた。胴部は縦方向のヘラケズ リが施され、口縁

部はヨコナデ、胴部内面は粗いヘラミガキが施 され黒色処理さ

れている。胎土はやや粗 く、焼成は良好である。

調 査 区 域 外

9   (1:80)   2:m

l 褐灰色土 (10Y R5/1)水 田の耕作土
2 赤褐色土 (5YR4/8)水 国の床土

3 褐灰色土 (10Y R4/1)耕 作土
4 黒褐色土 (10Y R2/3)

小石・炭化物を少量含む。砂質。
5 黒褐色土 (10Y R2/3)

焼土、炭化物を多量含む。砂質
6 黒色土  (10Y R2/1)

焼土粒子を少量含む。

第 12図  H3号 住居址実測 図

0  (1:4) 10Cm

(4)H4号 住居址  (第 14図 ,写真図版三 )
第13図  H3号住居址出土遺物実測図

本住居址は調査区北西コーナー隅のアー10 0 1lGrに 位置する

が、H3号住居址 と同 じく北側が調査区外 となる為に住居址の大部分が検出されなかった。

検出された部分の規模は南壁5.3m。 西壁 4mで、確認面からの深 さは21cmを 波1る 。主軸方位

は (西壁 をもとにすると)N-27° 一Wを 示す。住居址の検出床面積は10.8m2を 濃1る 。壁はやや

緩やかに立ち上がる。覆土は 2層 に分れる。堆積土中にはシル ト化 した黄色上がレンズ状に混入

してお り、本址埋没時に流水の影響を受けていると考えられる。床は硬質であったが、貼床は施

されておらず地山Ⅵ層を踏み固めた状態であった。壁溝 。柱穴は確認されなかった。

｀
本址の出土遺物は、覆土中より土師器甕片 0不片など極少量出土 したが、図示可能なものはな

かった。

A             A′
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調 査 区 域 外

褐灰色土  (10Y R5/1)
水田の耕作上。

下に水田の床土 (赤褐色± 5YR4/8)あ り。

褐灰色土  (10Y R4/1)
耕作土

黒褐色土  (10Y R3/1)
黒色土と黄シルトの混合土。

にぶい黄橙色 (10Y R6/4)

シルト層

第14図  H4号住居址実測図

(5)H5号 住居llL (第 15016017図 ,写真図版四 0五
)

本住居址は、調査区西 よリカー1lGrに位置する。 Fl号掘立柱建物 ll「_及び F2号掘立柱建物址

と重複関係にあり、古い方よりF2号掘立柱建物址→H5号住居址→ Fl号掘立柱建物址 となる

ことが確認された。

本址は調査 された他の住居址に比べ非常に残存状態がよく、形態はややゆがんだ方形を呈する。

規模はlL壁2.54m。 東壁 3m・ 南壁2.84m。 西壁3.04mで 、壁高は22cmを 測 り、壁は緩やかに立

ち上がる。主軸方位 N-25° 一Wを 示す。住居址の床面積は6.9m2を ,貝1る 。覆土は 5層 に分れ焼

土 と炭化物が混入する。床は硬質で、特に住居址中央部からカマ ド前にかけてが顕著に硬質化 し

ていた。貼床は 6 cm程の厚さで施されてお り黒色土 と黄色上の混合上で構築されていた。壁溝 0

柱穴は確認されなかった。

住居址の北東 。北西コーナーそれぞれにピットが検出された。Plは 径60cm・ 床面からの深さ

17cmを測り、ピット内より多くの土師器 0須恵器片が出土した (写真図版五②参照)。 出土遺物

は流れ込みあるいは廃棄の様な状況で検出され、復元作業を経てもいずれも形になるものはな

かった。P2は径55cm e床 面からの深さ12.5cmを 浪1る 。P2か らは遺物は検出されず、微量の焼土

と灰が検出された。

掘 り方はほぼ平坦であり、地山Ⅵ層中で掘 り終わっていた。なお、本址掘 り方レベル下数cmで

湧水層 となった。

鰺
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カマ ドは北壁中央に検出された。規模は煙道

部か ら火床面 までの長 さ1.7m e幅 50cmで、右

袖が長さ67cln。 床からの高さ13cm、 左袖が長さ

60cm O床からの高さ14cmを それぞれ浪1る 。

形態は煙道部が住居址壁ラインよりも外に飛び

出す形で、煙道は緩やかに立ち上がる。袖は両

袖 ともに芯材 として河原石を使用 してお り右ネ由

の石が長軸27cm e左 袖の石が長軸29cmで あり、

両石の高さはほぼ水平であった。

これら芯材は袖の構築土をいったん盛 り上げた

後に掘 り込んで立てた事がセクションより観察

された。

669 14 nl

4   A′

1 褐灰色土 (10Y R4/1)

2 黒褐色土 (10Y R3/1)

3 黒褐色土 (10Y R2/2)

4 褐色土 (10Y R4/4)
5 黒褐色土 (10Y R2/3)

6 褐色土 (10Y R4/6)

また、カマ ド火床面と焚田部にはほぼ完形の土

白色の砂粒子を含む。粘性弱。   師器甕が 3個体検出された (写真図版四 。五)。

黒色土と黄色シルトの混合土。
焼土粒子を微量含む。粘性弱。    うち火床面上に検出された甕 2個体は国縁部を
黒色土 。黄色上のシル ト層。炭化

物を微量含む。粘性 3螢。      西 に 向 け 二 つ が 組 合 わ さ れ た 状 態 で 出 上 し た 。

黄色上のシル ト層。

黄色粒子 と黒色上の ブロックを含   中 に 差 し 込 ん だ 状 態 の 西 側 の 上 師 器 甕 (第 17図
む。粘性強。

茶色のシル ト・ 黒色上のシル トを   4)は 底 部 が 欠 損 し て お り 、 東 側 の 差 し 込 ま れ

プロツク状に含む。粘性強。

ている土師器甕 (第 17図 6)は底部が残存する
H5号住居址実測図     ことから、カマ ド構築材としての使用も否定で

第15図

きないが、組み合わせ転用によるカマ ド備え付けの甑の可能性がある。

カマ ド掘 り方は、煙道部に二段の段が検出され、火床面下から長軸42cm・ 短軸25cm、 深さ5 cm

の落ち込みであるP5が検出された。また、右袖には Pl・ 2が、左袖からはP304が それぞれ対応

する形で確認された。このうちP2の規模は径20cm・ 深さ 7 cm、 P4は径28cm e深 さ6 cmを 測る。

P103は 検出時に確認された袖構築材である石の掘 り込み跡である。

これらピットの配列より、当カマ ドには、袖構築材としての石が 2個づつ両袖にあったとも考え

られるが、煙道部の段や火床面の掘 り込みの位置 (P506)な どから、今回の事例はカマ ドの作

り替えの方が可能性が高いと考えられる。

本址の出土遺物は、図示したものの他に覆土中より土師器甕片・不片、須恵器甕片・不片など

が出土 した。また、先にも述べたが住居址平面図 Plか ら出土 した遺物は小片が多 く実測不能な

ものがほとんどであった。

1は須恵器高台不であり、カマ ド左袖脇より正位置で検出された。日縁部の一部を欠損する他は
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lo

黒褐色土  (10Y R3/2)

焼土 。炭化物 。ローム粒子

を少量含む。

黒褐色土  (10Y R2/3)

焼上粒子・炭化物を含む。

粒子細かい。粘性あり。

極暗褐色土 (7.5Y R2/3)

焼土粒子 。炭化物・焼上ブ

ロックを多尋含む。

黒褐色土  (10Y R2/3)

焼土粒子・炭化物を含む。

粒子細かい。

黒FiS色土  (10Y R3/2)

炭化物を少量含む。ローム、

粒子を含む。

暗黒色土  (10Y R3/4)
ロームを含む。粘性強。

黒褐色土  (10Y R3/2)

炭化物・焼土を少量含む。

暗褐色土  (10Y R3/3)
ロームブロックを多量含む。

lo

IQ

H5号 住 居 llLカ マ ド実測 図

-17-
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第17図  H5号住居址出土遺物実測図

完形である。調整はロクロヨコナデで、底部は回転ヘラケズ リの後高台貼付である。 2は須恵器

壺の口縁部であ り、平面図 Pl内 より出土 した。外面に自然釉の付着が見 られる。 3は土師器甕

の底部であり覆土中より出上 した。外面はナデであり、底部に本葉痕が観察できる。 4～ 6は土

師器甕であり、 4は底部を欠損 じ506は ほぼ完形である。 4・ 6は カマ ド内より出土 じ前述 じ

たように組み合わされて検出された。 3点 とも調整は外面やや斜め方向のヘラケズリで口縁部ヨ

コナデ、内面はヘラナデを施す。焼成は良好で、何れ も非常に器厚が薄 く成形されているのが特

徴である。
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(6)H6号住居址  (第 18019図 ,写真図版六)

本址は力 。キー12Grに位置する。H2号住居址と重複し、新旧関係は本址の方が古い。形態は

ほぼ方形を呈 し、規模は北壁5。 52m。 東壁4.88m。 南壁5.2m・ 西壁4.6mで、壁高は1lcmを 浪1る 。

壁は緩やかに立ち上がる。主軸方位はN-30° 一Wを 示す。住居址の床面積は25。 4m2を 濃1る 。床は

軟質であり、覆土は1層 で、住居址全体にわたって拳大の河原石が混入していた。

壁溝は確認されなかったが、ビットが 6カ 所検出された。規模は Plが径40cm e深 さ20cm、 P2が

径40cm O深 さ1lcm、 P3が長軸90cm。 匁辞由30cm。 深 さ26cm、 P4が f紳由64cm。 短軸45cm O深 さ28cm

を測る。Pl～ P4は住居址の柱穴と考えられるが、検出位置が住居址平面からすると西側によっ

ており他の機能も視野に入れる必要があろう。

9(1:10)17・ 5cm

9    (1:80)   alη

白色粒子を多く含む。粘性弱。

焼土・炭化物・¢5 mmの 小石を少量含む。

焼土・¢5 mmの小石を少量含む。

第 18図  H6号 住居址実測 図

~盪 ~

褐灰色土 (10YR4/1)

暗褐色土 (10YR3/4)

暗褐色土 (10YR3/2)
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第19図  H6号住居llL出 土遺物実測図

本址北壁中央寄りに炉が検出された。規模は長軸 lm。 短車由50cmで、床面からの深さは 3 cmで

あり、形態は楕円形を呈する。主軸方位はN… 85° ―Wを 示す。炉中央部西寄 りには焼土塊が検

出され、中央には枕石 と考えられる長軸35cmの 河原石が炉長軸に直行する形で検出された。

本住居址からの出土遺物は、図示 したものの他に土師器甕片等があり、出上位置としては南西

コーナーと北東コーナー付近で多く検出された。

1～ 6は須恵器不蓋模倣の上師器不である。 1～ 3は 口縁部のみの小片であり回転実測によるも

のである。 1は焼成はやや軟質であるが、胎土が非常に精錬されており、外面に不明瞭ではある

が赤彩 ?が残る。 2・ 3は焼成は良好であるが、胎上の不純物が多い。 405は 口縁部が大きく

外反するタイプで底部はヘラケズリ、体部から口縁部はヨコナデを施す。 6は 日縁部が小さく外

反するタイプの不で、他の不に比べやや器厚が厚い。 7は土師器碗でありほぼ1/4の残存である。

8は土師器小型甕であり底部は丸底状を呈する。口縁部外面に浅い沈線が巡 り、内面黒色処理さ

れている。 9010は 土師器甑であり、ともに焼成前の穿子Lと 考えられる。11は 高不の脚部から不

部の部分であり、内外面とも丁寧なヘラミガキが施されている。12013は 土師器甕の底部であり、

調整は底部から胴部外面はヘラケズリ、内面はヘラナデが施されている。

本址のほぼ中央から獣骨 (,焉 歯)が出土している。出土層位はほぼ床面上であり、それぞれ歯

を上に向けた状態で出土 した (写真図版六②、詳細については第V章第 3節参照)。
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(7)H7号住居址  (第20021図,写真図版七)

本址はクー11 0 12Grに位置する。残存状態が不良であった為壁

などは確認できなかったが、床面の残存と考えられる黄色土の広

がりより住居址の形態 。規模等を推定した。形態はややゆがんだ

方形 を呈する。規模 は北壁 2mO東壁2.5m・ 南壁2.2m。 西壁

2.52mを 測る。主軸方位N-23° 一Wを 示す。住居址の床面積は

6.Ol■2を 測る。床は軟質であり、住居址北よりの炉周辺部のみや

や硬質化が観察された。壁溝・柱穴は確認されなかった。

本址の炉は住居址北壁寄りに検出された。規模は長軸90cm e短

軸52cm・ 深さ6 cmを 測る。形態は中央部がやや くびれる楕円形を

呈し、小さなピットが底面に2カ 所確認された。覆土には全体に

焼土がひろがり、火床面のように顕著に焼けた部分は検出されな

かった。

本IILか らの出土遺物は、図示 した磨石の他土師器甕片が少量

あるが、土器で図示可能なものはなかった。

本址は規模・形態ともHl号住居址によく似ており、遺構の性

9
1ン

1        668 94 nl

t易熙
9   (1:80)   ain

l 暗赤褐色土 (5Y R3/4)
ローム粒子。焼土粒子を含む。

砂質。

第 20図 H7号 住居址実波1図

厄藝菫DD
9        (1 14)    10Fm

格も同じものを示すと考えられる。この両住居址は当遺跡の竪穴 第21図 H7号住居址出土遺物実測図

住居址の中では特に規模が小さく、また貧弱な炉址 しか持たないことなどから竪穴住居址 とは

違った機能 0用途を考察すべきと考える。

(8)H8号 住居llL (第 22023024図 ,写真図版八 )

本址はウ… 9010、 エー 9 0 10Grに 位置する。 3号井戸址、 4号井戸址、 Fl号掘立柱建物址、

F5号掘立柱建物址、H9号住居ll「_と 重複 し、新旧関係は古い方よりH9号住居址→本址→ Fl

号掘立柱建物址 OF5号 掘立柱建物址→ 3号井戸址 04号井戸址である。残存状態は南壁を 4号

井戸址に、西壁 を 3号井戸址に壊 されている他は良好である。

形態はほぼ方形 を呈 し、規模 は北壁 6m。 東壁 5。 16m。 南壁5.65m・ 西壁5.6mで、壁高は北

東コーナーで 5cm e東壁で1lcmを 濃1る 。壁は緩やかに立ち上が る。主軸方位 N… 32° ―Wを 示す。

住居址の床面積は29.61112を 浪1る 。床はやや軟質であり、覆土は 1層 で焼土 。炭化物が混入する。

ピットは 4カ 所で検出された。Pl～ P3は主柱穴と考えられ、規模は Plが長軸72cm・ 床からの

深 さ36cm、 P2が径48cm。 深 さ50cm、 P3が径48cm。 深 さ35cmを 測 る。ピッ ト中には、柱跡を示す

セクションも観察 された。壁溝は東壁のみに沿 うように検出され幅35cm O深 さ 7 cmを 波1る 。

-21-



カマ ドは住居址北壁中央に検出された。残存状況はカマ ド上部を削平されていた為、右袖の残

存が良好ではなかった。規模は煙道部から火床面までの長さlm・ 幅80cmで、右袖が長さ69cm、

左袖が長さ84cm。 床からの高さ 6 cmを それぞれ浪1る 。形態は煙道部が住居址壁ラインよりもわず

かに外に飛び出す形で、煙道は緩やかに立ち上がる。両袖ともに芯材として河原石などの使用は

不明であり、構築土として使用された暗赤褐色土には焼土 。炭化物 。灰が含まれていた。

カマ ド掘 り方は、東西長軸2.84cm。 南JL短車山lm・ 深さ5 cmを 測 り、焚田部付近には径30cm・

深さ14cmの ビットが検出されている。また、右 0左の袖ともに長軸20cm程 の地山を掘 り残 した部

分があり、ネ由の芯として利用 している。

本址よりの出土遺物は、図示 したものの他に土師器甕片 0須恵器甕片などがあり、出土量は多

3号井戸

4号井戸
量 管玉出土地点

66884:11

軋̈

=

暗褐色土 (10Y R3/3)焼 土粒子。炭化物を多量含む。

黒褐色土 (10Y R3/1)焼 土粒子・炭化物を少量含む。

黒褐色土 (10Y R2/3)小 石。ロームブロックを含む。

暗褐色土 (10Y R3/2)小 石。ローム粒子を多量含む。

第22図  H8号 住居jlL実 測図

Ｅ
一

1

2

3

4
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い 。

1～ 4は須恵器不であり、 1は東

壁北よりの壁溝の中より出土 した。

3/4程が残存 じ、底部回転ヘラ切

りで体部・口縁部ロクロヨコナデ

が施されている。 2は住居址の東

コーナーより出土 した。103に比

べやや焼成があまく、軟質で自色

にちかい色調である。2/3が残存

する。 3は住居址西コーナーより

出土 じ、口縁部から体部のみ残存

する。色調はやや赤褐色 ぎみで、

細かいロクロロが残 る。 4も 西

コーナー部分から出土 し、底部の

み残存する。底部は、回転ヘラケ

ズリで1～ 3の不 とは調整が異なる。

5～ 7は 土師器不で あ る。 7は 西

コーナー よ り、 607は 東 コー

ナーより出土 している。いずれも

調整は底部から体部ヘラケズ リ、

口縁部及び内部はナデが施されて

いる。月台土は精錬 されているが、

焼成はややあまく、持つ と土器粉

が手に付着する。 809は 須恵器

蓋で、 8は 2/3残存 し、 9は蓋か

えりのみの残存である。 8は背の

低い宝珠つまみが貝占付され、蓋の

1

2

灰褐色土  (5YR4/2)焼 上を微量、灰を多量に含む。

暗赤褐色上 (5YR3/3)炭化物 。灰を微量、焼上粒子を多

量含む

暗赤褐色土 (5YR3/2)炭化物 0灰 0焼土粒子を少量含む。

第23図  H8号 住居址カマ ド実波1図

天丼部には自然釉の付着が見られる。10は須恵器甕であり、カマ ド左袖脇より出土 した。底部か

ら胴部下半のみで、調整は外面が工具による平行タタキメが、内部はヘラナデが施されている。

14は須恵器壺の底部から胴部下半部で住居址中央部より出上した。内面見込み部には自然釉が付

着する。12・ 13は 土師器甕であり12は Pl脇 より出土した。胴部外面やや斜め方向のヘラケズリ

を施す。
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第24図  H8号 住居址出上遺物実測図
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(9)H9号 住居址  (第25026・ 27図,写真図版九 )

本址はエー 8 0 9Grに 位置する。 4号井戸址、 F5号掘立柱建物址・H8号住居l」「_と 重複 じ、

新旧関係は古い方より本址→H8号住居址→ F5号掘立柱建物址→ 4号井戸址である。残存状態

は南壁西薇1半分を 4号井戸址に壊されてお り、南壁の立ち上が りも確認面が浅 く削平されている。

また本址上面に重複するH8号住居址の壁溝が東側の床を掘 り込んでいる為全体に不良である。

形態はややいびつな方形を呈 し、規模は北壁 5m。 東壁4.40m・ 南壁2.42m(残存値 )。 西壁

3.8m(残存値)で、壁高は東壁中央で 7 cmを 1員1る 。壁は南壁が殆 ど削平されてお り不明である

が、他の二辺は緩やかに立ち上がる。主軸方位 N-48° 一Wを 示す。住居址の床面積 は21.6m2を

測る。床はやや軟質であり、貼床は深い部分で18cmを 浪1る 。覆土は 1層 で焼土・炭化物が混入す

る。 ピットは床面で 2ヶ 所、掘 り方検出時に 5ヶ 所が検出された。Plの 規模 は径50cm e深 さ17

cm、 P2が径44cm。 深 さ19cmを 測る。

1 黒褐色土 (10Y R2/3) 焼土粒子。炭化物。ローム粒子を少量含む。

2 黒色土  (10Y R2/1) 炭化物。ロームブロックを多量含む

3 黒褐色土 (10Y R3/2) ロームプロック。ローム粒子を少量・炭化物を。焼土粒子を微量含む。

4 暗褐色土 (10Y R3/4) ローム粒子を多量含む。

第25図 H9号 住居l■実測図

σ
一一釉
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1曖

第26図 H9号 住居址カマ

1 黒褐色土 (10Y R3/2)

焼土粒子・炭化を微量含む。

粘性弱。

ド実没1図

1曖

(1:30) lm

カマ ドは住居址北壁中央に検出された。残存状況はカマ ド上部を削平されていた為、左袖の残

存が良好ではなかった。規模は煙道部から火床面までの長さ47cm。 幅51cmで 、右袖が長さ41cm 0

床からの高さ 3 cm、 左袖の長さ46cmを 測る。カマ ド長軸方位はN-47° ―Wを 示す。形態は煙道

部が住居址壁ラインよりもわずかに外に飛び出す形で、煙道は緩やかに立ち上がる。両袖ともに

芯材として河原石などの使用は不明であり、構築土として使用された暗褐色上には焼土・炭化物

が含まれていた。

カマ ド掘 り方は、南北の長軸77cm e東西の短車由63cm。 深さ 7 cmを 淑1り 、左袖下からは南北47cm

。深さ 7 cmの ピットが検出された。また、人床面下には南北の長軸38cm。 高さ2 cmの テーブル状

の地山掘 り残 しがある。

本址の出土遺物は図示 した他に土師器甕・不片など少量ある。 1～ 3は土師器不である。 1は

住居址東コーナーよりの床面上から2は掘 り方検出時のP3内 より、 3は南壁ぎわよりそれぞれ

出土した。いずれも調整は、体部外面はヘラナデ、口縁部内外面ヨコナデ、内面見込み部と体部

が丁寧なヘラナデが施されている。 3点 とも器形は同じであるが、日縁部の作 りが異なる。 1は

そのまま立ち上が り、 2は 口縁端部のみ面取 りが施される。 3は緩やかに外反する。

9        (1 : 4)      lqcm

第27図 H9号 住居最出土遺物実測図
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(10)H ll号住居址  (第 28～32図ヮ写真図版+0十一)

本址はイー11012、 ウー11 0 12Grに 位置する。Dl号土坑と重複関係にあり、新旧関係は本址

の方が古い。残存状況は西壁一部をDl号土坑によつて壊されている他は良好である。

形態はほぼ方形を呈する。規模は北壁6.42m O東壁6.3m。 南壁 6m・ 西壁 5。 92mで、壁高は

西壁中央で18cmを測る。主軸方位はN-29° 一Wを 示す。住居址の床面積は36.61112を 浪1る 。床は

全体的によく踏み締まっており、特にカマ ド周辺が硬質化 していた。貼床は平均10cm内外で施さ

れている。覆土は1層 で炭化物を含む。壁溝は北壁西半分 。西壁・南壁西半分 。東壁一部に巡 り、

西壁中央で幅28cm・ 深さ10cmを 測る。ピットは床面上でPl～ P9の 9ヶ 所、掘 り方検出時に P10

～P27ま での17ヶ 所が検出された。Pl～ P4は 主柱穴で、形態は何れもす り鉢状を呈する。規模

は Plが径98cm・ 深さ59cm、  P2が径84cm・ 深さ69cm、  P3が径93cm O深さ56cm、 P4が径86cm・ 深さ

49cmを 測る。またP708は 入 り口施設の柱跡 と考えられ、規模は P7が径30cm e深 さ24cm、 P8が

19cm・ 深さ18cmを 測る。

カマ ドは北壁中央に検出された。残存状況はほぼ良好であり、規模は煙道部から焚田部までの

長さ1.65m。 幅84cmで 、右袖長さ67cm e床 面よりの高さ 9 cm、 左袖長さ60cm。 床面よりの高さ11

cmを 測る。カマ ドの長軸方位はN-21° ―Wを 示 し、住居址主軸より7° ほど北に傾いている。形

態は煙道部がほぼ住居址壁ラインに収まるタイプで、壁は緩やかに立ち上る。袖の芯材は確認さ

れなかったが、両袖とも住居址壁の接する部分に長さ17cmほ どの扁平な石が袖に立てかけた状態

で検出されている。袖の構築土は 4層で何れもローム粒子を多量に含んでいる。カマ ド掘 り方は、

南北の長軸1.73m。 東西の短軸 1。 09m。 深さ2 cmを 測る。また両袖の焚口付近からはピットが

2ヶ 所検出され、右薇Jが径42cm。 深さ 9 cm、 左側が径43cm。 深さ 6 cmを 浪1る 。形態は楕円形の掘

り込みで、袖部分は長さ20cmほ ど地山を掘 り残 している。

本址は、掘 り方検出時に床面下より新たな小型の住居址と考えられる掘 り込みが確認された。

形態は隅丸方形を呈する。規模は北壁3.3m e東壁3.82m e南壁3.38m。 西壁3.8mで、壁高は東

壁中央で 4 cmを 浪1る 。主軸方位はほぼ上面の住居址と同じで、住居址の床面積は17.71n2を 測る。

床は全体的によく踏み締まっている。貼床は確認されず地山Ⅵ層が露出していた。ピットは P10

～P27ま での17ヶ 所が検出された。P14～ P18は 主柱穴で、規模は P14が径28cm・ 深さ35cm、 P15

が径29cm・ 深 さ23cnl、  P16が径32cm O深 さ25cm、  P17が径25cm。 深 さ30cm、  P18が径30cm・ 深 さ

16cmを 浪1る 。

カマ ドは検出されなかったが、P13の 覆土には焼± 0炭化物が含まれており、またP13脇 の小

ピット群周辺からは焼上が検出されたことから、北壁の中央部分に存在 したものと考えられる。

掘 り方は上面住居址の主柱穴 Pl～ P4を めぐるように壁周辺のみ幅73cm・ 深さ6 cmほ どの掘 り込

みを持つ。
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9   (1:80)  ηm

黒褐色土 (10Y R2/3)
ローム粒子を少量。ロームブロック・炭化物を含む。粒子細かい。

黒褐色土 (10Y R2/3)

炭化物 。焼土を微量。ローム粒子を少量。ロームプロックを含む。粒子細かい。

暗褐色土 (10Y R3/3)

焼土プロツク・炭化物を多量含む。焼土粒子を含む。

第28図 H ll号 住居ll「_実波1図
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黒褐色土  (10Y R2/3)
炭化物・焼上 。ロームプロックを含む。

暗褐色土  (10Y R3/3)

粒子細かい。

暗赤褐色土 (5Y R3/6)

焼±。

一

黒褐色土 (10Y R2/3)

焼土ブロツク・炭化物を少量含む。

黒褐色土 (10Y R3/2)

焼土。炭化物を含む。粒子粗い。

黒褐色土 (10Y R2/2)

焼土。炭化物を少量含む。粒子細かく粘性強。

σ
一

Ｃ
一

第29図  Hll号住居址掘 り方実測図
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10

黒褐色土  (10Y R1/3)

炭化物・焼土粒子を少量含

む。ローム粒子を含む。

暗褐色土  (7.5Y R3/3)

焼土プロックを多量、炭化

物を少量含む 。粘性強。

黒色土   (10Y Rl.7/1)
炭化物 。炭化粒子を多量。

灰を少量含む。

黒褐色土  (7.5Y R3/2)

焼土プロックを多量含む。

暗褐色土  (10Y R3/4)
ローム粒子を多量含む。

黒褐色土  (10Y R3/2)
ローム粒子を多量含む。

暗褐色土  (10Y R3/3)

きめ細かい。粘性あり。

IQ

10

IQ

H ll号 住居址 カマ ド実測図

-30-
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第31図  H ll号住居址遺物実測図(1)

小型住居lll_か らの出土遺物は土師器甕片 0不片があるが図示可能なものはなかった。

この小型住居址 と上面の大型住居址は、大型住居址 と主軸方位を同じくし、対角線上にそれぞ

れの柱穴が配置されていることから、小型の住居址を拡張 したものが大型の住居址 と考えられる。

本址か らの出土遺物は図示 したものの他に土師器甕片・不片などがある。 1は須恵器蓋で西壁

中央部よりから出土 した。残存は天丼部のみで、調整はロクロヨコナデである。 2～ 6は土師器

不である。 2は P3わ きより正位置で出上 し、口縁部の一部を欠損する他はほぼ完形である。調

整は底部から体部にかけてヘラケズ リで、日縁部 ヨコナデ、内面はやや粗いミガキを施す。 3は

P5内 より出土 した。底部から体部にかけて指頭圧痕が残 り、口縁部はヨコナデを施す。また底

部には本葉痕がある。 2と 3の土師器不は器厚が厚 く、胎土にも不純物が多 く混ざってお り、他

の不 とは成形が異なる。 4は P6内 より出土 し、口縁部から体部のみ残存する。 5は カマ ド内火
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第32図  H ll号住居址出土遺物実測図υ)

床面上か ら出土 した。3/4ほ ど残存 してお り、二次焼成のため器面は荒れている。 6は P6内 よ

り出土 した。日縁部端部に面を持つ。器面が荒れているため調整は不明。 7は小形丸底壺の胴部

と考えられる。P5内 より出上 し底部から胴部はほぼ完形である。外面はヘラミガキ、内面 もへ

ラミガキが施 されている。 8は 高不の脚部で P5よ り出土 した。色調は赤褐色で、外面は間隔の

広い丁寧なヘラミガキが施 されている。 9～ 14は 土師器甕及び小型甕である。 9は P4わ きより

出土 し、胴部外面は強いヘラケズ リが、内面はヘラミガキが施されている。この調整方法から 9

は甑の可能性 もある。10は 小形甕で、1/3が残存する。北東コーナー寄 りから出土 した。11は 口

縁部 と胴部上半のみで、カマ ド右袖脇の破片と西壁中央寄 りの小片が接合関係にある。胴部外面

はハケメの粗い工具によるナデで、内面はやや細かいハケメの工具によるナデが施されている。

12は カマ ド前面 より出土 した。13は 北壁の北東コーナー寄 りから出土 した。底部は丸底状を呈 し、

胴部外面はヘラケズ リ、内面はハケメによるナデが施 されている。14は P2東脇 より出上 した。

底部はやや丸底状を呈する。

石器類は第32図 に示 した 6点 と玉類21点 がある。 1は叩き石、 2は石皿、 3～ 6は磨石である。

玉類は19点の自玉 と滑石製紡錘車片 1点、管玉 1点が出土 している。
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(11)H12号住居llL(第33～35図,写真図版十二)

本址はイー 5 Grに 位置する。H13号住居址 0

Ml号 溝 と重複関係にあり、新旧関係は本址が

一番新 しい。残存状況はほぼ良好である。

形態はほぼ方形 を呈 し、規模は北壁3.04m。 東

壁2.92m。 南壁3.lm。 西壁2.54mで、壁高 は

北西コーナーで10cmを 測る。主車由方位はN-22°

一Wを示す。住居址の床面積 は7.9m27を 1員1る 。

床はやや軟質である。貼床は確認されなかった。

覆土は 4層 で炭化物を含む。

壁溝は確認されなかった。ピットは 2ヶ 所検

出 され、規模 は、Plが径43cm。 深 さ52cm、 P2

が径32cm・ 深 さ18cnlを 測る。

カマ ドは北壁中央に検出された。調査時に袖

等の確認に困難 し平面図は作成できなかった。

掘 り方の規模は煙道部から焚口部まで長さ1.45

m。 幅1.lmで、深 さ12cmを 測

る。カマ ドの長軸方位はN-23°

―Wを 示す。両袖 とも土による

構築 と考えられるが、詳細は不

明である。

本址からの出土遺物は少な く

図示 したものの他に上師器甕片

があるだけである。

1は土師器甕で東壁南寄 りから

出上 した。外面に火熱による煤

が付着 している。内 0外面ヘラ

ナデを施す。 2は土師器甑で中

央東寄 りから出土 している。外

面ヘラケズリ、内面 ミガキを施 (

じ、胎土はよく精錬されている。

1

2

3

4

9    (1:80)  am
晴褐色土 (10Y R3/3)

ローム粒子少量、炭化物・焼土粒子を微量含む。

黒褐色土 (10Y R3/2)
ローム粒子・炭化物・焼土粒子を微量含む。

黒褐色土 (10Y R2/3)ロ ーム粒子、5mm大の小石を少量含む。

褐色土  (10Y R4/6)ロ ームブロックを多く含む。

黒褐色土 (10Y R2/3)ロ ーム粒子微量含む。粘性弱。

暗褐色土 (10Y R3/4)ロ ーム粒子多量、炭化物少量含む。

黒褐色土 (10Y R2/3)ロ ーム粒子・炭化物少量含む。粘性弱。

第 33図  I112号住居 IIL実 測 図
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暗褐色土 (7.5YR3/4)

焼土 。炭化物を多量含む。粘性弱。

暗褐色土 (10YR3/3)

焼土 。炭化物 。ローム粒子・砂を少量含む。粘弱性。

黒褐色土 (10YR2/3)

焼土・炭化物 。ローム粒子を少量含む。粘性弱。

暗褐色上 (10YR3/4)
ローム粒子多量 。炭化物微量含む。粘性弱。

第34図 H12号住居址カマ ド実測図
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0   (1:4)   locm

第35図  H12号住居llL出土遺物実測図

(12)H13号住居llL(第36037図ヮ写真図版十二)

本址はイー4 0 5Grに 位置する。H12号住居llLO M l号溝と重複関係にあり、新旧関係は古い

方よりMl号溝状遺構→本址→H12号住居址である。残存状況は北側が調査範囲外で、本址の床

面が水田耕作土直下に検出された為に壁等は検出されず、床の硬質範囲によって住居址範囲を推

定 した。その範囲によると、形態はほぼ方形を呈 し、規模は南壁 5m(推定)。 西壁2.55mを 浪1

る。主車由方位はN-26° 一Wを示す。住居址の床面積は検出部で16.ln12を 測る。

本址の出土遺物は図示 した土師器不 1点のみであった。

0   (114)   10Cm

第37図  H13号住居址出土遺物実測図

66884111

A'

0   (1:80)   2■ 1

第36図  H13号住居址実測図



(13)H14号住居址  (第38039040図 ,写真図版十三)

本lllは イー 8 Grに位置する。D2号土坑 O H17号住居址 と重複関係にあり、新旧関係は古い方

よりH17号住居址→本址→D2号土坑である。残存状況は住居址南側が試掘 トレンチによって、

また北西コーナーがD2号土坑によって壊されている他は比較的良好である。

形態はほぼ方形 を呈する。規模は北壁3.84m(推 定)0東壁4.04m。 南壁 3。 95m e西壁3.82m

(推定)で、壁高は南西コーナーで 6 cmを 測る。主軸方位はN… 22° ―Wを 示す。住居址の床面積

は13.61112を 浪1る 。床は全体的によく踏み締まってお り、特にカマ ド周辺が硬質化 していた。貼床

は平均15cm内外で施されている。覆土は 2層 で下層に炭化物を含む。壁溝は東壁に巡ってお り、

幅19cm・ 深 さ 4 cmを 測 る。 ピットは床面上で Pl～ P6の計 6ヶ 所、掘 り方を検出時に P70P8の

1 暗褐色土 (10Y R3/3)

2 黒780色 土 (10Y R3/2)

3 黒褐色土 (10Y R3/1)

4 黒褐色土 (10Y R3/1)

5 黒褐色土 (10Y R3/1)

6 褐色土 (10Y R4/6)

砂・黄色シルトを含む。

炭化物 。焼土粒子を含む。

砂層を含む

ローム粒子 。ロームブロックを含む 。炭化物を微量含む。粘性強 (貼床)

炭化物を少量含む。粘性弱。

黄色のパミス主体。粘性強。

第38図  H14号住居址実測図
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l 暗褐色土   (7.5Y R3/3) 焼土・炭化物を少量含む。きめ細く、粘性弱。
2 極暗赤褐色土 (5YR2/3) 焼土ブロック・焼土を多量、炭化物を少量含む。粘性弱。
3 暗赤褐色土  (5YR3/3) 焼土ブロック。焼上を多量、炭化物を少量含む。粘性弱。
4 黒褐色土  (7.5Y R3/2) 焼± 0炭化物を少量含む。きめ細く、粘性弱。
5 極暗赤褐色土 (5YR2/3) 焼± 0焼土ブロックを多量含む。粘性弱。
6 極暗褐色土  (7.5Y R2/3)焼 ± 0炭化物を少量含む。粘性弱。

7 暗褐色土   (7.5Y R3/3) 砂質ロームを多量、焼土を少量含む。

第39図  H14号住居l■Lカ マド実測図

2ヶ 所が検出された。Pl～ P4は主柱穴で、規模は Plが径58cm e深 さ41cm、 P2が径22cm・ 深さ48

cm、 P3が径40cm・ 深 さ36cm、 P4が29cm e深 さ27cmを 測る。またP506は柱穴の補助穴 と考え

られる。本址掘 り方は住居址の南側半分が一段低 く掘 り込まれており、段の高低差は 5 cmを 測る。

カマ ドは北壁中央に検出された。残存状況はほぼ良好である。規模は煙道部から焚口部まで長さ

1.3m。 幅40cmで 、右袖長さ80cm・ 床面よりの高さ 7 cm、 左袖長さ80cm。 床面よりの高さ6 cmを

測る。カマ ドの長軸方位はN-23° ―Wを 示 し、住居址主車由とほぼ等 しい。形態は煙道部がほぼ

住居址壁ライン内側で緩やかに立ち上るタイプで、火床面は床面よりも2 cm高い位置にある。袖

の芯材は柔 らかい砂岩を用い、焚日付近に崩れた形で多く検出された。カマ ド掘 り方は、住居llL

北壁を袖部分のみわずかに掘 り残す形態で、火床面下からはピットが 2ヶ 所確認された。
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H14第40図 H16号住居址出土遺物実波1図 (1～ 3は H1404は H16)

本址の出土遺物は少量で、図示 したものの他に土師器甕片・不片等がある。 1は須恵器不蓋で

P4付近の貼床内より出土 した。天丼部と受け田部のみの破片で、調整は天丼部がヘラケズリを

施 し、受け口端部には明瞭な面取 りが施されている。また、天丼部には自然釉が付着 している。

2は土師器不であり、覆土中より出土している。内外面に丁寧なヘラミガキが施されており、内

面は黒色処理されている。 3は土師器碗であり、カマ ド焚口部より伏せた様な状態で出土した。

調整は器面が荒れているため不鮮明であるが、外面に指頭圧痕が残 り、口縁部ヨコナデを施す。

また口縁端部内面に面取 りを施 してる。

(15)H16号住居址  (第40041図 ,写真図版十四)

本址はアー 7 Gl・ に位置する。残存状況は住居lr_北側が調査区外 となるため、住居址の南コー

ナーのみの検出にとどまった。形態はほぼ方形を呈すると考えられ、規模は検出部分で南壁1.45

m。 西壁1.53mで、壁の高さは南西コーナーで20cmを 淑1る 。主軸方位はN-35° ―Wを 示す。住

居址の床面積は0.81n2(検出部分)を 測る。床は全体的によく踏み締まっていた。

本址の出土遺物は図示 した 1点のみで、 4は土師器甑 と考えられ、南コーナー部で床から12cm

程浮いた状態で出土 した。

調 査 区 城 外 だ鋏

0    (1:80)  2 nl

第41図 H16号住居 l」L実測図

1褐灰色土 (10Y R5/1)水世l耕作±。下に水田の床土(赤褐色土)あ り。

2褐灰色土 (10YR4/1)対 卜作11。

3灰亡1色二li(10Y R7/1)/1く Hll・ ll作 二L。

4褐灰色土 (10YR4/1)水 日の床Ji。

5暗褐色土 (10Y R3/4)自 色粒子を含む。粘性弱。

6H音褐色土 (10Y R3/2)赤色粒子。黄色シルトを少量含む。砂質。

7暗褐色土 (10YR3/2)黄 色シルトを微量含む。粘性弱。

8褐 色 Jl(10Y R4/6)黄 色シルトを含む。粘性あり。
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第42図  H17号住居址実測図

第43図  H17号住居址出土遺物実没1図

褐灰色土 (loYR5/1)
日の対F作土。下に田の床土 (赤褐色土)

あり。

褐灰色土 (loYR4/1)
1井作±。

褐灰色土 (loYR4/1)
自色の粒子を含む。炭化物を微量含む。

黒褐色土 (loYR2/2)
3層 をプロック状に含む。炭化物を微量
含む。

黒褐色土 (loY R3/1)

黄色シル ト、プロック状に入る。粘性強。

黒褐色土 (loYR2/2)
4層 をプロック状に合む。4層 に似てい
て非常にしまりあり。

黒褐色土 (loYR2/3)
砂質ロームに黒色土 (loYR2/1)ロ ーム
プロックを多量含む。

黒褐色」i(7.5YR3/2)
焼土を多量含む。
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(16)H17号住居llL (第42043図,写真図版十四 0十五)

本址はア・イー8Grに位置する。D2号土坑 。H14号住居址と重複関係にあり、新旧関係は

本址が一番古い。残存状況は住居址北側が調査区外、南側がH14号住居址 OD2号土坑により削

平されている為やや不良である。

検出部分より推定した形態はほぼ方形を呈すると考えられ、規模は検出部分で東壁2.25m e西

壁3.9mで、壁の高さは東壁中央で 3 cmを ,員1る 。主軸方位はN-20° 一Wを 示す。住居の床面積は

11.5m2(検出部分)・ 推定床面積18.lln2を 浪1る 。床は全体的によく踏み締まっており、北壁セク

ションより、貼床が13cmほ ど施されているのが確認された。ピットは床面で3ヶ 所、掘 り方検出

時に4ヶ 所が確認された。規模は Plが径45cm O深 さ25cm、 P2が径40cm O深 さ38cm(推定)、 P3

が径48cm e深さ21cmを 測る。掘 り方検出時のピットは住居址の北西コーナーに密集した状態で確

認され、規模は何れも径25～ 30cm・ 深さ8～ 1lcmを 浪1る 。壁溝は西壁部分で一部確認された。幅

23cm e床 面よりの深さ4 cmを i員1る 。

北壁中央寄 りに焼土と袖構築上のようなしまりの非常にある黒褐色上が検出された。しかし、

大部分が調査区外となり全容の把握は難 しくカマ ドと認定するにはいたらなかった。もし、カマ

ドとすると北壁には接 しず住居内に置かれた形態を示し、今回の調査された竪穴住居址の中では

特異な事fallと なる。また、住居址中央には炉址と考えられる焼土が検出された。規模は径30cm 0

深さ2 cm内 外を浪1り 、非常に薄い焼土堆積であったが、よく焼けており硬質化していた。

本址の出土遺物は図示 したものの他に上師器甕片・不片などがあるが少量である。 1は土師器

不で覆土中より出土 した。口縁部から体部のみの破片で、調整は底部ヘラケズリ。内面ナデを施

す。 2は土師器鉢で住居址中央のやや東寄りの床面上から出上した。日縁部の一部を欠損する。

3は土師器高不の脚部で、住居址北西コーナー寄り4の小形甕と並ぶ様に出上した。調整は外面

にやや粗ヘラミガキを施 し、土器表面は赤褐色となっている。 4は土師器小形甕で前述した3と

共に出土した。残存状況は胴部下半を1/2程欠損する。調整は外面が胴部ヘラケズリ、口縁部ヨ

コナデ、内面ヘラナデを施す。また胴部外面には煤やタール状の炭化物が付着していた。4は土

師器壺で、住居址北壁寄りの覆土上層より出上した。口縁部と胴部の1/2を欠損する。調整は外

面にはハケメの後ナデ、胴部下半ヘラケズリを、内面には胴部下半にハケメによるナデを施す。

胴部上半には輪積み痕 と指頭圧痕が明瞭に残る。

(17)H18号住居址  (第44045046図 ,写真図版十六 )

本址はキ 0ク ー 7 Grに 位置する。H29号住居址 O H31号住居址 と重複関係にあり、新旧関係は

本址が一番新 しい。残存状況は住居址南側が試掘 トレンチによって削平されている他は良好であ

る。
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1黒 褐色土 (loY R2/3)ロ ーム粒子 を含む。砂質。

2黒 褐色土 (10Y R2/2)焼土粒 子・炭化物 を少量含む。
粒子細かい。

第44図

形態はほぼ方形を呈すると考えられ、規模は北壁4.3m。 東壁3.lm。 南壁4.3m e西壁3.9mで、

壁の高さは南西コーナーで23cmを 測る。主軸方位はN-24° 一Wを 示す。住居の床面積は12.lm2

を測る。床は全体的によく踏み締まっており、貼床が 3 cmほ ど施されているのが確認された。

ピットは床面で6ヶ 所確認された。規模は Plが径35cm。 深さ24cm、 P2が径68cm。 深さ12cm、 P3

～P6が径20～ 25cm e深 さ19cm内 外 を測 る。壁溝

は西壁 。北壁西寄 りの一部と東壁南寄 りの一部で

確認された。規模は幅55cm e床面寄 りの深さ4 cm

を測る。住居址の掘 り方はほぼ平坦であった。

カマ ドは北壁東寄 りに検出された。主軸方位は

N-21° 一Wを 示す。残存状況は良好で、形態は

煙道部が住居址壁ラインより外に飛び出すタイプ

でり、煙道部壁は急激に立ち上がる。火床面は貼

床とほぼ同レベルである。規模は煙道部から焚口

音卜の長さが75cm。 幅48cmで 、 ネ由は右ネ由が長さ15cm、

左袖が長さ45cm。 床面よりの高さ12cmを 測る。

カマ ド掘 り方の形態は両袖を掘 り残すタイプで、

3黒褐色土 (10Y R2/2)

4黒褐色上 (loY R2/3)

H18号住居址実測図

ロームプ ロックを含む。堅 くしまっ
ている。

ローム粒子・炭化 1勿・ll占 上を含む。

0  (l:1) 10cnl

第45図 H18号住居址出土遺物実測図

0 tr:sol Zrrt
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第46図  H18号住居址カマ

1極暗褐色土 (7.5YR2/3)
焼土粒子・炭化物・焼土プロックを含む。

粒子細かく粘性強。

2黒褐色土 (5Y R2/2)
焼土粒子を多量含む。焼土プロックを含む。

3黒褐色土 (7.5YR2/2)
・lt土粒子を含む。

4黒褐色土 (10YR2/2)
焼土 。炭化1勿 を少量含む。

ド実測図

規模は煙道部から火床面掘 り込みの長さ76cm・ 床面からの深さが 4 cmで壁側が25cmを浪1る 。袖は

地山が高さ7～ 10cm程掘 り残されている。また袖と火床面の間に4ヶ 所のビットが検出された。

規模は径14～ 26cm・ 深さ7～ 9 cmを 測る。何れも袖構築材として使用された石等の掘 り込み穴と

考えられる。

本址の出土遺物は図示 したものの他には、土師器甕片 e須恵器甕片などがあるが少量である。

1は須恵器高台不で、覆土中より出土した。高台及び体部のみで、口縁部は欠損する。調整は底

部が回転ヘラケズリでその後高台貼付 している。体部内外面にはロクロヨコナデを施す。 2は土

師器甕でカマ ド内とP2内 より出土した破片が接合関係にある。底部を欠損し口縁部と胴部は2/

3が残存する。調整は胴部中位外面に縦方向の大きな単位のヘラケズリ、胴部上半と下半に横方

向の細かい単位のヘラケズリを、内面にはナデを施す。
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(17)H19号住居址  (第 47・ 48049図 ,写真図版十七)

本址はエー6 0 7Grに 位置する。残存状況は住居址南西側が攪舌Lに よって削平されている。

形態はややゆがんだ方形を呈すると考えられ、規模は北壁4.79m。 東壁4。 lm。 南壁2.9m(検

出部分)。 西壁1.94m(検出部分)で、壁の高さは南西コーナーで 7 cmを 測る。主軸方位はN一

30° ―Wを 示す。住居址の床面積は16.81■ 2、 推定で21.4cmを 測る。床は全体的によく踏み締 まっ

ており、貼床が14cmほ ど施されているのが確認された。ビットは床面で5ヶ 所確認された。Pl

～P4は主柱穴で、規模は Plが径55cm・ 深さ28cm、 P2が径45cm。 深さ27cm、 P3が径45cm O深 さ41

cm、 P4が径59cm。 深さ28cmを 浪1る 。P5は入 り口施設の機能を持つと考えられ、径35cm e深 さ22

cmを ,貝1る 。壁溝は北壁の一部 。東壁と南壁の東寄りの一部で確認された。規模は東壁中央で幅28

cm e床面よりの深さ13cmを 測る。また、壁溝内より壁柱穴と考えられるピットが5ヶ 所確認され

た。規模は径18cm・ 深さ10cmを 測る。住居址の掘 り方はほぼ平坦であったが、カマ ド前面のみ長

軸2.5m e短車由lm。 高さ4 cm程の掘 り残された地山のテラスが検出された。

⑭
司

1

2

3

4

5

黒褐色土 (10YR2/3)炭 化 1勿 を微量含む。

黒褐色土 (10Y R3/2)ロ ーム粒子・ロームプ ロックを少量含む。

黒褐色土 (10Y R2/3)焼土粒子・炭化物 を少量含む。

黒褐色土 (10YR3/2)炭化物 を少量、 ローム粒子を多量含む。

黒褐色土 (10YR2/2)炭化物 を少量、 ローム粒子・ ロームプロックを含む。

第47図 H19号住居址実測図

廊
蜃

巫

療

判

巫

濾

療

Ａ
一

0 tr: so) 2nt
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黒 色 土 (10Y R2/1)

焼土粒子・炭化物を多量含む。

黒褐色土 (10Y R3/1)
焼土粒子・炭化物・灰を少量含む。

暗褐色土 (5YR3/3)
焼土粒子・焼土プロックを多量、
炭を少量含む。

黒褐色土 (5Y R3/1)
焼土粒子・焼土プロックを少量、
炭を微量含む。

黒褐色土 (5YR2/2)
ローム粒子・炭化物を微量含む。

黒褐色土 (5YR3/1)
焼土粒子・炭化物を多量含む。

灰褐色土 (5YR4/2)
ローム粒子・炭化物を少量含む。

黒褐色土 (5YR2/1)
黒色土 。ローム上を多量に含む。

第48図

1曖

|"

H19住居址 カマ ド実波1図

□

一
　

一

―∫i:::::]一

Ｄ

］

Jな■ 5

19号住居址遺物実測図
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カマ ドは北壁中央に検出された。主軸方位はN-30° 一Wを 示す。残存状況は良好で、形態は

煙道部が住居tlL壁 ラインより内側に入るタイプで、煙道部壁は緩やかに立ち上がる。火床面は貼

床 より低 くなっている。規模は煙道部から焚 田部の長さが2.lm。 幅1.57mで、袖は右袖が長さ

58cm、 左袖が長さ53cm。 床面よりの高さ 2 cmを 波1る 。掘 り方は両袖を掘 り残すタイプで、規模は

東西の長軸が2.3m e深 さが 8 cm、 袖の掘 り残 し部分は右袖が長さ35cm。 深 さ 3 cm、 左袖が長 さ

32cm e深 さ 6 cmを 測る。

本址よりの出土遺物は図示 したものの他に土師器甕片 0須恵器甕片などがある。 102は 須恵

器不であり、 どちらも覆土中より出土 した。 3は土師器不であり北東コーナー付近の貼床内より

出上 した。 4は土師器小型甕で覆土中より、 5は土製品と考えられるが用途は不明である。

⑮  可  Ч

饉庄1三二[11 lL地点

A A′

%
1

B'

2

3

暗褐色土 (10Y R3/3)

焼土粒子 。ローム粒子を微量含む。

黒褐色土 (10Y R2/3)

焼土・炭化物を少量含む。

黒褐色土 (10Y R3/2)
ローム粒子少量、焼土・炭化物を

微量含む。

Ｆ

一

Ｅ

一

Q    (1:80)   21m

第50図  H20号 住居llL実波1図
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(18)H20号住所址  (第 50051・ 52図,写真図版十八 )

本址はエー 4 0 5Grに 位置する。H26号住居址 と重複関係にあるが本址の方が新 しい。残存状

況は南東側が攪乱によって削平され北壁 と西壁は床面の広が りによって住居址範囲を確定 した。

形態はほぼ方形 を呈する。規模は北壁 5。 32m。 東壁4.52m(残存部)。 南壁3.08m(残存部)。

西壁 5。 23mで、壁の高さは南壁中央西 よりで 5 cmを 測 る。主軸方位はN-52° ―Eを 示す。住居

の床面積は27.lm2を 測る。床は全体的に硬質であった。貼床は14cmほ ど施 されているのが確認さ

れた。 ピットは 6ヶ 所確認された。P2・ 3・ 506が主柱穴 と考えられるが、P5・ 6は規模がやや貧弱

である。規模は P2が径74cm。 深 さ45cm、 P3が径 77cln O深さ39cm、 P5が径43cm・ 深 さ10cm、 P6が

径37cm e深 さ14cmを浪1る 。壁溝は南壁コーナーの一部で確認された。規模は幅17cm・ 床面 よりの

i果 さ 8 cmを 波1る 。

カマ ドは東壁中央に検出された。主軸方位はN-53° 一Eを示す。残存状況は不良で、形態は

煙道部が住居址壁 ラインより内側に入るタイプで、煙道部壁は緩やかに立ち上がる。火床面は貼

床 より高 くなっている。規模は煙道部から焚 口部の長さが1.43m。 幅38cmで 、袖は両袖 とも掘 り

方底面 より暗褐色土によって積み上げ構築 したことが観察された。カマ ド掘 り方は深 さ 6 cmで、

左ネ由下にピットが 3ヶ 所確認された。規模は径50～ 77cm e深さ 9～ 10cmを 測る。また、両袖 と住

居址壁の接点には高さ 3～ 4 cmの 地山テラスが掘 り残 してあった。

Ｂ
一

３
一

炭化物・焼土ブロックを少量含む。

炭化物微量混入。

ロームブロック・焼土粒子 。炭化

物が少量混入。
ロ ー ム 土 。

黒褐色土  (5Y R2/1)
にぶい赤褐色土 (5Y R4/3)

暗褐色土  (10Y R3/3)

暗褐色土  (10Y R3/4)

にぶtヽ赤褐色土 (10Y R5/4)

黒褐色土  (10Y R2/3)

黒褐色上  (10Y R2/2)

黒褐色土  (10Y R3/2)

ローム粒子多量に混入。

焼土粒子 。ローム粒子が少量混入。

ローム粒子少量混。

炭化物微量含み、ローム粒子微量

混入。

第51図  H20号住居址 カマ ド実測図
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旺□  P3脇の床面上か ら出土 した。1/4ほ ど残存 してお り、

調整は胴部外面がヘラケズリ、内面 と口縁部はナデが

CD3  されている。また口縁部内面には輪積み痕が残る。

日D  2～
12は滑石製臼玉で 2～ 6は カマ ド覆土内より出土

した。

(19)H21号 住所 llL(第53～55図,写真図版十八・十

九)

本址はウー 2・ 3、 エー 2 0 3Grに 位置する。H25

田9 kキ ?争) Юcm

~⑤
5~~◎ 6~

―③― ⑩

』   い ヽヽ田CED

~ 028号
住居址と重複関係にあり、新旧関係は古い方よ

りH28号住居址→本址→H25号住居址である。残存状

況は住居址東半分が攪乱によって削平されており、

一 ピットの検出位置によって住居llL範囲を推定した。
9- 

―◎
1『 ―◎

1「

~◎

H    m   m
形態はほぼ方形 と考えられ、規模は北壁1.48m。 南

壁2.95m(残存部)。 西壁 8。 18mで、壁の高 さは南壁

コーナーで 6 cmを 測 る。主軸方位 はN-25.5° ―Wを

示す。住居床面積は46.51112(推定)を 波1る 。床は全体

9 (lT『/ (1:2) ィ|

5 cm

第52図 H20号住居址出土遺物実測図

的にやや軟弱であった。ピットは9ヶ 所確認された。Pl～ P4が主柱穴と考えられ、規模は Plが

径85cm・ 深さ24cm、 P2が径76cm O深 さ44cm、 P3が径75cm。 深 さ25cm、 P4が径60cm O深 さ33cmを

測る。P5～ 8010は 不規則な配置であるが柱補助穴と考えられる。壁溝は確認されなかった。

カマ ドは北壁ほぼ中央に検出された。主軸方位はN-34.5° 一Eを 示す。残存状況は上面が削

平されていた為不良で、袖の検出はできなかった。カマ ド掘 り方からの推定で、形態は煙道部が

住居址壁ラインより外薇1に 出るタイプで、煙道部壁はやや急激に立ち上がる。火床面は掘 り方底

面よりも高くなっている。規模は煙道部から焚田部長さが1.58m。 幅1.52m O深さ8 cmである。

左袖は、長さ71cm・ 幅36cmの 地山がテラス状に掘 り残されていた。

本址の出土遺物は図示 した他に土師器甕片・不片がある。 1と 2は土師器不で、 1が体部と口

辺部のみ残存する。調整は胴部外面にヘラケズリ、口辺部内外面に丁寧なミガキが施されている。

2は 口縁部から体部のみの残存で、調整は体部内外面ヘラケズリ、口縁部ヨコナデが施される。

304は土師器甕の底部である。調整はともに外面ヘラケズリで、 4のみ底部外周に粗.い ミガキ

が施される。また、本址は平面図に示 したように家屋材と考えられる炭化材が検出されている。
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④

⑥

Ｐ

一錢
Ｄ
一

黒褐色土 (10Y R3/1)炭 化物・炭化粒子を含み、粘性強。

黒褐色土 (10Y R2/3)ロ ーム粒子、炭化物少量含み、小石混入。

黒褐色土 (10Y R2/2)ロ ーム粒子がブロツク状に混入。

第53図  H21号住居址実測図

Ｄ
一
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lω

黒褐色土 (10Y R2/1) 炭化物・炭化粒子を多量に含み、焼土粒子が少量混入。

黒褐色土 (7.5Y R3/2) ローム粒子を多く含む。

褐色土  (7.5Y R4/3) ロームブロックを多量に含み、炭化物が少量混入。

第54図 H21号住居ll「_カ マ ド実測図

ω
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◎
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ω
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0 rr:zl Scm

第55図 H21号住居址出土遺物実演1図



(20)H22号住所址  (第 56・ 57図,写真図版二十)

本 l」Lは オー l Grに 位置する。残存状況は住

居址東側が調査区外 となる為、住居址北西

コーナー部分のみの検出となった。

検出部分から推定される形態はほぼ方形と

考えられ、規模はJL壁2.38m(検 出部)。 西

壁3.24m(検 出部)で壁の高さは西壁で12cm

を測る。主軸方位はN… 34° 一Wを 示す。住

居床面積は4。 2m2(検出部)を 測る。床は全

体的にはぼ硬質であった。ピットは床面で

2ヶ 所、掘 り方検出時に2ヶ 所確認された。

Plは 主柱穴の一部 と考えられ、規模は径72

cm e深 さ51cmを 測 る。 P2は 径34cm ei果 さ9

cmを 測る。住居址の掘 り方は西壁わきと北壁

側が一段深 く掘 り込まれ、Pl周 辺が高さ6

cmほ どのテラス状に高 くなる形態を示す。壁

溝・カマ ドは確認されなかったが、西壁脇に

焼上の塊 りが検出された。

本址の出土遺物は図示 したものの他に土

師器甕片・不片がある。 1～ 3は何れも北壁

第57図  H22号住居址出土遺物実測図

黒褐色土 (10YR2/3)

炭化物・焼上を含む。ローム粒子を少量含む。

黒褐色土 (10YR3/2)

炭化物を少量、ローム粒子を多量含む。やや砂質。

黒褐色土 (10YR2/3)

炭化物・ ローム粒子を少量含む。

暗褐色土 (10YR3/3)
ローム粒子 。ロームプロックを多量含む。

黒褐色土 (10YR2/2)

炭化物を少量含む。

黒褐色土 (10YR3/1)
ロームブロックを少量含む。

黒褐色土 (10YR3/2)
ローム粒子・ ロームプロックを多量含む。

第 56図 H22号 住 居 lll実測 図

◎
Ｐ

量 管玉出土地点

9   (1:80)   2[m

0 (19')5 cm9       (lTl)     101Cm
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西寄 りからかたまって逆位で検出された。 1は土師器碗であり、口縁部から体部のみ残存する。

調整は体部外面にヘラケズリ、内面にヘラナデ、口縁部内外面に強いヨコナデを施す。 2は土師

器小型甕で胴部の一部を欠損する他は、ほぼ完形である。調整は胴部外面ヘラケズリ、内面ヘラ

ナデ、日縁部内外面ヨコナデを施す。 3は土師器甕で口縁部から胴部上半まで残存する。形態は

長胴甕であるがやや胴部中位が張る傾向にある。調整は胴部外面がハケメの後ヘラケズリ、内面

がハケメ、口縁部がヨコナデである。 5は碧玉製管玉で西壁際貼床内より出土した。完形で片面

よりの穿子Lである。 4は磨石である。

(21)H23号住所址  (第58059060図 ,写真図版ニー)

本址はケー 6・ 7 Grに 位置する。H29号住居址 O H31号住居址と重複関係にあるがいずれより

も本址の方が新 しい。残存状況は南側が削平され、北壁のみ遺構立ち上がりが検出された。西壁

。東壁 0南壁は床面の広がりと掘 り方によって住居址範囲を確定した。

形態は歪んだ方形 を呈する。規模

は北壁3.lm。 東壁3.35m O南 壁38

cm(残 存部 )。 西壁1.32mで、壁 の高

さは北壁カマ ド脇で 5 cmを

'員

1る 。主

軸方位はN-13° 一Eを示す。

6690:|:,、

A'  D      D'

m

|い

Ｏヽ

贔
邊

侭

邊

洟

洟

邊

P3

黒褐色土 (10YR2/3)

黒褐色土 (10YR2/3)

暗褐色土 (10YR3/4)

第 58図

0   (1:80)   2メ 11

炭化物・ローム粒子を少量含む。粒子細かい。

ローム粒子。ロームプロックを含む。
ローム主体。黒色土 (粘性強)を含む。

H23号住居址 実測 図

9      (1 : 1)       10ρ
m

第59図  H23号住居址出土遺物実測図

ヨ
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黒褐色土  (10Y R2/3)
焼土 。炭 。ローム粒子を含む。

極暗褐色土 (5YR2/3)
焼土ブロックを多量含む。

褐色土   (10Y R4/4)
粒子細かい。粘性強。

暗褐色度 (7.5Y R3/3)

焼土プロックを多量 。炭化物

を少量含む。ロームを含む。

黒褐色土 (5Y R2/2)

焼土少量 。骨片少量 。ローム

粒子を含む。

第60図  H23号住居llLカ マド実波1図

住居床面積は9.61n2を 浪1る 。床は全体的に硬質で、貼床は 9 cmほ ど施 されているのが確認された。

ピットは10ヶ 所確認された。P102・ 306が主柱穴 と考えられる。規模は Plが径36cm。 深 さ26cm、

P2が径32cm・ 深 さ1lcm、 P3が径27cm。 深 さ25cm、 P6が径28cm。 深 さ1lcmを 測 る。壁 1毒 は確認 さ

れなかった。住居址掘 り方は北西コーナーと住居址中央部がテラス状に高 く掘 り残されており、

規模は住居址中央部で東西長軸1.8m。 南北短車由90cm。 高さ 5 cmを 測る。

カマ ドは北壁中央に検出された。主軸方位はN-19° ―Eを 示す。残存状況は良好で、形態は

煙道部が住居址壁ラインより大 きく外側に出るタイプである。煙道部壁は緩やかに立ち上が り火

床面は貼床 とほぼ同 じレベルである。規模は煙道部長軸が1.19m。 幅52cm・ 確認面 よりの深 さ 3
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cm、 火床面の長軸90cmを 浪1る 。検出された袖は両袖とも小型で、左袖長さ30cm。 高さ7 cmを 測る。

カマ ド掘 り方は火床面が径91cm・ 深さ7 cmを 浪1り 、火床面脇下から検出されたピットは4ヶ 所あ

り、 規模は径18～ 35cm。 深さ2～ 9 cmを 測る。

本址よりの出土遺物は図示 した物の他土師器甕片があるが少量である。 1は土師器不でP9内

より出土した。底部の一部を欠損する。調整は体部外面に横方向のヘラケズリ、内面にヘラナデ、

口縁部内外面にヨコナデを施す。 2～ 4は土師器甕で、 2は P8内 より正位置で出土するが胴部

下半から底部を欠損する。調整はllEl部外面に縦方向のヘラケズリ、内面にヨコナデを施す。形態

は頸部の器厚が厚 く胴部にかけて非常に薄 くなる。 3は カマ ド内より出土し、調整は胴部外面に

縦と横方向のヘラケズリ、内面に横方向のナデを施す。 4は P8内 より出上し、調整は2と よく

似るが内面は縦方向のナデである。

(22)H24号住所llL (第 61・ 62図,写真図版二二)

本址はコー 4 Grに 位置する。残存状況は住居址南半分が調査区外である為、ほぼ半分ほどの検

出にとどまった。

形態はほぼ方形 と考えられ、規模は北壁3.08m。 東壁3.42m(検 出部)。 西壁1.28m(検 出

部)で、壁の高さは北東コーナーで 4 cmを 測る。主軸方位はN-33° 一Wを 示す。住居床面積は

6.9m2(検出部分)を測る。床は全体的にやや軟弱であった。ピットは2ヶ 所で確認された。規

Ｅ
一＼、、

＼(4

褐色土  (10Y R4/4)
ローム粒子・ ロームプロックを多量

含む。

黒褐色土 (10Y R3/1)

炭化物を微量含む。

褐灰色土 (10Y R4/1)

炭化粒子・焼土粒子を微量含む。

黒色土  (10Y R2/1)
ローム粒子を徴量含む。

にぶい黄褐色土 (10Y R4/3)
ローム粒子を多量含む。

黒褐色土 (10Y R3/2)

炭化物を少量含む。

黒褐色土 (10Y R2/2)

焼土粒子を含む。粘性弱。

第61図  H24号住居址実測図
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模は、Plが径60cm。 深さ16cm、 P2が径57cm・ 深 さ5 cmを 浪1る 。壁溝は確認されなかった。また、

北西コーナーには流れ込みか投げ込みの様な焼土1/tが検出されている。住居址の掘 り方は確認さ

れず地山Ⅵ層が床面となっていた。

炉は西壁コーナー北寄 りに検出された。形態は楕円形で中央部に石が検出された。東西の長軸

の長さは60cmを測 り、掘 り込みは確認されなかった。

本l」Lの 出土遺物は図示 したものの他に土師器甕片・不片があるが、非常に少量である。 1は土

師器甕の口縁部から頸部で、炉南側の炭化物脇より出土した。口縁部外面には強いヨコナデによ

る沈線状の線が 2本残る。

(23)‖ 25号住所址  (第62063064図 ,写真図版三二 e正三)

本址はウ 。工… l Grに位置する。H21号住居址と重複関係にあるが本址の方が新しい。残存状

況は東側が調査区外の為であり、南西コーナーは確認面が低かった為削平されており残存状況は

不良であった。

形態はほぼ方形を呈すると考えられる。

規模は北壁1.15m(検 出部)。 西壁 3m

(検出部)を !貝 1る 。主軸方位はN-26° 一

Wを示す。住居床面積は9。 71■
20推 定面

積で23.6m2を 測る。床は全体的にやや軟

弱であった。貼床は12cmほ ど施されてい

るのが確認された。ピットは2ヶ 所確認

された。Pl・ 2は 主柱穴 と考えられ、規

模 は Plが径45cm。 深 さ36cm、 P2が径43

cm・ 深さ34cmを 測る。壁溝は確認されな

9    (1:80)    21111

ロームブロックを少量含む。

ローム粒子 。ロームブロックを多量含む。

炭化物 。ローム粒子を徴量含む。

ローム粒子を少量含む。

H25号住居址実測図

(11ま H24・

第62図  |

2は I125)      ?       (1 :4)     1(lCnl

H240H25号 住居l」L出土遺物実測図

1

2

3

4

黒褐色土

黒褐色土

黒色土

黒褐色土

(10Y R3/2)

(10Y R2/2)

(10Y R2/1)

(10Y R2/3)

第 63図
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1 極暗赤褐色土 (5Y R2/3)
2 極暗赤褐色土 (5Y R2/3)
3 暗赤褐色土  (5YR3/3)
4 黒褐色土   (5Y R2/2)

炭化物・焼土粒子を多量含む。

炭化物を少量含む。

炭化物・焼土粒子を多量含む。

炭化物・焼土微量、 ローム粒子を含む。

第64図  H25号住居址カマド実波1図

かった。掘 り方は住居址中央部が一段低 く掘 り込まれた形態を示 し、深 さは 5 cmを 浪1る 。

カマ ドは北壁中央に検出された。主軸方位はN-20° 一Wを 示す。残存状況は不良で、火床面

と左袖が検出されたにとどまった。形態は煙道部が住居llL壁 ラインより外側に出るタイプで、煙

道部壁は急激に立ち上がる。火床面は貼床 より高 くなっている。規模は煙道部から焚 田部の長さ

が1.3m。 幅90cmで、左袖は南北長54cm。 高さ 6 cmを 波1る 。カマ ド掘 り方の規模は南北長1.67cm

。東西長1.78cm。 深 さ 6 cmを 測る。

本址の出土遺物は図示 したものの他に土師器甕片があるが少量である。 1は土師器不であり住

居址掘 り方より出土 した。口縁部から体部のみ残存 している。

(24)‖ 26号住所最  (第 65066067図 ,写真図版二四)

本llLは エー 4 0 5Grに 位置する。H20号住居址 と重複関係にあるが本址の方が古い。残存状況

は南壁が攪乱によって、東壁がH20号住居址によって削平されている他はほぼ良好である。

形態はほぼ方形 を呈す る。規模 はJL壁 4.89m。 東壁4.66m。 南壁 4。 68m。 西壁4.8mで、壁の

高さは西壁中央部で 5 cmを ,貝1る 。主軸方位はN-43° ―Eを 示す。住居床面積 は23.lll12を 測 る。
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9    (1:8())   21lm

1 黒褐色土 (10Y R3/2)焼 土粒子・炭化物を多量含む。

2 褐色土  (10Y R4/4)ロ ーム粒子多量含む。

3 暗褐色土 (10Y R3/3)焼 土粒子 。ローム粒子を微量含む。

第65図  H26号住居址実測図

床は全体的に硬質であった。ピットは床面で 4ヶ 所、掘 り方時に lヶ 所確認された。Pl～ P4は

主柱穴で、規模は Plが径42cm e深 さ42cm、 P2が径67cm O深さ40cm、 P3が径72cm・ 深 さ29cm、 P4

が径35cm e深 さ22cmを 測る。壁溝は確認されなかったが、西壁中央部脇に焼土の広が りと人頭大

の砂岩が散 らばった状態で検出された。また、カマ ド東脇からも焼土が確認された。

カマ ドは北壁中央に検出された。主軸方位はN-49° 一Wを 示す。残存状況は良好で、形態は

煙道部が住居址壁ラインより内側に入るタイプで、煙道部壁は急激に立ち上がる。火床面は貼床

とほぼ同レベルである。規模は煙道部から焚田部長さが1.12m O幅50cmで、袖は右袖が長さ1.22

me床面 よりの高さ 5 cm、 左袖が1.35m e床 面 よりの高さ 7 cmを 測る。

本址の出土遺物は図示 したものの他土師器甕片・不片がある。 1は須恵器不身で1/6の み残存

している。 2は土師器不で口縁部から体部のみの残存で北壁西寄 りから出土 した。調整は内外面

じ

、

畿Fl]i出 Ji地点

4 暗褐色土 (10Y R3/4)ロ ームブロック・小石を少量含む。

5 黒褐色土 (10Y R2/3)炭 化粒子。小石を少量含む。

i蒻馘 咆 蒻 判B
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黒褐色土 (10Y R3/2)

焼土粒子 。炭化物 。ローム粒子・

小石を少量含む。

Ａ
一

668.94m

A′

lm
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―
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之
た島
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|

○「
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⑪

第67図 H26号住居址出土遺物実測図

とも丁寧なヘラミガキが施されている。 3は土師器不であり底部のみの残存である。調整は底部

外面にヘラケズ リ、見込み部に丁寧なヘラミガキが施されている。 4は土師器甕で南壁中央より

出土 し胴部のみ残存する。調整は胴部外面に縦方向のヘラケズ リ、内面にヘラナデが施されてい

る。 5は土製品で Pl内 より出土 した。一部欠損 している為全容は不明であるが中央部に穿子しが

あり勾玉のような形態を示す。 607は 滑石製臼玉であり内 1点がカマ ド内より出土 した。

(25)H27号住居址  (第 68069070図 ,写真図版二四)

本址はオ・カー 4 Grに 位置する。H28号住居址・D3号土坑 と重複関係にある。新旧関係は新

しい方よりD3号土坑→本llL→ H28号住居址である。残存状況は確認面ですでにほとんどの床が

削平されてお り掘 り方によって範囲を確認 した。

形態はほぼ方形を呈する。規模は北壁 5。 45m。 東壁 5。 97m。 南壁5.23m。 西壁 5。 26mを 浪1る 。

主車由方位はN-33° 一Wを示す。住居床面積は321112を 浪1る 。ピットは床面で 5ヶ 所確認 された。

第66図 H26号住居址カマ ド実測図
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黒褐色土 (10Y R2/2)炭 化物。ローム粒子を少量、小石を含む。

黒褐色土 (10Y R3/2)ロ ーム粒子・ロームプロックを多量、小石を少量含む。

黒褐色土 (10Y R3/2)炭 化物・焼土粒子を多量、ローム粒子を含む。

褐色土  (10Y R4/4)ロ ーム粒子を多量含む。

黒褐色土 (10Y R3/1)炭 化物。ローム粒子を少量含む。

黒褐色土 (10Y R2/2)炭 化物を微量含む。

暗褐色土 (10Y R3/3)ロ ームプロックを多量含む。

第 68図 H27号住居址実測 図

Pl～ P4は 主柱穴で、規模は Plが径40cln e深 さ52cm、 P2が径36cm。 深 さ37cm、 P3が径38cm・ 深

さ24cm、 P4が径38cm・ 深 さ18cmを 測る。いずれのピットも柱痕は確認されなかった。P5は床下

から確認され、規模は径90cm・ 深さ50cmを測る。住居址の掘 り方は北西コーナー部と東壁 。南壁

。西壁南側部が壁に沿うように一段深 く掘 り込まれており、規模は北西コーナーが長軸1.43m e

確認面までの高さ14cm、 壁面に沿う「U」 字型の掘 り込みが最大幅1.44m。 高さ15cmを測る。

０ヽ

臼玉出土地点
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第69図

1彎  01

H27号住居址掘 り方実測図
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第70図  H27号住居址出土遺物実浪1図
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カマ ドは掘 り方のみ検出され、規模は南北軸1.13m。 東西軸1.lmを 測る。

本fILの 出土遺物は図示したものの他土師器甕片 0不片がある。 1～ 5は土師器不である。 1は

口縁部から底部の破片であり、器厚が非常に薄い。調整は底部にヘラケズリ、日縁内面にミガキ

を施すが器面が荒れている為不鮮明である。 2は カマ ド構築土内より出土 した。底部を一部欠損

する。調整は器面が荒れていて不鮮明である。 3は住居址南東コーナーから出上の破片とP4よ

り出土の破片が接合関係にある。調整は内外面に丁寧なヘラミガキを施す。 4は 口縁部の一部を

欠くがほぼ完形で、調整は底部外面にヘラケズリ、内面に丁寧なヘラミガキを施す。 5は 口縁部

と体部のみの残存で、調整は内外面に丁寧なヘラミガキを施 している。なお、 3と 5の胎土は他

の不に比べよく精錬されているが、焼成があまく軟質の感がある。 6は土師器甕で住居址南東

コーナーの貼床内から出土し、口縁部と胴部上半が残存する。調整は胴部外面ヘラケズリ、内面

ナデ、日縁部ヨコナデである。 7は土師器小型甕であり、器面が粗れており、調整は不鮮明であ

るが内面にナデを施す。 8は高不の不部であり、脚部との接合部より下が欠損している。調整は

内面が丁寧なミガキを施す。 9は高不の脚部であり脚端部を欠損する。調整は外面にやや粗いミ

ガキ、内面が単位の細かなヘラケズリが施されている。10～ 17は滑石製臼玉で住居址床面上の P

40P5間 で 8点がまとまって検出された。形態にはばらつきがあるが、他の住居址出上のものよ

り何れも小形である。

(26)H28号住居址  (第71072図 ,写真図版二五)

本llLは オ・カー 2・ 3 Grに位置する。H27号住居址 O H21号住居址と重複関係にある。新旧関

係は本址が何れよりも古い。残存状況は住居址中央部を攪乱によって、北東コーナーをH21号住

居址にまた西壁北半分をH27号住居址によつて削平されている。

形態はほぼ方形を呈する。規模は北壁3.95m(残存部)。 東壁6.23m(残存部)0南壁6.05m。

西壁2.16m(残存部)を 測る。主軸方位はN-25° 一Wを 示す。住居床面積は33。 71n2(推 定)を

浪1る 。ピットは床面で 6ヶ 所確認された。 1～ 4は主柱穴で、規模は Plが径32cnl・ 深さ55cm、

P2が径50cm。 深さ57cm、 P3が径58cm O深 さ58cm、 P4が径38cm O深 さ59cmを 測る。いずれのピッ

トも柱痕は確認されなかった。P5は規模が長軸1.07m・ 深さ37cmを 測 り、ピット内からは炭化

物が検出されている。検出位置などから貯蔵穴的な機能をもつと考えられる。貼床は検出されず

地山Ⅵ層を踏み固めた状態であった。壁溝は確認されなかった。

炉は住居址中央部やや北よりで Pl・ P2間の真ん中に検出された。規模は東西長軸 lm。 南北

短車由82cm e床 面よりの掘 り込み14cmを 測る。中央部にはよく焼けた人床面があり、手のひらほど

の大きさの石が置かれていた。
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黒褐色土 (10Y R2/3)
黒褐色土  (10Y R2/2)
黒色土  (10Y R2/1)
灰黄褐色土 (10Y R4/2)

黒褐色土  (10Y R2/2)
黒褐色土  (5Y R2/2)

炭化物 。焼土粒子を多量含む。

炭化物を少量、焼土粒子を微量含む。

炭化物を微量、小石を少量含む。
ローム粒子を多量含む。

炭化物・焼土粒子を多量含む。

焼土 。炭化物を少量 。ローム粒子を微量含む。

第71図  H28号住居llL実測図
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第72図  H28号住居址出土遺物実測図

本址の出土遺物は図示 したものの他土師器甕片・不片がある。 102は土師器不である。 1は

1/3ほ ど残存する。調整は体部外面に単位の細かなヘラケズリ、内面にやや粗いヘラミガキを口

縁端部に面取 りが施されている。2は ほぼ完形で、調整は体部外面に細かなハケメを残すナデで底

部はヘラケズリ、内面は丁寧なヘラミガキで口縁端部には弱い段を持つ面取 りが施されている。

3は土師器壺の回縁部から頸部であり、南壁中央寄 りから出土 した。日縁部1/2ほ どが残存 して

いる。調整は口縁部内外面ナデが施されており口縁部中央には明I奈 な段を有する。頸部内面には

指頭圧痕が残る。 4は土師器甕であり口縁部から頸部のみ残存する。調整は内外面ナデが施され、

内面ハケメが残る。口縁部外面には強いナデによる沈線が残る。 5・ 6は土師器甕である。 5は

丸底状を呈 し、調整は内外面ナデを施す。 6は東壁中央寄りから出土した。調整は内外面ナデが

施されている。

(27)H29号住居址  (第 73・ 74図ヮ写真図版二五 )

本址はクー 6 0 7Grに 位置する。H18号住居址 O H23号住居址 O H31号住居址 と重複関係 にあ

る。新旧関係は古い方よりH31号住居址→本址→H18号住居址 O H23号住居址 となる。残存状況

は住居址北半分をH18号住居址に削平されている為不良であり、北側は掘 り方の範囲で住居址プ

ランを確定 した。

形態はほぼ方形 を呈する。規模 は北壁3.63m。 東壁3.27m・ 南壁3.68m。 西壁3.5m、 壁高は

南西 コーナー部で20cmを 測る。主軸方位は東西壁 を基 にするとN-34° ―Wを示す。住居床面積

は12.91n2(推定)を測 る。ビットは 5ヶ 所確認 された。P10P3～ P5はややいびつであるが主柱

穴 と考えられ、規模は Plが径30cm e深さ15cm、 P3が径37cm。 深 さ19cm、 P4が径66cm・ 深 さ41cm、

P5が径40cm e深 さ36cmを 測る。いずれの ピットも柱痕は確認 されなかった。貼床は検 出されず

地山Ⅵ層を踏み固めた状態であった。壁溝は確認されなかった。
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第74図  H29号住居址出土遺物実測図

本址よりの出土遺物は図示 したものの他、土師器甕片 0不片などがあるが少量である。 1は土

師器不であり口縁部のみ残存する。調整は外面に丁寧なヘラミガキ、底部付近にヘラケズリが施

されている。内面は黒色処理されている。 2は土師器甕であり口縁部のみ残存する。口縁部外面

は強いナデによる沈線が 2条巡 り、内面は粗いミガキが、頸部にはハケメの残るナデが施されて

いる。 3と 4は磨石である。 5は滑石製模造品の有子L円盤 と考えられるが1/3ほ どしか残存して

いないため全容は不明である。形態は両面よく磨いてあリーヶ所に穿子Lさ れた小穴がある。 6は

鉄製品であり、残存の形態より鎌と考えられる。

Ｇ

、
1 黒褐色土 (10Y R3/1)

2 暗褐色土 (10Y R3/3)

3 黒褐色土 (10Y R2/2)

4 黒色土  (10Y R2/1)
5 暗褐色  (10Y R3/4)

第73図

ローム粒子を少量含む。
ローム粒子 。ロームブロックを多量含む。

炭化物を微量、ロームブロックを少量含む。
ローム粒子。ロームブロックを多量含む。   0   (1?')
ロームブロックを多量含む。

H29号住居址実測図
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(28)H30号住居址  (第75076077図 ,写真図版二六)

本址はキー 102、 クー1 0 2Grに位置する。残存状況は住居址東コーナーが調査区外となり、

また南半分は確認面が低 く住居址の壁は確認できなかった。

形態はほぼ方形を呈する。規模は北壁5。 15m。 東壁1.75m(検出部)0南壁2.86m(検出部)。

西壁4.86m、 壁高は北西コーナー部で 5 cmを 測る。主軸方位はN-20° 一Wを 示す。住居址床面

積は22.5m2(検出部分)、 推定で251■
2を 潰1る 。ピットは6ヶ 所確認された。Pl～ P4は主柱穴であ

写

顆

1可

|"

O (1:80)( anl

l 黒褐色土 (10Y R2/3)

2 黒褐色土 (10Y R2/2)

3 暗褐色土 (10Y R3/4)

4 黒褐色土 (10Y R3/1)

5 黒褐色土 (10Y R3/2)

6 黒褐色土 (10Y R2/3)

1国
1%翁

瘍 琥 魏 趙 了

ローム粒子・炭化物を微量含む。

炭化物を少量含む。
ローム粒子・炭化物・焼土粒子を少量含む。

炭化物・ ローム粒子を徴量含む。

ローム粒子を多量に含み、小石が混入。

ローム粒子 。ロームプロックを少量含む。

第75図  H30号住居址実測図
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黒褐色土  (5YR3/1)
黒褐色土  (10Y R2/3)

暗赤褐色土 (5YR3/2)
暗褐色土  (10Y R3/3)

暗褐色土  (10Y R3/3)

黒褐色土  (10Y R2/2)

一

焼土ブロック・炭化物を多量含む。
ローム粒子を多量に合み、焼土粒子が少量混入。

焼土粒子 。炭化物を少量含む。

焼土粒子 。ローム粒子を少量含む。

焼土粒子 。ローム粒子を多量含む。

自色シル トを多量に含む。

第76図  H30号住居址カマ ド実測図

第77図 H30号住居址出土遺物実波1図
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る。 規模は Plが径76cm。 深 さ71cm、  P2が径50cm・ 深さ61cm、  P3が径35cm・ 深さ57cm、  P4が径65

cm e深 さ72cmを 測る。いずれのビットも柱痕は確認されなかった。貼床は検出されず地山Ⅵ層を

踏み固めた状態であった。壁溝は確認されなかった。

カマ ドは北壁中央に検出された。主軸方位はN-22° ―Wを 示す。残存状況は良好で、形態は

煙道部が住居址壁ラインより内側に入るタイプで、煙道部壁はやや急激に立ち上がる。火床面は

貼床 とほぼ同レベルである。規模は煙道部から焚田部の長さが2.53m。 幅40cm。 確認面 よりの高

さ 9 cmで、袖は右袖が長さ76cm・ 床面 よりの高さ14cm、 左袖が長さ84cm O床 面 よりの高さ15cmを

測る。袖の構築方法は火床面脇にそれぞれ長軸30cmと 24cmの扁平な石を立て、煙道部は暗褐色止

によって構築されていた。また本カマ ドは火床面奥に長さ14cmの支脚石が立った状態で検出され

ている。

本址 よりの出土遺物は図示 したものの他に土師器甕片・不片等があり、カマ ドからの遺物出土

量が多い。 1は土師器不でカマ ド内から出上 した。残存状況は全体の1/2ほ どである。調整は底

部から体部外面にはヘラケズリの後丁寧なヘラミガキを、内面にも丁寧なヘラミガキを施す。こ

の不は口縁部 と体部の境である稜がはっきり残 り、須恵器不蓋の形態を明I奈 に示 している。 2は

土師器鉢であり南壁脇から出上 した。底部を一部欠損する他はほぼ完形である。調整は胴部外面

にナデの後粗いヘラミガキ、内面粗いヘラミガキ、日縁部内外面にハケメの残 るナデが施 されて

いる。 3は土師器壼で回縁部のみ完形で出土 した。調整は口縁部外面ヨコナデ、内面ヘラミガキ、

頸部外面ヘラケズ リの後粗いヘラミガキを施す。また口縁部外面には粘土帯折 り返 しのような線

がある。 4～ 6は土師器甕である (5は甑の可能性 もあり)。 何れ もカマ ド内より出土 した。調

整は 4・ 6は ほぼ同 じであるが、 5のみ内面がハケメの残 るナデを施 している。

(29)H31号住居址  (第78079図 )

本址はキ 。クー 6 Grに 位置する。H18号住居址 O H23号住居址 O H31号住居址 と重複関係にあ

る。新旧関係は古い方より本址→H29号住居llL→ H18号住居址・ H23号住居址 となる。残存状況

は住居址東側 を除きほとんどがH29号住居址によって削平されている為不良であり、東壁 と南壁

を検出できたに止まった。

形態はほぼ長方形 を呈す ると考 えられ る。規模 は北壁0.46m(残存部)。 東壁2.82m(残存

音5)。 南壁4.12m、 壁高は東壁中央部で13cmを ,員1る 。主軸方位は東西壁 を基にするとN-30° 一W

を示す。住居床面積は1.81■2(残存部)を 測る。ピットは3ヶ 所確認された。規模はPlが径35cm

。深さ23cm、 P2が径30cm。 深さ13cm、 P3が径28cm O深 さ8 cmを 測る。いずれのビットも柱痕は

確認されなかった。貼床は検出されず地山Ⅵ層を踏み固めた状態であった。壁溝は確認されな
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l 黒褐色土 (10Y R3/1)焼 土を少量、炭化物を多量含む。

2 暗褐色土 (10Y R3/3)ロ ーム粒子を少量含む。

第 78図  H31号住居址実測 図

かった。

本llLよ りの出土遺物は図示 したものの他土師器甕片が数点ある。 1は土師器不であり口縁部か

ら体部1/4が残存する。調整は体部外面にヘラケズリ、口縁部外面にヨコナデ、内面に丁寧なへ

ラミガキが施されている。 2は土師器高不で脚部のみ残存する。調整は脚部外面に縦方向のヘラ

ケズ リ、脚端部にヨコナデ、内面にヘラナデを施す。

0  (1:4)  10Cm

第79図  H31号住居出土遺物実測図



第 2節 掘立柱建物址

(1)Fl号掘立柱建物址  (第80図フ写真図版二七)

本址はエー10011、 オー10011併 に位置する。H5号住居址 。H8号住居址 OF2号掘立柱建

物址・ 2号井戸址 03号井戸址と重複Ftl係 にあり、新旧関係は古い方よりF2号掘立柱建物址→

H5号住居址 OH8号住居址→本址→ 2号井戸址 。3号井戸址となる。残存状況は北西角のピッ

トが 2号井戸址に、東棋1の柱列が 3号井戸址に削平されている。

形態は東西方向に長い 3間 ×3間の側柱式建物lr_で、長軸方位はN-61° 一Eを 示す。規模は

東西4.8m。 南北 4mで、柱間の寸法は梁行きが1.34～ 1.4m。 桁行きが1.34～ 1.86mを ,貝1る 。桁行

きは中央の柱間が両脇に比べて若千短い。柱穴の形態はほぼ円形を呈 し、掘 り方は P10P20P7が

底面が一段下がる二段掘 りになっており、他の柱穴は素掘 りの穴である。規模は最大径が P4の

94cm。 最小径が Plの 62cmを

'員

1る 。深さは径に比べて何れも浅 く、平均35cm前後をi員1る 。覆土は

砂質の黒色土で、柱痕は確認されなかった。

本址よりの出土遺物で図示できるものはない。
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第80図 Hl号 堀立柱建物址実浪1図



(2)F2号 掘立柱建物址 (第81図,写真図版二七 )
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第81図 F2号堀立柱建物址実波1図

(3)F3号 掘立柱建物址  (第 82図,写真図版二八 )

Pl

本址はオ・カー1lGrに 位置する。H5

号住居址・ Fl号掘立柱建物址 と重複関

係にあり、新旧関係は本址が一番古い。

残存状況は東側柱列がH5号住居址 に

よって西側半分が削平されている。

形態は南北方向に長い 2間 ×4間の側

柱式建物址であるが、西側柱列が 2ヶ 所

検出できずま
'た

南側柱列は厳密には 3間

を呈 じ変則的な建物址である。長軸方位

はN-29° 一Wを 示す。規模 は東西3.2m

。南北4.8mで、柱間寸法は梁行 きが1.6

m。 桁行 きが1.66～ 0.88mを 浪1る 。柱穴

の形態はほぼ円形を呈 し、規模は最大径

が P2の 78cm。 最 /1ヽ 4径 がP8の 27cmを 浪1

る。覆土は砂質の黒色土で柱痕は確認さ

れなかった。本址よりの遺物で図示でき

るものはない。
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Ｂ

一

Ａ

一

本址はイ 0ウ ー 6 0 7Grに 位置する。残存状況は良好

形態はほぼ方形の 1間 × 1間の棋1柱式建物址である。

南北主軸方位はN-30° ―Wを 示す。規模は一辺2.4m

である。柱穴の形態はほぼ円形を呈 じ規模は径72cm前

後、深 さ17～ 31cmを測る。

本址 よりの出土遺物で図示できるものはない。

1:11褐色■ (10YR3/1)

さらさらした砂 を多量 に含む。粘性弱。

2時 褐色上 (loY R3/4)

黄色 シル トと黒色11の混合■。 1層 よりしまっている。

3褐 色 上 (loYR4/6)
ローム粒 子を少量含む。粘性強い。

4黒 褐色Jl(loYR2/2)
黒色 tと 黄色 シル トの混合 11。

H3号 堀立柱建物址実測図
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(4)F4号 掘立柱建物址  (第 83図 ,

本址 はウー7・ 8Grに 位置す る。残存

状況 は北 0東倶1柱列 が検 出 され な

かった。よって、柵列 あるいは礎石

建物の庇 とも考えられる。

形態は東西方向に長い 3間 × 3間

の側柱式建物 l■ である。長軸方位は

N-61° 一Eを 示す。規模 は東西 4m

。南北3.8mで、柱間寸法 は梁行 きが

1.09～ 1.42m。 桁 行 きが1.31～ 1.39m

を測 る。柱穴の形態はほぼ円形 を呈

し、規模は最大径が P2の 73cm。 最小

径が P7の 52cmを 測 る。深 さは13～

27cmを 浪1り 、いずれ も径 に比べて浅

い。柱痕は確認されなかった。

本址 よりの出土遺物で図示できる

ものはない。

(5)F5号 掘立柱建物址  (第 84図 ,

本址 はエー 9 Grに 位置す る。 4号

井戸址 と重複関係 にあ り、本 llLの 方

が古い。残存状況は南東角が 4号 井

戸址に削平されている。

形態はいびつな方形の 1問 × 1間

の根1柱式建物 lll_で ある。南北主軸方

位はN-22° 一Eを 示す。規模は一辺

2.02～ 2.6mで ある。柱穴の形態 はほ

ぼ円形 を呈 じ、規模 は径52～ 70cmで 、

深 さ22～ 53cmを 波1る 。本址 もF3号

掘立柱建物址 と同 じく、住居 lj「_柱穴

の残存 とも考えられる。

本址 よりの出土遺物で図示できる

ものはない。

写真図版二八 )

黒褐色土 (10YR2/2)             L一 一

上器粒子・炭化物を微量含む・粘1lL強 。

褐 色 J=(10YR4/6)
シルト層。1層プロツクを少量含む。

第83図  F4号堀立柱建物址実測図

写真図版二九 )
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1黒 色 土 (loYR2/1)炭 化物を微量含む。

2暗褐色土 (10YR3/4)ロ ーム粒子多量含む。

第84図  F5号 堀立柱建物 llL実 測図
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(6)魔 6号掘立柱建物llL (第 85図フ写真図版二九 )

形態はほぼ円形を呈し、規模はPlが径52で深さ17

cm、 P2が イ蚤54cm。 ,果 さ15cm、  P3が イ蚤65cm・ :果 さ17

(⊃江丁

~~1~Itヽ ′
IL m翻 仇 樹 も残存状況や形態よりF304鋤

P

|と 言 |≧

~  
ノ         

立柱建物址と同じく、住居址柱穴の残存とも考えら
ゴ
      9  (1:鉛 ) 2nl れる。本址 よりの出土遺物で図示できるものはない。

暗褐色土 (10Y R3/3)

砂質の層にローム粒子を少量含む。

第85図 F6号 堀立柱建物実測図

第 3

黒褐色土 (10YR3/1)
砂質で炭化物・炭化米が少量混入。

黒褐色土 (10YR3/2)
砂質で炭化物・炭化米・小石が少量混入。

黒褐色土 (10YR2/2)
砂質で人頭大の石が少量混入。

黒 色 土 (10YR2/1)
砂質で人頭大の石が混入。

暗褐色土 (10Y R3/4)
砂質で小石が多量混入。

黒褐色土 (10Y R2/3)
砂質で人頭大の石が多量混入。

1号井戸址実測図
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(1)1号井戸llL(第 86図,写真図版三十)

本llLは オー12Grに位置する。残存状況は北西側がピットにより削平されている他は良好である。

形態はいびつな円形を呈 し、ほぼ垂直に掘 り込まれている。長軸方位はN-39° 一Wを 示す。規

模は南北長軸が2.38m、 東西短軸が2.08mを ,貝 1る 。深さは1.85mま で掘 り進んだ時点で、井戸llL

壁より多量の湧水があり、壁の一部が崩落 し調査続行は危険と判断して掘 り下げを中断した。

覆土は自然堆積で炭化物や人頭大の河原石が混入していた。

本址よりの出土遺物で図示できるものはない。

(2)2号 井戸llL (第 87図 )

本址はエー11・ 12、 オー11 0 12Grに 位置する。 Fl号掘立柱建物址と重複関係にあ り、本址の

方が新 しい。残存状況は良好である。

形態は上端がほぼ円形、下端がいびつな方形を呈する。壁はなだらかに立ち上が り、底面付近

でほぼ垂直に落ちこむ。南北軸方位はN-18° 一Wを示す。規模は南北 。東西軸 とも2.9mを 測る。

黄褐色土 (10Y R5/6)

黄色のプロックを含む。粘′
1/1_弱 。

黒褐色土 (10YR3/2)
炭化1勿 、黄色土を含む。

黒褐色土 (10Y R2/2)
石を含む。粘性弱。

黒IFJ色 土 (10Y R3/1)
人頭大の石多量含む。粘性弱。

黄褐色土 (10Y R5/6)
黒色・黄色土を含む。粘′

1生 弱。

黒褐色土 (10YR2/3)
石を多く含む。

黒 色 土 (10YR2/1)
人頭大の石を少量含む。

暗褐色土 (10YR3/4)
石を多く含む。

褐 色 土 (10Y R4/6)
人頭大の石を多く含む。

第87図  2号井戸l■実測図
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下端は90cm× 70cmの広さで、深 さは確認面 より2.17mを 浪1る 。覆土は自然堆積 を示すが、炭化

物 0人頭大の河原石を含む。

本址 よりの出土遺物には覆土中より陶磁器片 2点 (巻頭カラー参照)が出土 している。

(3)3号 井戸址  (第88089図 ,写真図版三十 。三― )

本址は工 。オー10Grに 位置する。H8号住居址・ Fl号掘立柱建物址 と重複関係にあるが、新

旧関係は本址が何れの遺構 より新 しい。残存状況は良好である。

形態はいびつな方形を呈 し、壁はす り鉢状に立ち上がる。南北軸方位はN-3° 一Eを 示す。

規模は南北軸が2.71m、 東西軸が2.75mを 、深 さは確認面 より2.05mを 浪1る 。覆土堆積 は第 1層

が自然堆積の状況を示すが、第 304層 は二次的な掘 り込み時の堆積か、あるいは第 2・ 5層 が

井戸枠材などで押さえられた埋め土の可能性がある。

本址 よりの出上遺物は、覆土第 4層 中から出土 した本製品がある。

1黒褐色土 (10YR3/1)

2黒褐色土 (10Y R2/3)

3黒褐色土 (10Y R3/2)

4黒褐色土 (10YR2/2)

5黒褐色土 (10YR2/3)

小石 を少量含む。

ローム粒子 多量混入。

小石・人頭大の石 多量混入。

小石 多量混入。

小石 。ローム粒子が多量混入。

2m

第88図  3号井戸址実測図
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第89図  3号井戸址出土遺物実波1図

図示 した 7点 は何れ も加工痕が観察される物であるが、欠損 しているためほぼ全容を把握でき

るものは 1と 3の みである。 1は先端を削 り出した角材で、杭 とも考えられるが面取 りした部分

には本槌などで叩いた痕跡は確認されなかった。 3は両面を削った板材であり、左右の端は丸 く

半弧を描 くように削 りだされている。また表面には無数の亥1み痕が残 る。 (樹種等は本文第 V章、

第 2節を参照。)

(4)4号井戸址  (第90091図 ,写真図版三二)      .

本址は工 0オ ー 9 Grに 位置する。H8号住居址 。H9号住居址・ F5号掘立柱建物址と重複関

係にあるが、新旧関係は本址が何れの遺構 よりも新 しい。残存状況は良好である。

形態は上端がいびつな円形、下端がほぼ方形を呈 し、壁は上半がすり鉢状に、下半が急激に立

ち上がる。南北軸方位はN-3° 一Eを示す。規模は南北軸が3.02m、 東西軸が3.10mを 、深さは

確認面より1.34mを 測 る。下端の規模は長軸1.39m、 短軸1.28mを ,員1る 。覆土堆積は第 102層

が自然堆積の状況を示すが、第 3・ 4層 は二次的な掘 り込み時の堆積か、あるいは第 506層 が

井戸枠材などで押さえられた埋め土の可能性がある。

脇
聯
Ⅷ

ξ

物弊0
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1 黒褐色土 (10Y R2/3)

砂質で人頭大の石を含む。炭化物・炭化種子が多量混入する。

2 黒褐色土 (10Y R3/2)

砂質で人頭大の石を多量に含む。炭化物・炭化種子が少量混入する。

3 黒褐色上 (10Y R3/1)

砂質で人頭大の石を多量に含む。炭化物が少量混入する。

4 黒褐色土 (10Y R2/2)

黒色土を含む。砂質で人頭大の石が少量混入する。

5 暗褐色土 (10Y R3/3)

砂質でにぎりこぶし大の石を多量に含む。

6 暗褐色土 (10Y R3/3)

砂質でにぎりこぶし大の石を少量含む。

第90図  4号井戸l■実浪1図

本址 よりの出土遺物は、覆土中より陶磁器片 3点 (巻頭カラー参照)と 図示 した須恵器蓋及び炭

化種子がある。 (炭化種子については本文第 V章、第 2節 を参照。)

√ =墓 器 踪

魃 鸞

愧 、
1

(1は 4号井戸 。2は Ml号 )

第91図  4号井戸 t」LOM

9       (1 : 4)     19Cm

1号溝状遺構出土遺物実沢1図
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第 4節 溝状遺構

(1)Ml号 溝状遺構  (第91092図,写真図版三二 )

本址はイー4・ 5060に位置する。H12号住居llLO H13号住居址 と重複Ftl係 にあるが、新旧関係 は

本址が何れの遺構 よりも古い。残存状況は北側が調査区外 となるため全容の把握はできなかった。

形態は「L」 字状に曲がる溝であるが、検出位置東供1溝がわずかに北方向に曲がってお り、或

いは方形周溝墓的な形態をとるとも考えられる。南北軸方位はN-36° ―Eを 示す。規模は南北

黒 褐 色 ■ (10Y R3/1)

ロー ム粒 子・ロー ムプ ロ ック微 量 混 入。

黒褐色土 (10YR3/2)
ロームプロック多量混入。

暗褐色上 (10YR3/4)
ローム粒子・ロームプロック多量混入。

黒褐色上 (10Y R2/3)

ローム粒子多量混入。

第92図 Ml号 溝状遺構実測図

9    (1:.10)  lm
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軸外狽Iが 5m(検出部分)・ 内棋1が3.2m(検出部分)、 東西外側が5,9m(検 出部分)。 内側が3.65

m(検出部分)、 深さは確認面より11～ 20cmを 測る。壁は緩やかに立ち上がる。

本址よりの出土遺物は図示 したものの他に土師器甕片などが少量ある。 1は土師器甕底部であ

り、覆土中より出土 した。

第 5

(1)Dl号 土墳 (第93094095図 り写真図版三三 )

本址はウ 0エ ー12Grに位置する。H ll号住居址 と重複関係にあるが、新旧関係は本址の方が新

しい。残存状況は良好である。

形態はいびつな円形 を呈 し、壁は上半がす り鉢状に、下半が急激に立ち上がる。南北軸方位は

N… 19° 一Wを示す。規模は南北軸が2.58m、 東西軸が2.5m、 深 さは確認面 より90cmを 波1る 。下

端の規模は長軸1.41m、 短軸1.04mを 測る。覆土堆積は 3層 で第 1層 と第 2層 の間には焼土 と炭

化物の混入 した部分が観察された。また、本llLは 第 1層 中に人頭大の河原石が径1.7m・ 深 さ53

cmの範囲に検出された。石は破損 したものは少な く火熱を受けている物 もなかった。石の間には

須恵器破片などの遺物が混入 し、獣骨などが散乱 していた。

黒褐色土 (10Y R3/2)
きめ細かい粒子の砂層。炭化物
を微量含む。lll性弱。

暗赤褐色上 (5Y R3/4)
焼土・炭を多量に含む。

暗褐色土 (10YR3/3)
きめ割凛かい砂層。ローム粒子を含む。粘性あり。

第93図 Dl号 土坑実測図

節 坑土

鞭 ^
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第94図 Dl号坑出土遺物実測図(1)

本址からの出土遺物は図示 した物の他に土師器甕などがある。 1と 2は須恵器不で底部のみの

破片である。 1は底部がヘラオコシで、 2は 回転ヘラケズ リである。 3は土師器不で口縁部から

底部の一部までで1/8ほ ど残存する。調整は底部から体部外面ヘラケズ リで口縁部ヨコナデ、内

面 ヨコナデを施す。 4は須恵器高台付の不であり底部のみ残存する。調整は底部に回転ヘラケズ

リを施す。 5は須恵器短頸壺で口縁から頸部の破片である。外面には自然釉が付着 している。 6

-77-



γ
~́ミ

ダ
／
ｔ
＼

灼

ン

9   (l:1)  lQCnl15       -

Dl号土羨出土遺物実測図(幼

ナデを施す。12は 凹み石で片面のみ凹んだ使用跡がある。

石で両端部を欠損する。

(2)D2号土坑  (第 96図 )

Ｐ
一躙
鱚
卿

は須恵器壺底部で、調整は内外面ロ

クロヨコナデで底部に「ノ」字のへ

ラ記号がある。 7は須恵器長頸壺の

口縁部で、調整は内外面ロクロヨコ

ナデを施す。外面には自然釉が付着

する。 8～ 11は須恵器甕である。 8

は還元不足の須恵器で色調が黄橙色、

調整は胴部外面平行タタキメ、内面

がヘラナデ、日縁部には外面平行タ

タキメの後 ヨコナデを施す。 9の調

整は胴部外面に平行タタキメの後 ヨ

コナデ、内面にヨコナデを施すが同

心円文が残 る。10011の 調整は胴部

外面平行タタキメの後 ヨコナデ、頸

部にヨコナデを施す。12は土師器鉢

で底部を欠損する。調整は外面に単

位の大 きなヘラケズ リ、内面にヘラ

13は石自で1/2ほど残存する。14は砥

本址はイー 8 0 9Grに位置する。 H14・ 17号住居 lll_

と重複関係にあるが、新旧関係は本址の方が新 しい。

残存状況は良好である。

形態はいびつな円形 を呈 し、長軸方位はN-6° ―

Wを示す。規模は南北軸が1.6m、 東西軸が1.58m、 深

さは 4 cmを 測る。

1 黒 色 土 (10Y R3/1)炭 化物を微量含む。粘性ややあり。

2 褐 色 土 (10Y R4/6)砂 層。

3 黒褐色土 (10Y R3/2)砂 層を含む。粘′κLあ り。

第96図 D2号 土坑実測図

2rn
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第97図 D3号 上坑実測図 第98図  D3号 土坑出土遺物実測図

(3)D3号土坑  (第97・ 98図,写真図版三二)

本址はオー 4 Grに位置する。H27号住居址と重複F■l係 にあるが、新 1日 関係は本址の方が新 しい。

残存状況は良好である。形態はいびつな楕円形を呈する。長軸方位はN-44° ―Wを 示す。規模

は南北軸が85cm、 東西軸が1.41m、 深さは確認面より4 cmを 測る。本址よりの出土遺物は覆土中

より出土 し、 1は土師器碗で底部を欠損する。調整は内外面丁寧なヘラミガキを施 し、内面は黒

色処理されている。 203は土師器甕で、調整は何れも外面ヘラケズリ、内面ナデを施す。 3は

底部から胴部外面に煤が付着 している。

鬱 可

2m

黒褐色土 焼土粒子・炭化物を多量含む。

黄褐色土 焼上粒子・炭化物を多量合む。砂質。

明黄褐色土 焼土粒子・炭化物を少量含む。砂質。

第99図 土坑状遺構実浪l図

0     (114)    10cm
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(4)土 坑状遺構   (第99図 )

本址は三塚遺跡報文の中で記載されているが、今回確認中に土坑底面より新たにピットが検出

された為改めて報告する。

本址はカー 9 0 10Grに 位置する。三塚遺跡Hl号住居址と重複関係にあるが、新旧関係は本址

の方が新 しい。残存状況は良好である。

形態はほぼ長方形を呈する。長軸方位はN-78° ―Wを 示す。規模はJL壁 長が3.26m。 東壁長

が1.56m。 南壁長が3.04m e西壁長1.58m、 深さは確認面 より26cmを ,貝 1る 。ピットは土坑四隅と

長辺の中央部にそれぞれ検出され、規模は径が15～ 36cm、 深さが 8～ 26cmを浪1る 。

第 6節 遺構外遺物 (第 100図 )

1は須恵器蓋であリアー120カ 上12Grか ら出土 した破片が接合 し1/2残存になった。調整は天

井部外面が回転ヘラケズリ、内外面がロクロヨコナデを施す。 2は須恵器不で底部のみの破片で

ある。調整は底部外面が手持ちヘラケズリ、内面ナデが施されているが、内外面とも平行タタキ

メによる締め痕がわずかに残る。 3は土師器不で1/6ほ ど残存 じオー 6 Grよ り出上 した。調整は

外面が荒れていて不明であるが、内面は丁寧なヘラミガキが施されている。また口縁部外面には

不鮮明であるが 2ヶ 所の段を有する。 4は土師器甕の底部から胴部でター 6 Grよ り出土 した。調

整は胴部外面ヘラケズリ、内面ナデを施す。 5は土師器甕の底部である。調整は底部が静止糸切

り離 し、胴部外面ヘラケズリ、内面ロクロヨコナデが施されている。 607は滑石製自玉である。

この他に青磁片 3点がある。 (巻頭カラー参照)

⑬―

レ 6

Q   (1:2)  5,cm

第100図  遺構外出土遺物実測図

◎―

Db 7
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寺添遺跡住居llL一覧表(1)

形 態

規  模 (nlt o m)
主軸方位 柱  穴 床 の 状 態 備 考

面積 llヒ壁 東 壁 南壁 西壁 深 さ

方形 5.1 N-41° 一ヽヽr 炉 な し 炉周辺のみ硬質
1ヒ コーナーに60× 40cmの
Pitあ り。

方形 N31° W な し カマ ド周辺のみ硬質

方形 (06) (104) N-28・ ―ヽ /ヽ
貼床が厚み14cm程 施
される。

H4 方形 N-27° -lV

H5 方形 N25°一恥r な し

住居址中央部、カマ

ド前面が特に硬質

貼床は 6 cmの 厚み

北東、北西コーナーにそれぞ
れPitあ り。北西コーナーPit

からは遺物が多量に出上

H6 方形 N-30・ ―ヽV 炉 主柱 4 全体に軟質 床面 より獣骨出土

方形 2.2 N23° W 炉 な し 炉周辺のみ硬質

方形 5 65 011 N-32° ―Ⅵ″ 主柱 (4) やや軟質 西壁 に壁濤が巡 る。

方形 (242) (3.8) N-48° 一ヽV
主柱 2

掘 り方時 5

やや軟質
貼床は18cmの 厚み

方形 N-29° 一ヽV
主柱 4

入 口 2

カマド周辺が特に硬質
貼床は平均10cmの厚み

住居址下小型住居lLあ り。
主柱 4本、カマド北壁 ?
西壁に壁溝が巡る。

方形 31 N-22° ―ヽヽr やや軟質

方形 1) (255) N-26° 一ヽV やや軟質の床面のみ
検出

H14 方形 (384) 3 82 N-22° 一W 主柱 4
全体に硬質

貼床は平均15cmの厚み
東壁 に壁溝が巡 る。

H16 :方 形 (08) (1.45) (153) N-35° 一ヽV 全体に硬質
llL床 は平均10cmの厚み

H17 方形 (2.25) (39) N-20° ―W (炉 ) 主柱(0
全体に硬質

貼床は13cmの 厚み

西壁 に壁濤が巡 る。

北 西 コーナーP■ よ り高

不・甕出上。

方形 lt2 1 N-24° 一ヽV
全体に硬質

貼床は 3 cmの 厚み

西壁 。北壁西 よりに壁溝が

巡 る。

床面 に河原石が散乱。

方形 (168) (29) (194) N-30° 一ヽV
主柱 4

ヌ、日 1

壁柱穴 5

全体に硬質

貼床は14cmの 厚み
北壁一部 。東壁 。南壁一部

に壁溝が巡 る。

方形 27 1 27 1 (4.52) (308) N-52° 一E 東 主柱 4
全体にやや軟質
貼床は14cmの 厚み

南西コーナーに壁溝が巡る。
カマ ド内より口玉出上。

拡張の可能性 あ り。
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寺添遺跡住居址―覧表(2

形態

規  模 (m2・ m)
主莉1方位 柱  穴 床 の 状 態 備 考

面積 Jヒ壁 東 壁 南壁 西壁 深 さ

方形 (1.48) (295) N-26° 一ヽV 主柱 4

(6)?
全体にやや軟質

住居 l■東側が削平

炭火財が出土

方形 (42) (238) (324) N-34° 一W 主柱 (1)
全体的に硬質
賠床は20cmの 厚み

西壁わ きの掘 り方が一段

深 くなる。

方形 (038) (132) N-13° 一E 主柱 4
全体に硬質

貼床は 9 cmの 厚み
掘 り方 は住居JL中 央部 が
一段高 く掘 り残 され る。

方形 (342) (128) N-33・ ―W 炉 全体にやや軟質

方形 (97) (115) (30) N-26° ―ヽV 主柱 (41
全体にやや軟質

lll床 は12cnの 厚み
掘 り方は、住居lL中央部が

一段深 く掘 り込 まれ る。

方形 N-43・ ―E 主柱 (41 全体にやや軟質 拡張の可能性あ り。

方形 5 45 5 26 N-33° 一W 主柱 4
住居址中央部のみ

床面確認

掘 り方 は住居址 中央部 の

み一段高 く掘 り残 され る。

方形 (337) (395) (623) (216) N-25° 一ヽV 炉 主柱 4 全体にやや軟質 南東 コーナーに貯蔵穴 ?

方形 N-34° 一ヽV 主柱 4
地山を踏み固めた

状態

方形 (225) (1.75) (2.86) N-20° 一ヽV 主柱 4
地山を踏み固めた

状態
カマ ドの残存状況良好

方形 18 (046) (282) N-30° ―W 地山をふみ国めた

状態

寺添遺跡掘立柱建物址一覧表

様  式 間 数
×
くｍ

行

行

桁

梁

ピット規模 (cm)
卜
態

ピ
形

主軸方位
出
数

倹
本 備 考

径 深 さ

Fl 側柱式 3× 3
134～ 186
×134～ 14 62～ 94 21～ 33 円形 N-61° 一E 東側柱列が 3号井戸址に よって削平。

覆上は砂質の黒色土。

F2 側柱式 2× 4
1.6

088～ 166 27～ 78 27～ 78 円形 N-29° 一W 西側柱列が検出されなかった。

庇の可能性あ り。

側柱式 l× 1

2 43
×241 63～ 78 17～ 31 円形 N-30° 一ヽV 4 住居iL柱 穴の残存部の可能性あ り

側柱式 3× 3
131～ 139
(109～ 142 52～ 73 13～ 27 円形 N-61・ ―E 北側 と西棋1の 柱列が検 出 されなかった。

庇の可能性あ り。

F5 側柱式 l× 1
26

×2.02
52～ 70 22～ 53 円形 N-22° 一E 3 住居 l■ 柱穴の残存部の可能性あ り

F6 側柱式 1× l
30
×22 52～ 65 15～ 17 円形 N-12° ―W 3 住居 l」 li柱 穴の残存部の可能性あ り
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寺添遺跡出土土器観察表

H2号住居址

挿図
番号

器 種

法   量
色 調 胎  土 調 整 備 考

口径 底径 器 高

11-1

須恵器

外

5YR7/1

明褐灰色

φ2～ 4mmの 白色粒
子を含む。黒色粒
子を含む。

外面 >体部 ロクロヨコナデ・ 底部手持ちヘ ラケズ リ

内面 >ロ クロヨコナデ
内部青灰色

11-2
土師器
甕

.5YR8/4

浅黄橙色

φl～ 2nmの 赤 色粒

子を含む。長石を

含む。

外面 >口 縁部 ヨコナデ後胴部ヘラケズ リ

内面 >ヘ ラナデ
2次焼成 ?

11-3
土師器

甕

5YR8/`

浅黄橙色

φl～ 2mmの 赤色粒
子を含む。長石・

砂粒を含む。

外面 >胴部ヘ ラケズ リ

内面 >ヘ ラナデ

H3住 居址

土師器

鉢

5YR8/4

浅黄橙色
φl～ 2mmの 赤色粒
子 。長石を含む。

外面 >日 縁部ヨコナデ後胴部ヘラケズリ

内面>横方向のヘラミガキ
内面 黒色処理

H5号住居址

須恵器

高台外
帥
腱

φl～ 2mmの 黒色粒
子砂粒を含む。

外面 >ロ クロヨコナ 。底部回転ヘ ラケズ リ後高台貼付

内面 >ロ クロヨヨナデ
内面に火だす きあ り

17-2
器
壼

恵

頸

須

長

N3/0

暗灰色
φl～ 2mmの 白色粒
子を含む。

外面 >ヨ コナデ

内面 >ヨ コナデ
内面に自然釉付着

17-3
上師器
甕

7 5YR6/`

にぶい橙色

φl～ 2mmの 赤色粒
子 。砂粒を多く含
む。

外面 >ナデ

内面 >ヘ ラナデ
底部に木葉痕 あ り

土師器
甕

5 YR6/6

橙色
φl～ 2mmの 赤色粒
子を徴量含む。

外面 >日 縁部ヨヨナデ後胴部ヘラケズリ

内面>日 縁部 ヨコナデ後胴部ヘラナデ

土師器
甕

5 YR6/6

橙色
φl～ 2mmの 赤色粒
子を徴量含む。

外面 >口 縁部 ヨコナデ後胴部ヘ ラケズ リ

内面 >口 縁部 ヨコナデ後胴部ヘ ラナデ

土師器

甕

5 YR7/8

橙色

φl～ 2mmの 赤色粒子
を微量含む。
砂粒を多く含む。

外面>口 縁部ヨコナデ後胴部ヘラケズリ

内面 >口 縁部ヨコナデ後胴部ヘラナデ

H6住居llL

土師器
外

15 2
5YR7/1

ぶい燈t

φl～ 2口nの 赤 色
粒子を徴量含む。

外面 >ヘ ラ ミガキ

内面 >ヘ ラ ミガキ

内外面一部赤色塗彩 ?
胎土よく精練されている。

土師器

外

5 YR6/6

橙色
φl～ 2 mmの 赤色
粒子・長石を含む。

外面>日 縁部ヨコナデ・底部ヘラケズリ

内面>口 縁部 ヨコナデ

土師器

外

5 YR7/3

にぶい橙色

φl～ 2 mmの 赤 色
粒子を徴量含む。
長石・砂粒を含む。

外面 >口 縁部 ヨコナデ 。底部ヘラケズリ

内面>日 縁部ヨコナデ・見込み部ナデ後ヘラミガキ

土師器

外

2 5YR6/6

澄色

φl-2 nlnの 赤 色

粒子を徴量含む。
砂粒を含む。

外面 >口 縁部 ヨコナデ・ 底部ヘラケズ リ

内面 >口 縁部 ヨコナデ・ 見込み部 ナデ
焼成良好
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図
号

挿
番 器  種

法  量

色 調 胎   土 調 整 備 考
口径 底径 器 高

土師器
外

丸底
7 5YR7/

にぶい橙[

φl～ 2mmの 赤色粒
子を多く含む。長
石 。白色粒子を含
む。

外面 >体部ナデ 。日縁部 ヨコナデ後ヘラ ミガキ

内面 >ヘ ラ ミガキ 内面の磨耗著 しし

土師器

外
丸底 52

5 YR6/6

橙色

φl～ 2mmの 赤色粒
子を徴量・ 白色粒
子を多量含む。

外面 >体部ヘラケズ リ後 ナデ・ 口縁部ナデ

内面 >ヘ ラナデ後ヘラ ミガキ

上師器

外
丸底

5 YR7/3

にぶい橙E

φl～ 2mmの 赤色粒
子を徴量含む。長
石 。砂粒を含む。

外面 >口 縁部 ヨコナデ後体部ヘラケズ リ

内面 >ヘ ラ ミガキ

土師器
小型甕

5 YR7/4

にぶい橙〔
φ3～ 4mmの 赤色粒
子・砂粒を含む。

外面>日 縁部ヨコナデ後胴部～底部ヘラケズリ
内面>ハ ケメ 内面黒色処理

土師器

甑
13 3

5YR4/(

赤褐色
φ2～ 3mmの 赤色粒
子 。砂粒を含む。

外面>口 縁部ヨコナデ 。胴部ヘラケズリ後ヘラミガキ
内面>口 縁部ヨコナデ・胴部ヘラナデ 単孔 (焼成前)

土師器

甑
15 6 79

5YR5/(

明赤褐色
φl～ 2mmの 赤色粒
子を徴量含む。

外面 >ナデ

内面 >ハ ケメ 貼土 よく精練 されている。

土師器

高外

.5YR4/〔

赤褐色

φl～ 2mmの 赤色粒
子を多量・長石を
含む。

外面 >ヘ ラ ミガキ

内面 >ヘ ラ ミガキ

土師器

甕

.5YR8/〔

浅黄橙色

φ3～ 4mmの 赤色粒
子を多量・砂粒を
含む。

外面 >ヘ ラケズ リ

内面 >ヘ ラナデ

土師器
甕

55
5 YR6/6

橙色

φl～ 2n田 の赤色粒
子を徴量含む。長
石・砂粒を含む。

外面 >ヘ ラケズ リ

内面 >ヘ ラナデ

H8号住居址

須恵器

外

5 PB7/1

明青灰色
長石・φl～ ‰nの赤
色粒子・砂粒を含む。

外面>ロ クロヨコナデ・底部回転ヘラ切 り
内面>ロ クロヨコナデ やや軟質の焼き

須恵器

外

5B3/1
暗青灰色

荀定・鋼 希 む。
φ2～ 肺mの砂粒を含
視

外面 >ロ クロヨコナデ 。底部回転ヘラ切 り後 ナデ

内面 >ロ クロヨコナデ 断面赤化

須恵器

杯

5 YR3/4

暗赤褐色

破 。長石綸 む。

φ2～ 3mmの砂粒を含
観

外面 >ロ クロヨヨナデ

内面 >ロ クロヨコナデ

須恵器

不
Ｍ
に

破 ・ 節 勧 。

φ2～ hmの黒色粒子
揃 。

外面 >ロ クロヨコナデ・ 底部回転ヘラケズ リ後ナデ

内面 >ロ クロヨコナデ 焼成良好

上師器
外

5 YR6/4

にぶい橙g

破 ・拓 れ 。

φl～ 2nmの赤色粒子
揃 。

外面 >口 縁部 ヨコナデ後体部ヘラケズ リ・ 底部ヘラケズ リ

内面 >ヨ コナデ後ヘ ラ ミガキ

土師器

杯

5 YR6/4

にぶい橙[

石洪 。長石。メ識の
砂粒揃 。φ2～ 3

mmの赤色粒子を含
視

外面 >口 縁部ヨコナデ後体部ヘラケズリ。底部ヘラケズリ
内面>口 縁部ヨコナデ 。見込み部ナデ後ヘラミガキ

土師器

杯

5 YR6/4

こぶい燈色

破
。
節 釉 。

φl～ ‰mの赤色粒子
揃 。

外面 >口 縁部 ヨコナデ後体部ヘラケズ リ。底部ヘラケズ リ

内面 >口 縁部 ヨコナデ 。見込み部ナデ後 ヘラ ミガキ

須恵器

蓋
15.5

つまみ[

34 Ⅷ
雌

節 補 。
外面 >ロ クロヨコナデ 。つまみ部貼付
内面 >ロ クロヨコナデ 天丼部 自然釆h付着

須恵器

蓋

|.5YG4/]

著オリープ

灰色
長石を含む。

タト面 >ロ クロヨコナデ
内面 >ロ クロヨコナデ 天丼部 自然71h付 着
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図
号

挿
番 器  種

法   量
色 調 胎   土 調 整 備 考

口径 底 径 器高

1
須恵器

甕

5 YG5/1

オリープ

灰色

長石・φ3～ 4mmの
砂粒を含む。

外面 >平行 タタキ後部分的にナデ

内面 >ナデ (工具使用)

1
須恵器 ］

雄
71集・ 振 71場ダ含減]。

外面 >ロ クロヨコナデ後胴下半～底部回転ヘラケズ リ

内面 >ロ クロヨコナデ
底部 内面に自然釆h付着

1
土師器
甕

5 YR5/8

明赤褐色

破
。
長 7雪 場r含浸]。

φ l～ 211mc坊雀 粒 子

釉 。

外面>口 縁部ヨコナデ後胴部ヘラケズリ

内面 >ヘ ラナデ
日縁内面に煤付着

1
土師器

甕

5YR6/〔

橙色
71英 ・ 長 ヨコ

:を
ダ含減〕。

外面>口 縁部～頸部ヨヨナデ後胴部ヘラケズリ

内面 >ヨ コナデ

H9号住居址

H ll号住居址

土師器

外
丸 底

10R4/(
赤色

長石。砂粒を含む。
φl～ 2 mmの 赤 色
粒子・ 白色粒子を
含む。

外面>目 縁部ヨヨナデ後体部ヘラナデ後底部ヘラケズリ

内面>口 縁部ヨコナデ後体部ヘラナデ

27-2
上師器

外
丸底

10R4/[
赤色

φl-2 mmの 赤 色
粒子・ 白色粒子を
含む。

外面>口 縁部ヨコナデ後体部ナデ

内面>口 縁部 ヨコナデ後体部ヘラナデ

土師器
外

丸底
10R4/[
赤色

φl～ 2 mmの 赤 色

粒子・ 白色粒子を
含む

外面>口 縁部ヨコナデ後体部ナデ (一部工具使用)

内面 >日 縁部ヨコナデ後ナデ (一部工具使用)

須恵器

蓋

5PB2/1

青黒色
φl～ 2mmの 白色粒
子を含む。

外面 >ロ クロヨコナデ・ 天丼部ヘラお こし

内面 >ロ クロヨコナデ

土師器
外

11 3
5YR4ル

褐色

長石 。黒雲母 。

φl～ 2mmの 赤 色粒

子を含む。

外面>口 縁部ヨコナデ・体部～底部ヘラケズリ後ヘラミガキ

内面>口 縁部ヨヨナデ 。見込み部ナデ後ヘラミガキ

土師器

不
37

5YR4/{

褐色

長石・黒雲母・

φl～ 2mmの 赤色粒
子を含む。

外面>体部～底部に指頭圧痕残る。口縁部ヨコナデ

内面 >口 縁部ヨコナデ後ナデ
底部に木葉痕あり

土師器

外

5YR6/1

橙色

長石 。黒雲母・

φ2～3mmの 赤 色粒

子を含む。

外面 >体部ヘラケズリ後口縁部ヨコナデ

内面 >ナ デ後ヘラミガキ
内面 に黒斑 あ り。

土師器

不

7 5YR7/〔

にぶい橙趣

長石・砂粒・

φl～ 2mmの 赤色粒子
を多量含む。

外面 >底部ヘ ラケズ リ・ 口縁部 ヨコナデ

内面 >ナ デ後ヘラ ミガキ
内面黒色処理

土師器

杯

5YR6/(

橙色

長石・ 黒雲母・

φl～ 2mmの 赤 色粒

子を含む。

外面 >口 縁部 ヨコナデ・ 体部摩耗著 しく判別できなヽ

内面 >口 縁部 ヨヨナデ・ 体部ヘラナデ後 ヘラ ミガキ
内面黒斑 あ り。

31-7
土師器

卜形丸底箇

7.5YR5/1

にぶい褐

`

長石・ 黒雲母・

φl～ 2mmの 赤 色粒

子を含む。

外面>ナ デ後ヘラミガキ

内面>ヘ ラオサエ後ヘラミガキ
内面黒色処理

螂訪
10R5/8

赤色

黒雲母 。φl～ 2mm

の赤色粒子 を含
む。

外面>ナ デ後丁寧なヘラミガキ
内面>ヘ ラケズリ。外部接合部にしぼり目あり

螂酎
5YR6/`

こぶい橙色

石 英 。黒 雲 母・

φ3～ 4mmの 赤 色粒

子を含む。

外面>口 縁部 ヨコナデ後胴部ヘラケズリ

内面>口 縁部ハケメ後ヘラミガキ

土師器

鉢
12.2

5 YR6/6

橙色

黒雲母・φl～ 2mm

の赤色粒子・砂粒
を多量含む。

外面>口 縁部ヨコナデ 。胴部ヘラケズリ後ヘラミガキ

外面 >口 縁部ヨコナデ・胴部ヘラナデ後ヘラミガキ
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挿図
番号

器  種
法   量

色 調 胎   土 調 整 備 考
日径 底 径 器高

1-1

土師器

甕

5YR6/(

橙色

黒雲母・φ2～ 3mm
の 赤 色 粒 子・

φ2～ 5mmの 砂粒を
含む。

外面 >口 縁部 ヨコナデ 。胴部ハケメ後 ヘラケズ リ

内面 >口 縁部 ヨコナデ・ 胴部ハケメ

土師器
甕

5 YR6/8

橙色

黒雲母・φ2～ 3mm
の赤色粒子・

φ2～ 5mmの 砂粒を
多量含む。

外面 >胴部ナデ・底部外周ヘラナデ

内面 >ヘ ラナデ

1-1

土師器

甕

1 5YR5/(

明赤褐色

黒雲母・φl～ 2mm
の赤色粒子・

φl～ 2mmの 砂粒を
多量含む。

外面>ヘ ラケズリ後ヘラミガキ
内面>ハ ケメ後ナデ

1-1

土師器
甕

.5YR6カ

橙色

φ2～ 3mmの 赤色粒
子・φl～ 2■ mの 砂
粒を多量含む。

外面 >ナ デ

内面 >ナ デ
内面に黒斑あ り

H12号住居llL

H13号住居址

H14号住居址

H16号住居址

H17住居址

土師器

甕

5 YR7/3

にぶい燈色

φ2～ 3nmの 赤色粒
子を多量含む。白
色の粒子を少量含
む。

外面 >ナ デ

内面 >ナ デ

35-2
土師器

甑

5 YR6/3

にぶい橙色

φ2～ 3mmの 赤 色粒
子を多量含む。砂

粒を含む。

外面>ヘ ラケズリ
内面>ヘ ラナデ後ヘラミガキ

土師器

杯

5 YR6/4

にぶい橙亡

長石・砂粒を含む。

φ l～ 2 mmの赤色粒
子を含む。

外面 >体部ヘ ラケズ リ後 口縁部 ヨコナデ

内面 >見込み部 ナデ 。日縁部 ヨコナデ

須恵器

蓋

5B2/1
青黒色

白色粒子を含む。
外面 >天丼部ヘ ラケズ リ・ 口縁部 ロクロヨコナデ

内面 >ロ クロヨコナデ

土師器

外
15 3 ＹＲ６

馳

φl～ 2mmの 赤 色粒
子・長石・黒雲母
を含む。

外面 >磨耗著 しく不明

内面 >ヘ ラ ミガキ 内面黒色処理

土師器

碗

5YR5/1

ぶい褐E

φl～ 2mmの 赤色粒
子・長石 p石英・
黒雲母を含む。

外面 >体部指おさえ後 ナデ・ 口縁部 ヨコナデ

内面 >体部 ナデ・ 口縁部 ヨコナデ

土師器

甑 or鉢
17.0

5 YR4/6

赤褐色
φl～ 2mmの 赤色粒
子を含む。

外面>口 縁部ヨコナデ後胴部ナデ
内面>胴部ナデ後口縁部ヨコナデ

土師器

外
丸底

5YR5/1

明赤掲色

φl～ 2mmの 赤色粒
子を微量 。長石を
少量含む。

外面>体部ナデ・底部ヘラケズリ・ 口縁部ヨコナデ
内面>体部ナデ 。日縁部 ヨコナデ

土師器
小型甕

5YR7/(

ぶい澄色

φl～ 2mmの 赤 色粒
子を含む。砂粒を

多 く含む。

外面 >胴部ナデ (指頭圧痕残 る)・ 口縁部 ヨコナデ

内面 >ナ デ後ヘ ラナデ

土師器

高外 町
耗

φl～ 2mmの 赤色粒
子を多 く含む。 白

色粒子を含む。

外面 >l13部 ナデ後ヘラミガキ
内面>脚部ヘラケズリ
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図
号

挿
番 器  種

法  量

色 調 胎   上 調 整 備 考
口径 底径 器高

土師器

甕

7 5YR5/

にぶい褐t

φl～ 2mmの 赤色粒

子・長石・ 砂粒 を

含む。

外面 >胴部 ナデ・胴部下半ヘラケズ リ・ 口縁部 ヨコナデ

内面 >胴部ヘ ラナデ・ 口縁部 ヨコナデ

土師器
甕

5 YR7/3

にぶい橙色

φl～ 2mmの 赤色粒
子 。長石・砂粒を
含む。

外面 >胴部ハケメ後胴上半ナデ

内面 >胴下半部ハケメ

H18号住居址

H19号住居址

H20住居址

H21号住居址

器
杯

恵

台

須

高
10YG7/1

明縁灰色

φl～ 2mmの 黒色粒

子を含む。長石を

含む。

外面>体部ロクロヨコナデ・底部回転ヘラケズリ後高台貼付
内面>ロ クロヨコナデ

土師器
甕

7 5YR7/3

にぶい橙色
φl～ 2mmの 赤色粒
子・長石を含む。

外面 >口 縁部 ヨコナデ後胴部ヘラケズ リ

内面 >日 縁部 ヨコナデ後胴部ヘラナデ

須恵器

不
Ｍ
雌

φ2～肺mの黒色粒
子・砂粒を缶&

外面>ロ クロヨコナデ・底部回転ヘラケズリ

内面>ロ クロヨコナデ
見込み部にハケメ?

須恵器

外

N7/0

灰白色
φ2～ hnの 黒色粒
子・砂粒を含む。

外面 >ロ クロヨコナデ・ 底部ナデ

内面 >ロ クロヨコナデ
外面底部に成形時のハケメ?

土師器

不

5 YR5/4

にぶい

赤褐色
長石・砂粒を含む。

外面 >日 縁部 ヨコナデ後体部ヘラケズ リ

内面 >ナ デ後 日縁部 ヨコナデ
胎土 よく精練 されている。

土Flll器

小型甕

5 YR3/6

暗赤褐色

φl～ amの赤色粒子

'色
`,``吉

:t:」 lo fさ石・メ:早 tξ :重:

母を缶晩

外面 >口 縁部胴部ヘ ラケズ リ

内面 >口 縁部 ヨコナデ後胴部ヘラナデ

土製品
10YR4/1

褐灰色

φl～ hnの赤色粒子
う動 。類 ・砂粒
補 。

外面 >ナ デ
用途不明
土製紡水車 ?

土師器

甕

.5YR7/`

明褐灰色

φl-2mmの 赤色粒
子を徴量含む。φ
5 mmぐ らいの砂粒
を含む。

外面 >胴部ヘ ラケズ リ後 目縁部 ヨコナデ

内面 >胴部ヘ ラナデ後 口縁部 ヨコナデ

土師器

外

5 YR5/4

にぶい

赤褐色

φl～ 2mmの 赤色粒
子 。長石・黒雲母
を含む。

外面>口 縁部ヨコナデ・体部ヘラケズリ後ヘラミガキ

内面>口 縁部ヨコナデ・体部ヘラナデ後ヘラミガキ

土師器

外

5YR5/{

明赤褐色

φl～ 2mmの 赤 色粒

子・ 長石・ 黒雲母

を含む。

外面 >体部ヘ ラケズ リ後 口縁部 ヨコナデ

内面 >口 縁部 ヨコナデ後体部ヘラケズ リ

ro5-3 土師器

甕
72

5 YR6/6

橙色

φl～ 2mmの 赤色粒
子を徴量含む。長
石・砂粒を多量含
む。

外面>胴部・底部ヘラケズリ

内面>胴部ナデ・底部ヘラナデ
底部焼けむ ら

焼成良好

土師器

甕

5 YR4/6

赤褐色

φl～ 2mmの 赤色粒
子・砂粒を多量含
む。

外面 >底部ヘ ラケズ リ・胴部ナデ後ヘラ ミガキ

内面 >ヘ ラナデ
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H22号住居址

H23号住居址

H24号住居址

H25号住居 llL

H26号住居址

図
号

挿
番 器  種

法   量

色 調 胎   土 調 整 備 考
口径 底径 器 高

土師器

碗

5 YR4/6

赤褐色

φl-2mmの 赤 色粒

子を含む。 白色粒

子を含む。

外面 >体部ヘラケズ リ後 口縁部 ヨコナデ

内面 >ハ ケメ後体部ヘラナデ

土師器
小型甕

|.5YR5/(

明赤褐色

φ2～ 3mmの 赤 色粒

子を多量含む。 JFK

石を含む。

外面 >1同部～底部ヘラケズリ後口縁部ヨコナデ

内面>口 縁部ヨヨナデ後1同部～底部ヘラナデ

上師器
甕

5 YR5/6

橙色
φ2～ 3mmの 赤色粒
子・長石を含む。

外面 >胴部ハケメ後ヘ ラケズ リ。日縁部 ヨコナデ

内面 >口 縁部 ヨコナデ後胴部ハ ケメ

土師器

不
丸底

5 YR6/8

橙色
φl～ 2mmの 赤色粒
子を微量含む。

外面>口 縁部ヨコナデ後体部ヘラケズリ

内面>口 縁部ヨヨナデ・見込部ナデ後ヘラミガキ
胎土 よく精練 されている。

土師器
小型裂

5YR7/1

ぶい橙[
φl～ 2mmの 赤色粒
子を微量含む。

外面 >口 縁部 ヨコナデ・胴部ヘ ラケズ リ

内面 >口 縁部 ヨコナデ 。胴部ヘラナデ

土師器
小型裂

5YR7ル

ぶい澄[
砂粒を含む。

外面>口 縁部ヨコナデ後胴部ヘラケズリ

内面>口 縁部ヨヨナデ後胴部ヘラナデ

土師器
小型裂

10R4/8

赤色
砂粒を含む。

外面 >口 縁部 ヨコナデ後胴部ヘラナデ

内面 >口 縁部 ヨコナデ 。胴部ヘラナデ
焼成良好

土師器
甕

7 5YR7/

にぶい橙[

φl～ 2mmの 赤色粒
子を含む。砂粒を
含む。

外面 >口 縁部強い ヨコナデ・胴部 ナデ

内面 >日 縁部 ヨコナデ・ 胴部ヘラナデ

土師器
外

5 YR5/6

明赤褐色

φl～ ‰mの赤色粒子
をい 。長石・
砂粒含む。

外面>底部ヘラケズリ後ナデ・ 口縁部ヨヨナデ
内面>ヨ コナデ

須恵器

外

N5/0
灰色

長石を含む。
外面 >ロ クロヨコナデ・ 底部 ～底部外周回転ヘラケズ リ

内面 >ロ クロヨコナデ

土師器

外

5 YR6/8

橙色
黒雲母・ 白色粒子
を含む。

外面>丁寧なヘラミガキ

内面>丁寧なヘラミガキ

土師器

外

5 YR7/4

にぶい橙色
白色粒子・砂粒を
多量含む。

外面>底部ヘラケズリ

内面>丁寧なヘラミガキ

土師器

甕

5 YR4/4

にぶい

赤褐色

φ3～ 4mmの 赤色粒
子を含む。長石・

砂粒を含む。

外面 >ヘ ラケズ リ

内面 >ヘ ラナデ
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H27号住居址

H28号住居址

H29号住居址

図
号

挿
番 器 種

法   量
色 調 胎   土 調 整 備 考

日径 底 径 器 高

土師器

杯

5 YR6/6

橙色
φl～ 2mmの 赤色
粒子を含む。

外面 >口 縁部 ヨコナデ・ 体部ヘラケズ リ

内面 >ヘ ラミガキ
胎土 よく精練 されている。

土師器

杯
51

1 5YR2/〔

明赤褐色

φ2～ 3mmの 赤 色
粒子を徴量含む。
大粒の砂粒を含
む。

外面 >摩耗著 しく不明

内面 >摩耗著 しく不明

土師器

外
丸底

|.5YR5/〔

明赤褐色

φl～ 2mmの 赤 色
粒子を微量 。砂粒
を少量含む。

外面 >ヘ ラミガキ

内面 >ヘ ラミガキ
胎土よく精練されている。

土師器

外
丸底

5 YR6/8

橙色

φ2～ 3mmの 赤 色
粒子を微量・砂粒
を多量含む。

外面 >ナ デ後底部ヘ ラケズ リ・ 口縁部 ヨコナデ

内面 >ヘ ラ ミガキ

上師器

外
丸底

5 YR6/8

橙色

φl～ 2mmの 赤 色
粒子を多量・黒色
粒子を多量含む。

外面 >ヘ ラミガキ

内面 >ヘ ラミガキ

土師器

甕

5 YR7/8

橙色

φl-2mmの 赤 色
粒子を徴量含む。
大粒の砂粒を含
む。

外面 >口 縁部 ヨコナデ後胴部ヘ ラケズ リ

内面 >口 縁部～胴部ヘ ラナデ後 口縁部 ヨコナデ後頸部 ヘ ラ

ケズ リ

土師器
小形甕

5 YR7/4

にぶい橙t
砂粒を含む。

外面 >胴部ナデ・ 底部ヘラケズ リ

内面 >ヘ ラナデ

鰯訪
剛
艶

φl～ 2mmの 赤 色
粒子を多量含む。
砂粒を含む。

外面>外部ヨコナデ・脚部ヘラナデ

内面>ヘ ラミガキ

上師器

高不

1 5YR5/〔

明赤褐色

φl～ 2mmの 赤 色

粒子・ 白色粒子を

多量含む。

外面>ナデ後ヘラミガキ

内面 >ヘ ラケズリ

72-1
土師器

外
15.2 丸 底

1 5YR5/(

明赤褐色
φ2-3mmの 赤 色
粒子を多量含む。

外面>日 縁部ヨコナデ後体部ヘラケズリ
内面>体部ヘラミガキ 。日縁部ヨコナデ 胎土よく精練されている。

土師器

外
丸底

1 5YR5/(

明赤褐色

φl～ 2mmの 赤 色
粒子を徴量含む。
長石。砂粒含む。

外面>体部ハケメ後底部ヘラケズリ・ 口縁部ヨコナデ

内面>体部ヘラミガキ 。日縁部ヨコナデ

上師器

壺

5 YR7/8

こぶい橙色

赤 色粒 子 を微 量

含む。長石・砂粒

含む。

外面 >口 縁部 ヨコナデ

内面 >口 縁部 ヨコナデ後ヘラ ミガキ・頸部指頭圧痕 とハケメ

が残 る。

土師器 5 YR7/8

こぶい橙

`

長石・砂粒含む。
外面 >口 縁部 ヨコナデ

内面 >口 縁部 ヨコナデ・ 胴部ハケメ

土師器

甕

5 YR6/8

橙色
白色粒子・砂粒を

多量含む。

外面>胴部ナデ 。底部ヘラケズリ

内面>ナデ

土師器 5 YR7/6

橙色
長石・砂粒を多量
含む。

外面 >ナ デ

内面 >ナ デ

土師器

外
剛
馳

φl～ 2mmの 赤 色
粒子を含む。

外面 >体部ナデ後体部下半ヘラケズ リ。口縁部ヘラ ミガキ

内面 >ヘ ラ ミガキ
内面黒色処理
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挿図
番号

器  種
法  量

色 調 胎   土 整調 備 考
口径 底径 器高

土師器
甕

5YR8/4

浅黄橙色

φ3～ 4mmの 赤色粒
子・黒色粒子を含
む。

外面 >胴部ヘラケズ リ。口縁部 ヨヨナデ

内面 >胴部ハケメ後 ナデ・ 口縁部 ヨコナデ後ヘラ ミガキ
口縁部に沈線状の段がある。

H30号住居址

H31号住居址

土師器

外
丸底 53

5 YR6/8

橙色

φ3～ 4n■ の赤色粒
子を徴量含む。白
色粒子・砂粒を含
む。

外面>体部ヘラケズリ後ヘラミガキ・ 口縁部ヨコナデ

内面>見込み部ナデ・ 口縁部ヨコナデ後ヘラミガキ

土師器

鉢
93

5 YR7/3

こぶい橙色

φ2～ 3mmの 赤色粒
子を含む。白色粒
子・砂粒を含む。

外面 >日 縁部ハケメ・胴部ナデ後ヘラ ミガキ

内面 >日 縁部ハケメ・ 1同 部～底部ヘラ ミガキ

77-3
土師器 5YR6/6

橙色

φ2～ 3mmの 赤色粒
子を多量含む。白
色粒子・長石を多
量含む。

外面>口 縁部ヨコナデ・胴部ヘラケズリ後ヘラミガキ

内面>口 縁部ヨコナデ後ヘラミガキ・胴部ヘラナデ

土師器
小形甕

5 YR6/8

橙色

φl～ 2mmの 赤色粒
子を含む。白色粒
子・砂粒を含む。

外面>日 縁部ヨコナデ後胴部ヘラケズリ後ナデ

内面>口 縁部ヨコナデ後胴部ヘラナデ

77-5
土師器

甕

5 YR6/4

にぶい橙[

φ2～ 3mmの 赤色粒
子を含む。白色粒
子を含む。

外面 >口 縁部 ヨコナデ後胴部ナデ

内面 >日 縁部 ヨコナデ・ 胴部ハケメ

77-6
土師器

甕

5 YR6/6

橙色

φ2-3mmの 赤 色粒

子・ 白色粒子を多

量含む。

外面 >胴部ヘラケズ リ後上半のみナデ後 口縁部 ヨコナデ

内面 >口 縁部 ヨコナデ 。
1同 部ヘ ラナデ

土師器

杯

5YR6/,

灰褐色

φ2～ 3mmの 赤 色粒

子を多量含む。 白

色粒子を含む。

外面 >口 縁部 ヨコナデ・胴部ヘラケズ リ

内面 >丁寧なヘラ ミガキ

上師器

高不

5 YR7/8

橙色

φl～ 2mmの 赤色粒
子を含む。白色粒
子・砂粒を含む。

外面>脚端部ヨコナデ後脚柱部ヘラケズリ

内面>ヘ ラナデ
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4号井戸址

Ml号溝状遺講

Dl号土坑

D3号上坑

挿図
番号

器  種

法   量
色 調 胎  土 調 整 備 考

日径 底径 器 高

須恵器

蓋

N3/0
暗灰色

白色粒子を含む。
外面 >ロ クロヨコナデ・ 天丼部回転ヘラケズ リ

内面 >ロ クロヨコナデ
外面に自然釉付着

上師器
甕

7.0
5YR8/1

灰自色
長石を含む。

外面 >胴部ヘラナデ後ヘラケズ リ・ 底部ヘ ラケズ リ

内面 >ヘ ラナデ

須恵器

不

75Y6/1
灰色

白色粒子を含む。
外面>底部ヘラおこし後ナデ

内面>ロ クロヨコナデ

須恵器

外
簡
艶

Ｎ

灰 長石 。石英を含む。
外面>ロ クロヨコナデ 。底部回転ヘラケズリ後ナデ

内面>ロ クロヨコナデ
胎土よく精練されている。
内面見込み部磨かれている。

土師器

杯

5 YR7/4

にぶい橙色

φl～ 2mmの 赤色粒

子を多量含む。石

英・ 砂粒を含む。

外面>口 縁部ヨコナデ後体部ヘラケズリ・底部ヘラケズリ

内面>ヨ コナデ

須恵器

高台外 卿鮨
長石・砂粒含む。

外面>ロ クロヨコナデ・底部回転ヘラケズリ後高台貼付
内面>ロ クロヨコナデ

還元焔不足で赤化

器
壷

恵

頸

須

短
N3/0

暗灰色
白色粒子を含む。

外面 >ロ クロヨコナデ

内面 >ロ クロヨヨナデ
内外面に自然釉付着

須恵器

壺 岬
幅

白色粒子を含む。
外面>ロ クロヨコナデ・底部回転ヘラケズリ後高台貼付
内面>ロ クロヨコナデ

底部に「 ノ」のヘラ記号

器
壷

恵

頸

須

長
N3/0

Fnt灰色
白色粒子を含む。

外面 >ロ クロヨコナデ

内面 >ロ クロヨコナデ
外面に自然釉付着

須恵器

甕

10YR8/3

浅黄橙色
φ2～ 3mmの 赤 色粒

子 。長石を含む。

外面 >胴部平行 タタキメ・ 口縁部平行 タタキメ後 ヨコナデ

内面 >胴部ヘ ラナデ・ 口縁部 ヨコナデ

須恵器

甕

N3/0

暗灰色
白色粒子を含む。

外面 >胴部平行 タタキメ後 ヨコナデ 。日縁部 ヨコナデ

内面 >Л同部同心円タタキメ後 ヨコナデ・ 口縁部 ヨコナデ

須恵器
甕

5YG5/1

オリープ

灰色
白色粒子を含む。

外面 >胴部平行 タタキメ後 ヨヨナデ・頸部 ヨコナデ

内面 >胴部ナデ・頸部 ヨコナデ

11
須恵器

甕

1 5YG5/]

オリープ

灰色
白色粒子を含む。

外面 >胴部平行 タタキメ後 ヨコナデ・ 頸部 ヨコナデ

内面 >ヨ コナデ

l
土師i器

鉢

5 YR6/6

橙色

φ2～ 3mmの 赤色粒
子を含む。長石・

砂粒を含む。

外面>日 縁部ヨコナデ後胴部ヘラケズリ

内面>日 縁部ヨコナデ後胴部ヘラナデ

土師器

碗

5 YR6/6

橙色

φl～ 2mmの 赤色粒
子 。白色粒子を含
む。

外面>丁寧なヘラミガキ

内面>口 縁部ヨコナデ後丁寧なヘラミガキ 内面黒色処理
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図
号

挿
番 器  種

法   量

色 調 胎   土 調 整 備    考
目径 底径 器高

土師器

甕

5 YR7/3

にぶい橙色

φl～ hmの赤色粒子
を含む。自色粒子・

節 痴 。

外面 >日 縁部ハケメ後胴部ヘラケズリ後ナデとヘラミガキ

内面>口 縁部ハケメ後胴部ヘラナデ

土師器
甕

5 YR6/3

にぶヽ鼈色

φl～ ‰mの赤色粒子
を含む。白色粒子・
賭 補 。

外面 >胴部・ 底部ヘ ラケズ リ

内面 >胴部～底部ヘラナデ
底部～胴部煤付着

遺構外出土遺物

須恵器

蓋
11 2

25Y5/1
黄灰色

φ2～ 飾mの黒色粒子
を知 。

外面 >ロ クロヨコナデ 。天丼部回転ヘラケズ リ

内面 >ロ クロヨヨナデ

須恵器

外

プ

色

５Ｙ

灰
白色粒子を多量含

視

外面 >ロ クロヨコナデ・ 底部手持ちヘラケズ リ

内面 >ロ クロヨコナデ
底部内外面 にタタキメ残 る。

内面火だす き有 り。

上師器

外

'5YR8/`

浅黄橙色
φl～ ‰nの赤色粒子
動 。

外面 >体部ナデ・ 口縁部ヨコナデ

内面>ヘ ラミガキ
胎土よく精練されている。
口縁部に有段

土師器
甕

丸底
5YR8/`

浅黄橙色

φl～ hmの赤色粒子
釉 。節 ・砂粒
綸 む。

外面 >ヘ ラケズ リ

内面 >ハ ケメ

土師器
ロクロ甕

5YR8/ι

浅黄橙色

φl～ んmの赤色粒子
を缶島 長石・砂粒
動 。

外面 >ロ クロヨコナデ後底部静止糸切 り。
1同 部下半ヘラケズ

内面>ロ クロヨコナデ
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玉類観察表(1)

挿図
番号

種   類 材   質
最大径
(cm)

径
＞

穴
くｃ

最大厚
(cm)

重 量
(g) 欠損状態 出土遺構 出上位置 備 考

24-18 管   玉 碧   玉 <112> 側面一部欠損 H8号住居班L 覆  土

32-7 管  玉 碧   玉 完形 H ll号住居 llL 覆  上

32-8 模造品
紡錘車

滑   石 <1 1> <173> 1/4残存 表面に直線状の亥lみあり

32-9 臼  玉 滑   石 ほぼ完形 側面粗い ミガキ

32-10 ほぼ完形

32-11 完形

32-12 クま,ゴ笑り杉 床  直

32-13 ほぼ完形

32-14 ほぼ完形 床  直

32-15 <070> 一部欠損 床  直

32-16 ほぼ完形 床  直

32-17 完形 覆  土

32-18 <037> 一部欠損 床  直

32-19 く0.39> 一部欠損
表面に直線状の刻み
側面粗い ミガキ

32-20 <08) く0_28> 一部欠損 床  直

32-21 一部欠損

32-22 ほぼ完形 床  直 側面粗 い ミガキ

32-23 く024> 一部欠損 覆  土

32-24 <03> 1/2残存 貼 床 内

32-25 完形 覆  土

32-26 19> 一部欠損 床  直

32-27 く01> く007> 一部欠損 床  直

52-2 日  玉 滑   石 11 07 完形 H20号住居 j■ カマド内 側面研磨

52-3 11 ほぼ完形

52-4 1.1 完形

52-5 完形

52-6 <05> 一部欠損 側面粗 い ミガキ

52-7 07 <0_5> 一部欠損

52-8 一部欠損

52-9 ほぼ完形 覆  土 側面研磨

52-10 07 ほぼ完形 床  直

52-11 <03> く024> 一部欠損

52-12 ほぼ完形

55-5 自   玉 滑   石 ほぼ完形 H21号住居址 床  直 側面粗い ミガキ

55-6 一部欠損 側面研磨

57-5 管   玉 碧   玉 2 92 完形 H22号住居塩L 貼 床 内

67-5 勾 玉 ? 土   製 <24> 一部欠損 H26号住居址 Pl内

67-6 自  玉 滑   石 ほぼ完形 カマド内 側面粗い ミガキ
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玉類観察表は)

挿図
番号

種   類 材   質
最大径
(cm)

径
＞

穴
＜ｃ

最大厚
(cln)

重 量
(g) 欠損状態 出土遺構 出上位置 備 考

67-7 臼  玉 滑   石 ほぼ完形 H26号住居址 貼 床 内 側面粗い ミガキ

70-10 日  玉 滑   石 05 完形 H27号住居歯L 床  直 側面研磨

70-11 03 完形

70-12 完形

70-13 完形

70-14 完形

70-15 完形

70-16 02 完形

70-17 完形

74-5 模造品
円 板

滑   石 <07> <01) く0.97> 1/3残 存 H29号住居址

100-6 自  玉 滑   石 <07> <0.60> 一部欠損 カー 8 Gr 側面粗い ミガキ

100-7 く053> 一部欠損 表採
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第 V章 察

第 1節 調査の総括

ここでは、今回の調査に当たっての所感 を述べ、検出された遺構 。遺物について簡単にまとめ

て調査の総括 としたい。

寺添遺跡の発掘調査は、野沢地籍における暫 くぶ りの発掘調査であった。野沢地籍周辺の沖積

低地は、昭和40年代から50年代前半を中心に過去何度かの発掘調査が行われ、おもに古墳時代後

期の竪穴住居址が検出されている。これら調査は水田の圃場整備に伴うものであったが、発掘調

査は開発面積に対 して十分な面積が確保されず消滅 していった埋蔵文化財 も多かった。

今回の調査においても圃場整備終了後の地籍である為、遺跡の存在は疑間視 される向きもあっ

た。 しか し、試掘調査の結果は開発面積全体に遺構が広が り、20001n2に 対 して竪穴住居址32軒 と

いう遺構密集地域であることが解った。この様に遺跡が良好な状態で残存 したのは、おそらく今

日の圃場整備の造成工事が削平の後客土を行 う工法が主流であるのに対 し、この野沢・桜井 0跡

部等の地籍は平地だった為、旧水田面にそのまま盛土を行 うといった工法がとられた為 と考えら

れる。このことから、今 日でも千曲川西岸の水田下には遺跡の存在が確実であり、今後 も開発に

あたっては試掘調査 を行う必要性 を痛感 した調査であった。

(1)遺構

今回の調査では竪穴住居llL29軒、掘立柱建物l■ 6棟、井戸址 4基、溝状遺構 1本、土坑 3基が

検出された。ここでは竪穴住居址を中心に、集落変遷 。住居llL規模・炉 とカマ ドなどについて三

塚遺跡の住居址 3軒 を合め合計32軒 についてまとめてみたい。検出された遺構の所産時期は出土

遺物 より以下のように類推 した。

5世紀後半   H90H17・ H28

6世紀前半   H6・ Hl10 H140 H210 H27・ H300三塚Hl

6世紀後半   H22・ H260三塚 H3

7世紀前半   H12

7世紀後半   H20H190H23

8世紀代    H50H80H180D10三 塚H2

中 世    1号 ～ 4号井戸址 。三塚土坑状遺構

時期不明    H10H3・ H40H7・ H13・ H160H200H240H25

(H290H310 Fl～ 60M10D20D3
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5世紀後半

6世紀前半

6世紀後半

7世紀前半

7世紀後半

8世紀前半

第101図  寺添遺跡集落変遷図
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寺添遺跡集落変遷

各 7期の竪穴住居址の変遷は第101図 に示 したようになる。今回の調査は、2000ピ という発掘

面積から集落址全体を把握するまでにいたっていないが、寺添遺跡は5世紀後半より集落が営ま

れ 8世紀代まで村落を形成する。その後いったん生活の痕跡はなくなるが、中世になって水汲み

場的な場所 として再び利用される。このことから当地籍は古墳時代中期より奈良時代頃まで水害

等 もなく比較的安定した土地であり、集落形成に適していたことが推定される。

竪穴住居址規模 と主軸方位

まず住居址の平面規模であるが、 5世紀後半から6世紀代までは住居址規模にさほどの格差は

ない。 7腱紀代になると前代に比べ竪穴住居址の規模が縮小する。また、 8世紀代は大型の住居

址と小型の住居lll_の規模差が明瞭になる (多少の時期差あり)。 以前より古代律令期に入ると竪

穴住居址規模が縮小することが言われているが当遺跡も同様の変化がみられる。

住居址の主軸方位は 3例 を除くとN-20° ～50° ―Wの範囲に収まる。各時期によるかたよりは

みられず時代を通じて同じ方向性をもって住居址が構築されている。カマ ドも1例 を除いて北側

壁に構築されており、住居址構築の条件が各期を通じてほとんど変化していないことが推定され

る。このことは集落形成時の何らかの規制によるものか、あるいは季節風等の自然条件によるも

のか現状では不明である。

炉とカマ ド

炉は本遺跡から6例が調査された。所産時期の推定できるものは2軒のみで、 5世紀後半と6

世紀前半の 1例ずつである。検出位置はいずれも北壁側の主柱穴間にあり枕石を伴うものもある。

カマ ドは18例が調査された。形態は先章で少 し前述 したが、 2種類に大別される。まずAタ イ

プとしては、煙道部が住居址壁よりも飛び出す形態のカマ ドで、焚口部及び火床面が住居址床面

よりも一段低い位置で検出されている。このタイプは 7例が調査されており、代表例 としてH5

号住居址があげられる。次にBタ イプとしては、煙道部が住居址壁よりも飛び出さない形態のカ

マ ドで、焚田部及び火床面が住居址床面よりも一段高い位置で検出されている。このタイプは11

例が調査されており、代表例 としてH ll号住居址が上げられる。 (し かしBタ イプ も煙道部の形

態は、H23号住居址カマ ド例のように本来は外側に伸びる形態を呈すると考えられるが、遺構確

認面の高さにより浅い煙道部は削平されてしまったものと考えられる。)こ のBタ イプは周辺遺

跡の市道遺跡、上桜井北遺跡などでも確認されている。この 2種類のカマ ドは各期を通して存在

するが、他の遺跡も視野にいれるとAタ イプは 7世紀後半代より主体的な形態となり、Bタ イプ

は 5世紀後半より6世紀代が主体的に構築される形態のようである。
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(2)遺物

寺添遺跡は竪穴住居址から古墳時代 (5世紀後半から8世紀代)を 中心にした遺物が出土して

いる。ここでは、当遺跡出土の上器について分類・編年的位置付けを行い、その様相について述

べたい。なお、先に述べた各遺構の所産時期はこの位置付けより行った。

現在、佐久地域の古墳時代の上器編年はまだ確立されたとは言えないが、各遺跡によっての考

察が重ねられ資料の蓄積がはかられつつある。このような成果により在地の上器変化もおぼろげ

ながら半J明 しつつあり、これらの研究を援用しつつ当遺跡の各期設定を行ってみたい。しかし、

寺添遺跡においては対象とする出土遺物の量から在地土器変化のみの設定は難 しく、よって今回

は陶邑古窯址群の須恵器編年を中心に須恵器模倣土師器不の形態変化を時期設定の根拠とした。

各期は四半世紀や二時期区分などの詳細な設定が困難だったため半世紀、Ⅶ期区分 とした。

I期 (5世紀後半)

当期は須恵器不蓋模倣不が出現する前段階で、古墳時代中期いわゆる「和泉期」と呼ばれる時

期に相当すると考えられる。

不は口縁部の形態差により3種類に分けられる。まず口縁部が素回の不、同じく口縁端部が面

取を施 した不、そして口縁端部が屈曲し立ち上がる不である。いずれも法量差はあるが、調整は

内外面とも丁寧なミガキが施されている。

壺は全体像を把握できる資料に恵まれないが、口縁部に稜を有するものと素口のものとがある。

胴部は球形を呈 している。

高不は脚部のみであるが、脚部は柱状に発達しておらず「八」字状に広がる。

甕 0甑 などは不明である。

II期 (6世紀前半)

当期は須恵器不蓋模倣不が出現するが前段階の不も混在する期で、古墳時代後期いわゆる「鬼

高期」と呼ばれる時期に相当すると考えられる。

不は前段階の碗型の不が存在するが、器厚が増 し調整もミガキが減少 しナデ及びヘラケズリの

多用が目立つ。須恵器不蓋模倣不はH30-1の様に須恵器不蓋を細部に至るまで忠実に模倣 した

ものから、形態のみ模倣 している物など多様であるが、全体に成形 。調整が丁寧でミガキなどを

施す。

壺は資料がなく不明である。

甕も完形資料に恵まれないが、口縁部から頸部があまり屈曲せずに立ち上が り、胴部はやや胴

張 りである。調整は外面ヘラケズリ、内面ナデを施すものが多い。
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甑は形態により2種類ある。まず、小甕底部を穿子Lし た様な形態のものと、鉢底部を穿子Lし た

ような形態のものである。どちらが主体的な甑かは不明である。

高不は前段階とほぼ同様である。

III期 (6世紀後半)

当期は須恵器不蓋模倣不が不類の中で主体を占め、前段階の碗型の不が消滅する期で古墳時代

後期と考えられる。当遺跡では良好な資料に恵まれず不明瞭な部分が多い。

不は須恵器模倣の土師器不が主体であるが、 II期 に比べ口縁部が外反傾向にある。また、体部

に稜をもたず底部より口縁部が直線的に外反する不もみられる。

甕は口縁部がやや外反するようになり、胴部も長胴化 している。調整は縦方向のヘラケズリが

多用される。

高不 0甑 などは不明。

Ⅳ期 (7世紀前半)

当期は須恵器不蓋模倣の不が不類の中で主体性を示すが、法量的に縮小し調整もヘラケズリの

多用が目立つ時期であり古墳時代後期に相当する。しかし、当遺跡では当該期資料が少量で詳細

については不明であり、期設定にも疑間が残るがftL遺 跡の事例 も参考にしⅣ期としておく。

V期 (7世紀後半)

当期は半球形の上師器不が出現 し不類の主体を占め、須恵器模倣不の減少を特徴 とする期で古

墳時代後期から終末期に相当する。

塔は須恵器模倣不が減少し、前代に比べますます法量が縮小 している。体部の稜 もほとんど不

鮮明となり、調整も体部ヘラケズリ。口縁部ヨコナデが主流となる。半球形の土師器不は、口縁

部が素日のもので「和泉期」にみられた碗型の不とよくにる。法量は大 。中 。小の 3種類が認め

られ、他遺跡においては内面黒色処理されたものも目立つ。胎土はよく精錬されたものが多く、

調整は体部ヘラケズリ、口縁部ヨコナデを施す。

甕は長胴甕が主体で、最大径を胴部上半に有する。調整は胴部外面が縦方向のヘラケズリを主

流 とするが、器厚が薄 く斜め方向のヘラケズリを施す甕もごく少量見受けられる。

Ⅵ期 (81士紀代 )

当期は不類の中でロクロ成形の須恵器不が主体を占め、甕もいわゆる「武蔵甕」といわれる形

態が主流となる時期である。今回Ⅵ期は 8世紀代としたが当遺跡の資料は 8世紀前半代と考えら
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れ、また各遺構で若千の時期差 も考えられる。

不は平底の上師器不が主体であり、前段階の半球形の不は姿を消す。また、多様な形態の須恵

器不 も普遍的に存在する。

甕は口縁部外反が きつ く、器厚が薄い土師器甕が主体で、調整 も斜め方向のヘラケズ リとなる。

以上、当遺跡竪穴住居址出上の上器についてまとめてみたが、資料数の制約から編年的位置付

けもおのづ と限界があったと考える。また、実年代においては現在の須恵器編年に従ったが、今

日その実年代の根拠 も揺れ動いている為、今後は陶邑古窯l■群の須恵器編年をも十分加味するも

のの、周辺遺跡 も含めた形で地域での在地上器の変化を詳細に観察 し陶邑須恵器編年に頼 らない

在地地域の上器型式変化による編年作成が重要 となろう。

〈参考文献〉

小諸市教育委員会   1994 『東下原 。大下原 0竹花 。舟窪 。大塚原』
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佐久市教育委員会   1987 『JL西 の久保』

1992 『国道141号線関係遺跡』

1989 『前田遺跡 (第 I・ I10Ⅲ次 )』

1986 『大井城』

1976 『市道』

1978 『上桜井北』

1975 『三塚』

田辺昭二       1981 『須恵器大成』

中村 浩       1980 『陶邑』 I・ II・ III

花岡 弘 。西山克巳  1994 『東国土器研究 4』  東国土器研究会
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第 2節 奪添遺跡から出上 しだ本材および種実の間定

パ リノ 0サ ーヴェイ株式会社

はじらわに

佐久盆地および周辺地域で 1は、縄文時代から平安時代までの焼失家屋から出土する、住居構

築材 と考えられる炭化材 を中心に分析調査が行われてきた (パ リノ 。サーヴェイ株式会社,1992,

1993な ど)。 これらの調査により、住居構築材にFtlし ては用材選択の傾向などが明らかにな りつ

つある。 しか し、住居構築材以外の用途については、樹種 を明らかにした例がこれまでに少ない。

一方、植物食料に関 しては、小諸市竹花遺跡や鋳物師屋遺跡等で出土 した種実の種類が明らかに

されている。 (パ リノ・サーヴェイ株式会社,1994a,1994b;氏原,1988)。

寺添遺跡では、平安時代および中世の井戸などが検出され、その構築材等や井戸内から食糧 と

考えられる種実も出上 している。本報告では、これらの本材の樹種や種実の種類 を明らかにし、

用材選択や植物食に関する資料を得 る。

1,木材の樹種

(1)試料

試料は、中世の井戸 (3号井戸址 04号井戸址)か ら出上 した井戸構築材など19点 である。各

本製品の詳細については、樹種同定結果 と共に表 1に記 した。

(2)方法

剃刀の刃を用いて、試料の本 国 (横断面)。 柾 目 (放射断面)・ 板目 (接線断面)の 3断面の徒

手切片を作製する。切片は、ガム・クロラール (抱水クロラール・アラビアゴム粉末 。グリセ リ

ン 。蒸留水の混合液)で封入 し、プ レパラー トとする。プ レパラー トは、生物顕微鏡で木材組織

の特徴を観察 し、種類を同定する。

(3)結果

試料は、全てヒノキ属であった (表 1)。 解音1学的特徴などを以下に記す。

・ ヒノキ属 (Chamaecyparis sp。 ) ヒノキ科

早材部から晩材部への移行は緩やか～やや急で、晩材部の幅は狭い。樹脂細胞は晩材部に限っ

て認められる。放射組織は柔細胞のみで構成され、柔細胞壁は滑 らか、分野壁子Lは ヒノキ型で 1

～ 4個。放射組織は単列、 1～ 15細胞高。
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遺  構 遺物番号 時  代 用 途 な ど 樹  種

3号井戸址 89-1 中 世 井戸材 ? ヒノキ属

3号井戸址 89-2 中 世 井戸材 ? ヒノキ属

3号井戸址 89-3 中 世 井戸の上屋材? ヒノキ属

3号井戸址 89-4 中 世 井戸材 ? ヒノキ属

3号井戸l■ 89-5 中 世 井戸材 ? ヒノキ属

3号井戸址 89-6 中 世 木製品 (用途不明) ヒノキ属

3号井戸址 89-7 中 世 木製品 (用途不明) ヒノキ属

3号井戸址 試料 4 中 世 井戸の覆土中の木材 ヒノキ属

3号井戸l■ 試料 5 中 世 井戸の覆土中の木材 ヒノキ属

3号井戸址 試料 6 中 世 井戸の覆土中の本材 ヒノキ属

3号井戸址 試料 7 中 世 井戸の覆土中の木材 ヒノキ属

3号井戸址 試料 9 中 世 井戸の覆土中の木材 ヒノキ属

3号井戸址 試料10 中 世 井戸の覆上中の木材 ヒノキ属

3号井戸址 試料 11 中 世 井戸の覆土中の木材 ヒノキ属

3号井戸量 試料 14 中 世 井戸の覆土中の木材 ヒノキ属

3号井戸址 試料 15 中 世 井戸の覆土中の木材 ヒノキ属

4号井戸址 試料 1 中 世 井戸の覆土中の木材 ヒノキ属

4号井戸址 試料 2 中 世 井戸の覆上中の木材 ヒノキ属

4号井戸址 試料 3 中 世 井戸の覆土中の木材 ヒノキ属

表 1 樹種同定結果

(4)考察

2基の井戸から出土 した井戸材などの本材は全てヒノキ属であった。本地域では、これまでに

井戸材について樹
・
種 を明 らかにした例がほとんどないが、他地域の結果ではヒノキ属は井戸材に

多数確認されている。 (島地 。伊東,1988;夕｀
東,1990)。 井戸に使用する本材は、常に水に浸か

るか湿った環境に置かれることになるため、耐水性 0耐湿性に優れていることが必要である。ヒ

ノキ属は日本産木材の中でも特に耐水性 。耐湿性が高い本材の一つであり、このことが多用され

た背景にあると考えられる。このことと、試料が全てヒノキ属であったことを考慮すれば、用途

不明の試料についても井戸にFtl連 する用途に使用された可能性は高い。

本地域では、中世の本材利用に関する資料はほとんど知 られていない。平安時代までの資料を

みると、住居構築材にはクヌギ節 。コナラ節を中心 とした落葉広葉樹が多用される傾向にある

(パ リノ 。サーヴェイ株式会社,1988,1989,1992,1993,1994aな ど)。 このことか ら、使用 目的

によって用材選択に違いがあったことが推定される。 しか し、時代によって用材選択が変化 した

可能性 もあ り、今後の課題 として残される。中世の構築材に関する資料のさらなる蓄積が望まれ

る。
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2,種実の種類

(1)試料

試料は 8世紀代の土坑 (Dl)内 と中世の井戸 (2号井戸址 。4号井戸址)の覆土中から検出

された炭化種子である。Dlは種実の破片が約10点 、 2号井戸址には 5点、 4号井戸址には25点

前後の種実が認められた。

(2)方法

肉眼および双眼実態顕微鏡で形態的特徴 を観察 じ、種類の同定を行う。

(3)結果

同定の結果、Dlは モモ、 2号井戸址はスモモ、 4号井戸址はオオムギに同定された。なお、

Dlで は当社にて破片を接合 した結果、10点 の破片が 2点の種実になることがわかった。以下に

形態的特徴について記す。

・オオムギ (HOrdeum valgale L.)  イネ科オオムギ属

胚乳が検出された。炭化 してお り、大 きさ 6 mm程度。紡錘形で先端部は尖 り基部は丸い。片面

には 1本の深い溝があ り、その反対側の基部には胚の痕跡がありまるくくぼむ。

・スモモ (Pruns salicina Lindl.) バラ不斗サクラ属

核 (内果皮)が検出された。黒褐色。大 きさは l cm程度。核の形は円形で扁平である。一方の

側面にのみ、縫合線が顕著に見 られる。表面は浅い くぼみが不規貝1にみられる。

0モ モ (Prunus parsica Batsch) バラ科サクラ属

核 (内果皮)が検出された。いずれも破損 している。黒色で大 きさ 2 cm程度。核の形はほぼ円

形でやや扁平である。基部は丸 く大 きな膀点がありへこんでお り、先端部はやや尖る。一方の側

面にのみ、縫合線が顕著に見 られる。表面は、不規則な線状の くぼみがあり、全体 としてあらい

しわ状にみえる。

(4)考察

今回検出された種類はいずれも可食植物で、古い時代に渡来 した栽培植物 とされている。今回

の結果から、これらの植物が遺跡周辺で栽培・利用されていたと考えられる。佐久盆地周辺では、

小諸市の竹花遺跡 。東下原遺跡 0鋳物師屋遺跡 より、出土 した古墳時代から平安時代までの種実

に、栽培植物のモモ・スモモ 。イネと周囲に生育 していた可能1生があるオニグル ミが確認されて

いる (氏原,1988;パ リノ・サーヴェイ株式会社,1994a,1994b)。 これらの結果か ら、少な

くともモモは古墳時代、スモモは奈良時代には栽培が始 まっていたことが示唆される。オオムギ

については、これまでの ところ出土例が知 られていないが他の種類の栽培が始まった時期を考慮

すれば、中世以前に栽培が開始 している可能性がある。さらに多 くの遺跡で類夕1を 蓄積 したい。
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第 3節 催久市奪添遺跡曲上の獣骨 :こ のいて

群`馬
県立大間々高校教諭  宮崎 重雄

1,ウ マ (Equus cabalus)

本遺跡からは、 2頭分の,馬歯 。馬骨が出上 している。それぞれここでは 1号 J馬、 2号 ,馬 と呼ぶ。

1号 :馬 (MMT― H6,6世紀前半)は、上顎および下顎の左右の全臼歯各 6本、計24本が検出

されている。破損がひどく、かろうじて原形をとどめているのは数本にすぎない。 したがって歯

の詳細な形態を知ることはできない。

歯の出土状況をみると、下顎の歯は、いずれも右方向に横倒 しになっていて、咬合面を右に、

歯根側を左にむけている。すなわち、右歯列の歯は舌俣1を上に向け、左歯列の歯は頼側を上に向

け、右歯列 を左に、左歯列 を右 にして両者並走 している。上顎の歯 も同様 に右方向に横倒 しに

なっていて、右歯列を右に、左歯列が左 して、両者並走 している。このことから、この馬は、当

初、左頼を下にして、右頼 を上にして埋められたことがわかる。土中における腐食崩壊過程で、

下顎では上にあった右歯列が左歯列の左棋1に並置する結果 とな り、上顎では、上にあった右歯列

が左歯列の右薇1に並置することになったと理解される。上顎骨、下顎骨 ともわずかながら残存 じ

ていた。

この,馬 の体高は、上顎後自歯が72.Ommと 計測され、西中川。松元 (1991)の データに照合すると、

トカラウマに相当し、小型在来馬程度が推定される。歯冠高に基づいて、Levine(1982)の推定

法でえられる年齢は 8-9才である。いずれの歯 も不正咬合 もな く、健康的である。性別は大歯

の植立部位を欠いているため、不詳である。

2号
`馬 (MMT一 Dl,8世紀代)は、上顎の歯 を全 く欠き、下顎臼歯のみである。 1号′馬同様

に、左右の自歯列 とも咬合面を右に向け、歯根を左に向けて並走 している。左側の歯は破損がひ

どく、完存するものはないが、右俣1の歯列の歯は土中に包合 された状態で取 り上げられていたた

め、破損が少な く、多 くの計測値が得 られた。

全臼歯列長は166.Ommと 計 1員Jさ れ、西中川 。松元 (1991)の示す木曽,馬 の平均オス161.3mm一 メ

ス168.9mmの 範 囲内に相 当す ることによ り、中型在来馬程度の体高が推 定 され る。Levin e

(1982)に よって推定される年齢は 8-9才 である。いずれの歯 も不正咬合 もな く、健康的であ

る。大歯の植立部位 を欠 き、性別は不詳である。

上顎骨、上顎歯の痕跡が全 くないことから、ここには下顎骨だけが持ち込まれたものとみられ

る。下顎骨片と思われる小骨片存在する。
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2,イ ノシシ (Sus scrOfa)

MMT― H23 貼床内 (7世紀後半)か らイノシシの第 2指 または第 5指末節骨が出上 してい

る。亀裂の多数生 じている焼骨であ りなが ら、完存する。小 さな塊状の骨なので、破損せずに

残ったものであろう。前肢、後肢いずれの末節骨であるかは半J断できない。全長は15。 8mm、 近位

最大幅は6.6mm、 近位最大高は8.3mmで あり、現生岐阜県産イノシシのオスの成獣 とほぼ同 じ大 き

さである。このほかこの発掘からは、イノシシのものと思われる肢骨片 2片が出土 している。

3,イ ヌ (Canis familiaris)

MMT― H19 カマ ド内 (7世紀後半)か らの出土で、右踵骨の焼骨である。踵骨隆起の部分

が病的に多孔質になり膨隆 している。アキレス腱の終始部に故障があったことを示 している。踵

骨の大 きさから推定される大 きさは現生柴犬程の小型大である。当時、カマ ドでイヌが焼かれて

いたことに興味がもたれる。

4,そ の他

MMT― H6(6世 紀前半)シカまたはイノシシの上腕骨または大腿骨片である。最大保存長

さ29。 2mmの焼骨である。

MMT― H8(8世 紀代)イ ノシシの肢骨片で、焼骨である。最大保存長は33.9mmで ある。

MMT― H9(5世 紀後半)鳥骨の可能性のある肢骨片で、最大保存長21.3mmの 焼骨である。

MMT一 H9,覆土 (5世紀後半)シ カまたはイノシシの肢骨片で、最大保存長12.9mmの 焼骨で

ある。

MMT一 H19,掘 り方 (7世紀後半)種不明 (イ ノシシ ?)の椎骨の椎体部片で、若い個体の

ものである。最大保存長16.2mmの焼骨である。

<引用文献 >
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1号馬 (MM丁 一日6)臼歯計測値

上顎臼歯 単位 i mm

第 3前日歯

左

第 4前日歯

左

第 1後臼歯

右

第 2後日歯

右

第 3後日歯

右

歯冠長 咬合面 27.9 27.2 23.8 24.2e 24.6

″ 中央 26.8 25.5 23.6 26.4

歯冠幅 咬合面 26.1 24.3 24.5 18.8

″ 中央 26.6 24.5 24.9 19.5

原錐幅 咬合面 10.5 10.3 12.3

″ 中央 10.9 10.2 11.9

歯冠高頼側 57.3 59.2 54.1 62.7

″ 舌供1 51.2 56.1 50.1 54.7 48.0

咬合面の傾斜

中附錐幅 咬合面 4.5

″ 中央

下顎自歯 単位 :mm

第 3前臼歯

右

第 4前日歯

右

第 2後日歯

右

第 3後臼歯

右

歯冠高 舌供1 47.0 59.0 53.8

舌後錐谷長

下内錘谷長 12.5 10.3

double knot長 咬合面 14.3

″   中央 15.0

咬合面の傾斜

下内錘幅 6.7
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2号馬 (All All T一 Dl)自 歯計測値

下顎臼歯 単位 i mm

第 2前日歯

右

第 3前日歯

右

第 4前日歯

右

第 1後臼歯

右

第 2後日歯

右

第 3後臼歯

右

歯冠長 咬合面 33.2 28.1 28.2 27.6 26.2 29.2

歯冠幅 前葉 10.3 15.5 14.8 14.2 14.4 14.3

″  後葉 12.2 15.3 15.8 14.2 13.0 11.9

歯冠高 頬側 52.0 52.0 47.0

歯冠高 舌供1 57.0

下後錐谷長

下内錘谷長 16.4 14.9 12.2

double knot長 咬合面 14.6 16.9 16.5 14.6 13.1 13.1

下内錘幅

下顎全国歯列長 :166.Omm

イヌ踵骨計測値 (Mh/1T― H19)

単位 :mm

全長 1 29.4

前縁長 19.0

近位前後径

近位横径 14.3

中部最大前後径 5 14.7

中部最大横径 12.8
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寺添遺跡航空写真 (東 より) (株式会社こうそく撮影 )



(1)遺跡周辺及び寺添遺跡全景(株式会ネLこ うそく撮影 )
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